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序文

財団法人千葉県教育振興財団(財団法人千葉県文化財センターか

ら平成17年9月1日付で名称変更)は，埋蔵文化財の調査研究，文

化財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第536集として，独立行

政法人都市再生機構千葉地域支社の千原台地区区画整理事業に伴っ

て実施した市原市押沼大六天遺跡(下層)の発掘調査報告書を刊行

する運びとなりました。

この調査では， [日石器時代各時期の遺物集中地点が22か所検出さ

れ，この地域における旧石器時代の歴史を知る上で貴重な成果が得

られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関 また 発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成18年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理 事 長 佐 藤 健 太 郎



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千原台地区におけるニュータウン建設計画

(土地区画整理事業)に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録したのは，押沼遺跡群のうち，押沼大六天遺跡(遺跡コード219-020) ・同斜面部(同219-

021) ・押沼林谷遺跡(同219・022)の旧石器時代(下層)資料である。千葉県市原市押沼字大六天826

(現ちはら台東4丁目)ほかに所在する。調査時には 3地点に分けた遺跡名を使用したが，今回の報告

に当たり押沼大六天遺跡の名称に統一することとした。なお，上層については報告書を刊行済みである。

3 発掘調査から報告書刊行に至る業務は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け，財団

法人千葉県文化財センター(平成17年9月l日付で財団法人千葉県教育振興財団と名称変更)が実施し

た。

4 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は，第 1章第 1節に記載した。

5 本書に記載した石器及び石材の分類を上席研究員 島立桂が，石器の実測を整理課が，原稿執筆及

び編集を上席研究員 田島新が担当した。

6 発掘調査から報告書刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機構

千葉地域支社，市原市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 周辺航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

8 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1125，000地形図「蘇我J(NI-54-19-15-2) 

第2・3図 昭和測量工業株式会社・日本測量株式会社調整昭和46年測量

11500千原台地区現況図 Na1・3・6(IX-4・8・15)

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。座標値は，日本測地系である。

10 石材の色の記載については，小山正忠・竹原秀雄 1999r新版標準土色帖』日本色研事業株式会社の

色名を使用し，色の測定にあたっては，第一合成株式会社の土色計 rSCR-ljを用いた。

11 挿図に使用した記号の用例は，次のとおりである。黒曜石及び頁岩については肉眼観察ではあるが，

原産地を意識して細分した。

石器，ナイフ形石器 (KN)，台形石器 (TP)，槍先形石器・有茎尖頭器 (PO)，角錐状石器 (KP)，掻器 (ES)，削器 (SS)，

彫器 (GR)，錐状石器 (DR)，模形石器 (PQ)，加工痕ある剥片 (RF)，使用痕ある剥片 (UF)，石刃 (BL)，

打製石斧 (DA)，局部磨製石斧 (HX)，磯器 (PT)，敵石 (HS)，台石 (AS)，剥片 (FL)，砕片 (CH)，石核 (CO)，

原石 (SM)，削片 (SP)，細石刃核 (MC)，細石刃 (MB)

石材;黒曜石A (OBA:栃木県・高原山産)，黒曜石B (OBB 信州・和田峠周辺産)，黒曜石D (OBD:箱根・畑宿産)，

黒曜石E (OBE:伊豆半島周辺産)，黒曜石G (OBG・不明)，安山岩 (AN)，軟質の安山岩=トロトロ石 (TO)，

流紋岩 (RH)，頁岩A (SHA:硬質綴密で光沢のある東北産頁岩)，頁岩B (SHB:北関東産の頁岩とくに西荒}II産

を意識しているが，緑色のものは凝灰岩とした)，頁岩C (SHC:県南嶺岡産の頁岩)，頁岩D (SHD:珪化度の高い

頁岩で産地不明のもの)，頁岩E (SHE・上記以外の頁岩)，チャート (CH)，凝灰岩 (TU)，粘板岩 (SL)，砂岩

(SA)，ホルンフェルス (HO)，石英 (QU)，璃稲・玉髄 (CC)

磯石材，安山岩 (AN)，流紋岩 (RH)，頁岩 (SH)，チャート (CH)，喋岩 (CO)，砂岩 (SA)，ホルンフェルス (HO)，

石英 (QU)，不明 (UK)
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

1 発掘調査の経緯

市原市と千葉市にまたがる台地上に，住宅・都市整備公団(現独立行政法人都市再生機構)による千原

台地区土地区画整理事業が計画された。このため，千葉県教育委員会は，事業地内の用地内の埋蔵文化財

の取扱いについて関係諸機関と協議した結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず記録保存の

措置を講ずることとなり，記録保存については，財団法人千葉県教育振興財団が委託を受けて発掘調査を

実施することとなった。

今回報告する押沼大六天遺跡・同斜面部・押沼林谷遺跡の調査は，昭和58年度と昭和59年度に行われた。

また，押沼大六天遺跡(上層)及び押沼第 1・第 2遺跡(上層)については，すでに報告書を刊行してい

る。

本書は押沼大六天遺跡から出土した旧石器時代(下層調査)を対象としたもので，発掘調査及び整理作

業に関わる各年度の実施内容・担当者は以下のとおりである。

昭和58年度

組織班長 三森俊彦

担当者押沼大六天遺跡(斜面部) 柴田龍司・金子進

押沼大六天遺跡柴田龍司・金子進

押沼林谷遺跡柴田龍司・金子進

内容押沼大六天遺跡(斜面部) 下層調査対象面積 14，500m2

押沼大六天遺跡 下層調査対象面積 8，OOOm2

押沼林谷遺跡下層調査対象面積 1，200m2 

昭和59年度

組織班長古内 茂

担当者押沼大六天遺跡柴田龍司・金子進

内容押沼大六天遺跡下層調査対象面積 10，OOOm2

平成15年度

組織所長谷旬

担当者島立桂

内容水洗・注記から接合まで

平成16年度

重点遺跡整理促進事業

組織課長及川淳一

担当者 渡辺修一・大久保奈奈(整理技術員)
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第 l章はじめに

内容実測・トレースまで

平成17年度

組織所長谷旬

担当者田島 新

内容素図作成から報告書刊行まで

2 調査の方法

発掘区の設定は，国家座標を基準として40mX40mの大グリッドを設け，この中を 4mx4mの小グリッ

ドに分割して行った。また，下層確認調査では，小グリッドをさらに 4分割して 2mx2mのグリッドを

設定し，調査対象面積の 4%を基本として武蔵野ローム層上面まで掘り下げた。

押沼大六天遺跡では，同一台地上の遺跡に対して押沼大六天遺跡，同斜面部，押沼林谷遺跡と遺跡名を

分けて調査を実施した。出土遺物は， 4mX4mの小グリッドごとに 1点ずつ取り上げた。

第 2節遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地形

押沼大六天遺跡は，ちはら台ニュータウン造成地域の北東端，市原市ちはら台東4丁目(旧押沼字大六

天826)ほかに所在し，村田川中流域北岸の茂日支谷が樹枝状に入り組んだ最奥部の台地に位置する 。千

葉市街地からは東南へ12km，下総台地南部を西に向かつて、流れる村田川の河口からは 7kmほど上流の右岸

台地上で，現河川からは 1kmほど離れている。西側と南側は，茂日支谷に接しており，標高は， 40m~50 

mの下総台地上位面である。

2 押沼大六天遺跡と周辺の遺跡(第 1図)

押沼大六天遺跡からは，旧石器時代から奈良・平安時代にかけての各種遺構が検出された。主な遺構と

しては，旧石器時代各時期の石器ブロック，縄文時代早期の炉穴，奈良・平安時代の集落と製鉄関連遺構

などである。旧石器時代については，立川ローム層下部から上部に至る各層から約3，800点の石器・礁が

出土しており， 22か所のブロ ックを確認している。

押沼大六天遺跡を含む押沼遺跡群(1~ 3)は，ちはら台地区北東部端にあたり，村田川に沿って分布

する旧石器時代の遺跡としては，草刈遺跡などとともに最も下流に位置する(1 )。ちはら台ニュータウ

ン事業地内において旧石器時代石器群が出土した遺跡を，村田川を遡りながらあげてみると草刈遺跡(4 )， 

草刈六之台遺跡(5 )，中永谷遺跡、 (6)，川焼台遺跡(7 )，田川鶴牧遺跡 (8)，鶴牧古墳群(9 )，ナ

キノ台遺跡(10)，ばあ山遺跡 (11)，野馬堀遺跡(12)が並ぶ。押沼遺跡群は これらの遺跡のさらに奥

に位置している。

押沼大六天遺跡では，立川ローム層医層から E層にかけて， 4枚の文化層が確認され，四層から医層下

部で多くのブロックが検出されている。

また，整理作業が未了のため詳細は不明で、あるが，押沼遺跡群の中では，押沼大六天遺跡に隣接する押

沼第 1遺跡G地点で羽層石器群，押沼第 2遺跡で黒曜石や珪質頁岩による野岳・休場型細石刃核を指標と

する細石刃石器群が出土している。
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第 1節調査の概要

草刈遺跡では，武蔵野ローム層E層から立川ローム層困層にかけて 7枚の文化層が確認された。最も古

い第 1文化層は， c区の武蔵野ローム層E層から立111ローム層X層最下部にかけて出土した県内最古の石

器群である。第2文化層は， x層， IX c層で確認した 3枚の文化層からは，それぞれ嶺岡産珪質頁岩の台

形石器や模形石器などに石斧が伴っている。第3文化層は，医層下部から出土した石器群で，嶺岡産珪質

頁岩の台形石器に石斧が伴う 。第4文化層は，四層から医層上部にかけて出土した石器群で，最も多くの

ブロックが検出されている。房総半島南部産の石材による不定型な剥片石器群を主体とし，これに遠隔地

石材による石刃石器群が搬入品として存在する 。 この文化層は出土層位の差などから 2~3 時期に細分さ

れる可能性が指摘されている。第5文化層は，四層上部からVI層にかけて出土した石器群で， 3種類のブ

ロックが存在する。①東北産頁岩による石刃石器群，②東北産と推定される頁岩と信州産黒曜石による小

型の石刃石器群及び不定型な剥片石器群 ③房総半島南部産と推定される石材による不定型な剥片石器群

である。これらは，概ね同時期に帰属するが，若干の編年的差異が想定されている。第6文化層はハード

ローム層最上部からソフトローム層下部にかけて出土した石器群で，武蔵野台地におけるW層下部の石器

群に対応するものと考えられている。信州産黒曜石，房総半島南部産の石材，上総丘陵砂磯層の石材など

によるナイフ形石器や角錐状石器などの石器類を主体とするブロックと焼け離を主体として少量の石器を

もっブロ ックがある。第7文化層はソフトローム層から出土した槍先形石器を指標とする石器群などが出

土しており， 3時期の時間差が想定されている。また， M区で、は特異な剥片剥離技術を伴っている。

草刈六之台遺跡では，立川ローム層X層から E層にかけて 7枚の文化層が確認されたが， VI層以下の資

料が充実している。とくにX層 E層下部 医層上部で確認した 3枚の文化層からは，それぞれ刃部磨製

石斧を含む石器群が出土している。さらに医層下部では神津島産黒曜石による大型の台形石器，医層上部

では信州産黒曜石を主体とする石刃石器群に刃部磨製石斧とともに石斧用の砥石が伴っており， 草刈遺跡

との関係が想定される。

中永谷遺跡、では立川ローム層四層とW層下部の資料が中心である。野馬堀遺跡ではX層， N層， III層か

ら剥片類が，ばあ山遺跡では石刃，槍先形石器が出土している。それ以外の遺跡については，整理作業が

未了のため詳細は不明であるが，ナキノ台遺跡で多量の焼礁を伴う町層下部の石器群及び同層の住居跡と

考えられる竪穴遺構が発見されている。また，第 2黒色帯下部からは石刃や刃部磨製石斧を伴う石器群が

出土している。

草刈遺跡の北側では，東南部ニュータウン事業地内を中心に旧石器時代の石器群が確認されている。大

規模な遺跡は少ないが 一地域全体の様子を窺うことのできる貴重な資料である。以下，出土層位ごとに

概観する。

X層の資料ははっきりしないが，高沢遺跡 (42)では医層下部から X層上部で模形石器，刃部磨製石斧

に関係すると考えられる剥片を利用した加工痕ある剥片，小型の剥片類による小規模なブロックが検出さ

れている。石材は半数が良質の黒曜石(信州産か)で，このほか玉髄，凝灰岩，頁岩がある。医層の資料

は多くの遺跡で出土している。白鳥台遺跡(19)では安山岩製の模形石器，剥片類に軟質砂岩による石斧

用の砥石が伴っている。城ノ台遺跡 (33)でも安山岩製の模形石器を中心とする石器群が出土している。

環状ブロ ック群の一部かも知れない。鎌取遺跡、 (39)では安山岩による台形石器を主体とする石器群と頁

岩製の石刃石器群がブロックを違えて出土している。小金沢貝塚 (22)，馬ノ口遺跡 (34)でも台形石器

を含む石器群がある。有吉城跡 (37)では石斧が数点出土しているが，頻繁な刃部再生の後，模形石器や
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第 l章はじめに

1 押沼大六天遺跡 2 押沼第 1遺跡 3 押沼第 2遺跡 4 草刈遺跡 5 草刈六之台遺跡 6 中永谷遺跡

7 川焼台遺跡 8 鶴牧遺跡 9 鶴牧古墳群 10 ナキノ台遺跡 11 ばあ山遺跡 12 野馬堀遺跡 13 パクチ穴遺跡

14 大膳野南貝塚 15 太田法師遺跡 16 ムコアラク遺跡 17 六通金山遺跡 18 六通神社南遺跡 19 白鳥台遺跡

20 御縁台遺跡 21 小金沢古墳群 22 小金沢員塚 23 六通貝塚 24 六通遺跡 25 神明社裏遺跡 26 春日作遺跡

27 椎名崎古墳群C支群 28 椎名崎古境群B支群 29 今台遺跡 30 椎名神社遺跡 31 椎名崎遺跡 32 木戸作遺跡

33 城ノ台遺跡 34 馬ノ口遺跡 35 有吉南貝塚 36 有吉北貝塚 37 有吉城跡 38 有吉南遺跡 39 鎌取遺跡

40 鎌取場台遺跡 41 南二重堀遺跡 42 高沢遺跡 43 有吉遺跡 44 上赤塚遺跡 45 辺国山谷遺跡 46 コロニー内遺跡

47 大厩遺跡

第 1図 押沼大六天遺跡周辺の旧石器時代遺跡 (1/25，000)
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第 2節遺跡の位置と環境

石核に転用されている。六通金山遺跡(17)でも刃部磨製石斧が出土している。

四層から VI層では，パクチ穴遺跡(13)で高原山産と考えられる黒曜石やメノウを中心とする切出形の

ナイフ形石器，角錐状石器，掻器の一群があり，類例は鎌取遺跡，小金沢古墳群 (21)，有吉遺跡 (43)

などでも出土している。小金沢古墳群，鎌取場台遺跡 (40)では喋群も見られる。

E層には複数時期の石器群があるが，有吉遺跡(第 4次調査)からは，旧石器時代終末期に帰属する細

身の木葉形による槍先形石器のブロックがある。同時期の資料は小金沢古墳群にもあり，槍先形石器を製

作したブロックとしで注目される。ムコアラク遺跡(16)では，樋状剥離をもっ槍先形石器がある。

細石刃石器群の出土は乏しいが，春日作遺跡 (26)からは嶺岡産珪質頁岩と信州産黒曜石による細石刃

石器群がある。細石刃核は得られていない。また，椎名崎古墳群B支群 (28)でも古墳の墳丘下から黒曜

石による野岳・休場型細石刃核を指標とする細石刃石器群が出土している。

六通神社南遺跡 (18)では土器出現期に帰属する大型の槍先形石器がまとまっており，石器石材の原産

地推定分析によると奈良県二上山のサヌカイ トや岐阜県の下呂石が含まれている。また，東南部ニュータ

ウン北東に隣接する辺田山谷遺跡 (45)では，富里市南大j留袋遺跡に代表される狭長な槍先形石器が散見

される。

東南部ニュータウンでは，このほかにも，神明杜裏遺跡 (25)などで多数の旧石器時代資料が出土して

いるが，整理作業が未了のため詳細は不明である。

千原台ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1980 『千原台ニュータウン 1(野馬堀遺跡・ばあ山遺跡・他)J

(財)千葉県文化財セ ンター 1983 『千原台ニュータウン E 草刈遺跡A区(第 1次調査) 鶴牧古墳群・人形

塚j

(財)千葉県文化財センター 1986 『千原台ニュータウンE 草刈遺跡 (B区)J

(財)千葉県文化財センター 1991 『千原台ニュータウンW 中永谷遺跡j

(財)千葉県文化財センター 1994 f千原台ニュータウンVI -草刈六之台遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 2003 『千原台ニュータウン珊 一市原市草刈遺跡 (東部地区縄文時代)-J 

(財)千葉県文化財セ ンター 2003 『千原台ニュータウン医 一市原市押沼第 1・第2遺跡(上層)-J 

(財)千葉県文化財センター 2004 f千原台ニュータウン X 一市原市草刈遺跡 (東部地区旧石器時代)-J 

(財)千葉県文化財セ ンター 2005 『千原台ニュータウンXsl 一市原市草刈遺跡(西部地区旧石器時代)-J 

千葉東南部ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 6 -椎名崎遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 7 一木戸作遺跡(第 2次)-J 

(財)千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 8 ームコアラク遺跡・小金沢古墳群-J

(財)千葉県文化財センター 1980 『千葉東南部ニュータウン 9 六通遺跡・御塚台遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1982 『千葉東南部ニュータウン10 一小金沢貝塚-J

(財)千葉県文化財センター 1981 f千葉東南部ニュータウン11 一六通金山遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1983 『千葉東南部ニュータウン12 一南二重堀遺跡 J 

(財)千葉県文化財センター 1983 『千葉東南部ニュータウン14 ーパクチ穴遺跡・有吉遺跡(第3次) ・有吉南

遺跡-J
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第 1章 はじめに

(財)千葉県文化財センター 1984 I千葉東南部ニュータウン15 一馬ノ口遺跡・有吉城跡・白鳥台遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1990 I千葉東南部ニュータウン17 -高沢遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1993 『千葉東南部ニュータウン18 一鎌取遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 1998 I千葉東南部ニュータウン19 一千葉市有吉北貝塚 1-J 

(財)千葉県文化財センター 1999 『千葉東南部ニュータウン21 有吉遺跡 (第4次) ・高沢古墳群 j 

(財)千葉県文化財センター 1999 『千葉東南部ニュータウン22 一鎌取場台-J

(財)千葉県文化財センター 2003 『千葉東南部ニュータウン26 一千葉市椎名神社遺跡・古城小弓遺跡 ・六通神

社南遺跡・御塚台遺跡-J

(財)千葉県文化財センター 2003 I千葉東南部ニュータウン27 千葉市春日作遺跡-J

2004 f千葉東南部ニュータウン29 一千葉市パクチ穴遺跡・大膳野南貝塚・有吉城

跡 2(旧石器時代)-J 

2005 「千葉東南部ニュータウン32 一千葉市小金沢古墳群 2-J 

第 3節基本土層

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は，土層の色調やスコリア等の内容物の記載がないため，詳細

は不明だが，概ね下総台地で広く観察される基本層序と共通するものと考えられる。また，千葉市から市

原市にかけての東京湾岸地域では不明瞭なことが多い第 2黒色帯下部中の間層(医 b層)が確認されてお

り，当地域の中では草刈遺跡同様，比較的良好な堆積状況を示しているといえる。立川ローム層の厚さは，

斜面部で1.4m，台地平坦部で1.7mである(第 2図)。

E層:軟質ロームで，厚さは40cm~50cmで、ある 。

町層 :硬質ロームである。武蔵野台地のW層上部に相当する層は軟質化して皿層に取り込まれており，本

層は武蔵野台地W層下部に対応すると考えられる 。 厚さは20cm~30cmで、ある 。

V層:硬質ロームで，第 1 黒色帯に相当する 。 厚さは10cm~20cmほどである 。

VI層:硬質ロームで，主に火山ガラスによって構成される AT (姶良丹沢火山灰層)のブロックがまとまっ

ている 。 厚さは10cm ~ 20cmで、ある 。

四層:硬質ロームで，第 2 黒色帯上半部に相当する 。 厚さは10cm~ 20cmである 。

医層:硬質ロームで，第 2黒色帯下半部である。調査当時は単一の土層として認識されていたり，四 a層

(現在のVIl層下部と医 a層)，四 b層 (現在の医 b層)，四 c層(現在のlXc層)に区分されたりして

いる。整理作業の中で細分可能な場合は，以下のとおりとした。

医 a 層:硬質ローム層で，第 2 黒色帯下半部の上層にあたる 。 厚さは20cm~30cmで、ある 。

医b層:硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部中の間層である。安定した土層ではないが，一部で確認でき

た。

lX c 層:硬質ローム層で，第 2 黒色帯下半部の下層にあたる 。 厚さは20cm~40cmで、ある 。

X 層:硬質ローム層である 。 厚さは20cm~40cmである 。 さらに 2 枚に分層される地点もある 。

E層:硬質ローム層で， x層との境界は波状をなし，不整合になっている。武蔵野ローム層最上部と考ら

れる。
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第 2章 旧石器時代

第 1節調査の 概要

押沼大六天遺跡では，旧石器時代 (下層)調査を昭和58年度と昭和59年度に実施した。調査区の位置は，

押沼遺跡群の西端にあたり，西側と南側は，千葉市と市原市とを画する茂呂谷津に面している。

昭和58年度については，押沼大六天遺跡は8，000m2を調査対象として，4 %を基本に確認調査を行い，

その結果に基づいて1，852m2の本調査を行った。押沼大六天遺跡 (斜面部)は14，500m2が調査対象であっ

たが，ローム層の堆積状況が悪かったため，調査に至らなかった。押沼林谷遺跡は1，200m2を調査対象と

して，4 %を基本に確認調査を行い，調査を終了した。

昭和59年度については，押沼大六天遺跡は10，000m2を調査対象として，4 %を基本に確認調査を行い，

その結果に基づいて3，082m2の本調査を行った。

調査の結果，ブロック22か所と単独出土地点18か所，土坑 1基，炭化物集中地点18か所を検出した(第

2・3図)。本遺跡における22か所のブロックは以下のとおり， 4枚の文化層に区分された。

第 1文化層は，立川ローム層第 2黒色帯(四層~医層)を中心に包含される石器群で，石器2，512点，

礁9点が10か所のブロ ック (A5-A，B4-C， C2-A， C3-A， C4-A， D3-A， C2-B， D2-A， D3-B， D 

4-Cブロック )と12か所の単独出土地点から出土した。本文化層は出土層位に幅があり，石器群の内容も

一様で、はないことから， 2 ~ 3時期に細分される可能性もある。また， D3-44グリッドでは土坑が検出さ

れており，隣接するD3-43グリッドからはC3-Aブロックの遺物と接合する剥片が発見されている 。さら

に， 16か所の炭化物集中地点 (C-1 ~ C-16) が検出されている 。

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層最上部 (N.V層)を中心に包含される石器群で，石器

451点，磯11点が7か所のブロック (A4-A，A5-B・C. D， B4-A . B， C4-Bブロック)から出土し

た。武蔵野台地のV層ないしW層下部の石器群に相当すると考えられる。また，調査時には，押沼林谷遺

跡のV層からW層にかけて，礁片が l点出土しており，本文化層に帰属すると考えられるが，その後に紛

失したため，詳細は不明である。

第3文化層は，立川ローム層のソフトローム層(皿層下部)を中心に包含される石器群で，石器321，点，

蝶 1点が2か所のブロック (B4-D. Eブロック)と 1か所の単独出土地点から出土した。武蔵野台地の

W層上部のいわゆる「砂川期」の石器群に相当すると考えられる。

第4文化層は，立)11ローム層のソフトローム層(皿層)を中心に包含される石器群で，石器147点，礁

321点が3か所のブロック (A4-B，D4-A . Bブロック)と 2か所の単独出土地点及び上層遺構から出土

した。槍先形石器とナイフ形石器を組成する旧石器時代終末期の石器群と考えられる。本文化層はブロッ

ク間で石器群の内容に若干相違があることから， 2時期に細分される可能性もある。

この他， 3か所の単独出土地点， 2か所の炭化部集中地点 (C-17，C-18)については，出土層準が不

明なため，帰属文化層を決定することができなかった。

また，単独で出土した石器の中で縄文時代草創期の有茎尖頭器については，本報告書に記載した。
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第 2章 |日石器時代

第 2節第 1文化層

第 l文化層は，立川ローム層第 2黒色帯(四層~医層)を中心に包含されている石器群である。 A5-A，

B4-C， C2-A， C3-A， C4-A， D3-A， C2-B， D2-A， D3-B， D4-Cブロックの10か所が該当する。

なお，出土層位や石器群の内容等が一様で、はないことから， 2 ~ 3時期に細分される可能性もあるが，

B4-C . C2-A . C3-A . D3-Aにはブロック聞に接合関係や母岩の共有関係があることから同時期と考え

られる。また， A5-Aブロックについても， C3-Aブロックに極めて類似した母岩があり，別母岩とした

が，もし同一母岩であれば，ほぼ同時期あるいは近接した時期が考えられる。他に，単独出土地点12か所，

土坑 1基，炭化物集中地点16か所を検出した。

1 A5-Aブロック(第 4~31 ・ 199図，第 1 ~ 3表，カラー図版 1~ 3・17，図版 2・7) 

1 )ブロックの概要

A5-A ブロ ックは，調査範囲南側のW5-09 ・ 19 ・ 27~29 ・ 37 ~39 ・ 46 ~48 ， A5-00~03 ・ 10~15 ・ 21 ・ 2

3~25 ・ 33~36 ・ 42~46 ・ 52~56グリッドに位置する 。 ブロックの立地は，南に舌状に伸びる台地のほぼ

中央部で，傾斜変換点 (台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸43m，短軸20mの範囲に722点の石器・礁が分布する。出土層位は， 回

層から Xb層にかけてで， 180cmほどの高低差をもっているが，中心は医 a層から医 c層で， 80cmほどの

高低差をもって包含されている(第 4~ 12図 )。

ブロックは，台形石器 1点，模形石器 1点，加工痕ある剥片11点，使用痕ある剥片14点，石斧 2点，敵

石4点，剥片620点 (607個体)，砕片 5点，石核57点 (52個体)，喋 7点の合計722点 (704個体)で構成さ

れる。石器石材は，黒曜石A22点，黒曜石B1点，黒曜石D2点，黒曜石G4点，安山岩95点 (92個体)， 

軟質の安山岩29点 (28個体)，流紋岩94点 (91個体)，頁岩B3点 (1個体)，頁岩C195点(191個体)，頁

岩D6点，頁岩E29点，チャート39点 (38個体)，凝灰岩30点 (29個体)，砂岩45点，ホルンフェルス78点

(77個体)，璃瑠・玉髄43点 (42個体)である。磯石材は，流紋岩 1点(1母岩 ;21.4g)，チャート 1点

( 1母岩 ;15.0g)，砂岩 5点 (5母岩;229.6 g )で，識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは140母岩を識別した。内訳は，黒曜石A5 母岩 (A5-62~66) ，黒曜石D 1母岩 (A5-68)，

黒曜石G 1 母岩 (A5-67 ) ，安山岩16母岩 (A5-12~ 16 ・ 21 ~28 ・ 109 ・ 113 ・ 114 ) ，軟質の安山岩 4母岩

(A5-104~ 107 ) ，流紋岩12母岩 (A5-29 ~35 ・ 37~39 ・ 110 ・ 112 ) ，頁岩B2母岩 (A5-55・133)，頁岩C

22母岩 (A5-11 ・ 57~61 ・ 115~ 122 ・ 125~ 128 ・ 130 ・ 137~ 139 ) ， 頁岩D5 母岩 (A5-131 ・ 132 ・ 134~136) 

，頁岩E2母岩 (A5-19'20)，チャート 19母岩 (Aι3.~ 6・9・41~ 52 ・ 124 ・ 129 ) ，凝灰岩 5母岩

(A5- 17 ・ 18 ・ 54 ・ 56 ・ 108 ) ， 砂岩15母岩 (A5-53 ・ 90~ 103 ) ，ホルンフェルス 21母岩 (A5-69 ~ 89 ) ，璃

瑠・玉髄10母岩 (A5-1 ・ 7 ・ 8 ・ 10 ・ 141 ・ 142 ・ 144~146・150)である。母岩識別した石器の石器総

数に対する割合は69%(493/715点)である。

• A5・1:自然面は明黄褐色 (10YR6/6) ・淡黄色 (2.5Y8/4)・暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1) ・灰オリー

ブ色 (7.5Y6/2) ・褐灰色 (10YR4/1)が混じり，内部は浅黄色 (2.5Y7/4) ・灰白色 (5Y8/2)の璃瑠・

玉髄である。石器群の内訳は，剥片 4点 (3個体)，石核 3点の合計 7点 (6個体;118.5 g )である 。接

合資料は， 3グループあり， Aは剥片 2点 (20.2g)， Bは剥片 1点，石核 1点の合計 2点 (22.2g)， C 

は剥片 1点，石核 1点の合計2点 (34.9g )である。
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第 2章旧石器時代

• A5-3 :自然面はオリーブ褐色 (2.5Y4/6) ・暗赤褐色 (10R3/3)の地に黒褐色 (7.5YR3/1)が混じり ，

内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・灰オリーブ色 (5Y6/2)の地に筋が入るチャー トである 。石器群の内訳

は，剥片 5点，石核 l点の合計 6点 (52.7g)である。接合資料は，剥片 2点，石核 1点の合計 3点

(47.3 g )である。

• A5・4:自然面及び内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・にぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に暗緑灰色 (10G4/1)

が部分的に混じるチャートである。石器群の内訳は，剥片 3点(2個体;43.1 g )である。接合資料は，

剥片 3点(2個体 ;43.1g)である。

• A5・5:自然、面はにぶい黄褐色 (10YR5/4)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・灰色 (7.5Y4/1)のチャー

トである。石器群の内訳は，剥片 2点 (2.2g)である。接合資料は，剥片 2点 (2.2g )である。

• A5・6:自然面はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の地に筋が入り，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に灰

色 (10Y5/1)の筋が入るチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計 3点 (37.5g ) 

である。接合資料は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (37.5g )である。

• A5・7:自然面は褐色 (7.5YR4/3) 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4) ・灰黄色 (2.5Y6/2)，節理はに

ぶい褐色 (7.5YR5/3)の璃瑠・玉髄である。石核 l点(17.9g)の単独資料である。

• A5・8:自然面・内部・節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片

3点 (37.2g)である。接合資料は，剥片 2点 (33.2g)である。

• A5・9:自然面は褐色 (7.5YR4/4)，内部は灰色 (10Y4/1)のチャートである。石器群の内訳は，剥片

1点，石核 1点の合計2点 (37.5g )である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (37.5g )で

ある。

• A5-10 :自然面は黄褐色 (2.5Y5/4) ・灰黄褐色 (10YR4/2)，内部は灰色 (7.5Y5/1)，節理はにぶい黄

褐色 (10YR5/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片14点(13個体)，石核 1点の合計15点 (14

個体;110.5 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 2点，石核 1点の合計 3点 (33.6g)，

Bは剥片 2点 (1個体;1.5 g )である。

• A5-11 :自然面は黒褐色 (7.5YR3/2)，内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・にぶい黄褐色 (10YR4/3)の地

に黄灰色 (2.5Y4/1)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，使用

痕ある剥片 1点の合計2点(18.8g )である。

• A5・12:自然面は灰黄褐色 (10YR4/2)，内部は灰色 (7.5Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩

である。石器群の内訳は，剥片25点，石核 1点の合計26点 (94.9g )である。接合資料は， 2グループあ

り， Aは剥片 2点，石核 1点の合計3点 (39.3g)，Bは剥片 3点 (9.6g )である。

• A5-13 :自然面及び内部は褐灰色 (10YR4/1)，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)，新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 6点 (39.1g )である。

• A5・14:自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内

訳は，剥片 8点，石核 2点(1個体)の合計10点 (9個体;147.9 g )である。接合資料は，剥片 1点，

石核 2点(1個体)の合計3点 (2個体;66.3 g )である。

• A5-15 :自然面及び内部は灰色 (5Y5/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である 。石器群の内訳

は，剥片 3点，石核 1点の合計 4点 (49.2g )である。接合資料は，剥片 1点，石核 l点の合計 2点

(44.8g)である。
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第2節 第 l文化層

• A5・16:自然面は灰色 (5Y4/1)，内部は灰色 (10Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。

石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 3点の合計4点 (45.4g )である。

• A5・17:自然面は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の地に灰白色 (10Y7/2)が部分的に混じり，内部はオリー

ブ灰色 (10Y6/2)，節理は黒褐色 (7.5YR3/2)，新鮮な面は灰色 (10Y4/1)の凝灰岩である。石器群の内

訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 5点の合計 6点 (67.0g )である。接合資料は，使用痕ある剥片 l点，

剥片 2点の合計3点 (42.5g )である。

• A5-18 :自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2) ・灰色 (10Y4/1)が混じり，節

理はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の資料，内部は灰褐色 (7.5YR4/2)，節理は暗赤褐色 (10R3/2)の資料

など母岩内での変異がある凝灰岩である。後者は，被熱による変色の可能性がある。石器群の内訳は，剥

片8点 (51.3g)である。接合資料は，剥片 5点 (39.4g )である。

• A5-19 :自然面及び内部は浅黄色 (2.5Y7/3)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳

は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (66.4g )である。接合資料は，剥片 2点，石核 l点の合計3点 (66.

4g)である。

• A5・20:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地に褐灰色 (5YR4/l)の斑が入り，内部は灰オリーブ色

(5Y5/2) ，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 5点

の合計6点(116.1g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合

計2点 (36.7g)，Bは剥片 2点 (57.6g )である。

• A5・21:自然面は灰色 (10Y4/1)，内部は灰色 (N4/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 3点，

石核 2点の合計5点 (56.4g)である。接合資料は，剥片 3点 (19.3g)である。

• A5・22:自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y4/1)，新鮮な面は黒色 (N2/0)の安山岩である。石器群の内訳

は，剥片 5点(4個体;39.9 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 2点 (1個体;14.3 g )， 

Bは剥片 2点 (9.8g)である。

• A5・23:自然面及び内部は灰色 (7.5Y4/1)の安山岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，

剥片 2点の合計3点 (23.1g )である。接合資料は，剥片 2点(13.1g )である。

• A5-24 :自然面及び内部は灰色 (5Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳

は，剥片 2点(1個体 ;21.9g)である。接合資料は，剥片 2点(1個体;21.9 g )である。

• A5・25:自然面は灰色 (5Y4/1)，内部は灰色 (10Y4/1) ・青黒色 (10BG1.7/1)の安山岩である。石器

群の内訳は，剥片 2点 (5.4g )である。接合資料は，剥片 2点 (5.4g)である。

• A5・26:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2)の粗いスリガラス状で，内部は灰色 (7.5Y4/1) ・黄褐色 (2.5

Y5/3)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点(14.7g )の単独資料である。

• A5・27:自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y5/1)の安山岩である。剥片 1点 (3.9g)の単独資料である。

• A5・28:自然面及び内部は褐灰色 (10YR4/1)の安山岩である。石核 1点 (21.4g )の単独資料である 0

・A5・29:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/4) ・にぶい赤褐色 (2.5YR4/3)の地に黒色の粒が入り，内

部は灰色 (5Y5/1) ・にぶい黄褐色 (10YR5/4) ・灰白色 (5Y7/2)の地に暗灰黄色 (2.5Y4/2)が部分

的に入る流紋岩である。石器群の内訳は，剥片37点 (36個体;215.4 g )である。接合資料は， 2グルー

プあり， Aは剥片 6点 (69.7g)， Bは剥片 5点 (4個体;67.9 g )である 。その他に同一母岩がブロッ

ク外(グリッド不明)に 1点ある。

-21-



第2章旧石器時代

• A5・30:自然面はにぶい黄褐色(lOYR5/3) ・にぶい褐色 (7.5YR4/3)，内部は褐灰色 (10YR5/1) 

にぶい黄樺色 (10YR7/2) ・灰色 (N6/0) ・黄褐色 (2.5Y5/3)の地に石英などの結晶を含み，節理はに

ぶい黄褐色(lOYR5/4) ・にぶい赤褐色 (5YR4/3)の流紋岩である。石器群の内訳は，剥片18点 (16個

体)，石核 2点の合計20点 (18個体;165.3 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは剥片 4点(2 

個体)，石核 1点の合計 5点 (3個体;88.3 g )， Bは剥片 2点，石核 1点の合計 3点 (54.5g)， Cは剥

片2点 (22.5g )である。

• A5・31:自然面はにぶい黄褐色(lOYR5/3)，内部は灰黄色 (2.5Y6/2) ・黄褐色 (2.5Y5/3)の流紋岩

である。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (32.0g )である。接合資料は，剥片 2点，石

核 1点の合計 3点 (32.0g )である。

• A5・32:自然面は褐色 (7.5YR4/3)，内部はにぶい黄褐色 (10YR5/3)・黄灰色 (2.5Y5/1)の流紋岩で

ある。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計2点 (48.3g )である。

• A5・33:自然面はにぶい褐色 (7.5YR5/4)，内部は灰黄色 (2.5Y6/2)の流紋岩である 。石器群の内訳

は，加工痕ある剥片 l点，剥片 9点の合計10点 (37.8g)である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥

片3点 (20.1g)， Bは剥片 2点 (5.8g )である。

• A5・34:内部は灰褐色 (7.5YR5/2) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・灰黄色 (2.5Y6/2)，節理は暗褐色(lOY

R3/4) ・黒褐色 (2.5Y3/1)の流紋岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (4.3g )である。

• A5・35:自然面は明黄褐色 (10YR6/6)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・灰オリー ブ色 (5Y5/2)，新

鮮な面は灰色 (5Y4/1)の流紋岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (7.3g )である。

• A5-37 :灰色 (10Y4/1) ・灰オリーブ色 (5Y5/2)の流紋岩である。石英など鉱物を含む。剥片 1点

(38.4g)の単独資料である。

• A5・38:灰オリーブ色 (5Y5/3)の流紋岩である。石英など鉱物を含む。剥片 1点 (2.8g )の単独資料

である。

• A5-39 :褐灰色 (5YR4/1)の流紋岩である。石英など鉱物を含む。剥片 1点 (6.5g )の単独資料であ

る。

• A5・41:自然面は暗灰色 (N3/0) ・褐色 (10YR4/4)の地に黒色の筋が網目状に入り，内部は暗灰色

(N3/0)，節理は褐色 (7.5YR4/3)のチャートである。敵石 1点 (79.4g )の単独資料である。

• A5・42:自然面及び内部は暗赤褐色 (7.5R3/2)，節理は灰褐色 (5YR4/2)の地に黒色の筋が入るチャー

トである。石核 1点 (143.0g)の単独資料である。

• A5・43:自然面は灰色 (7.5Y4/l)，内部は暗オリーブ灰色 (5GY4/l)，節理は褐色 (7.5YR4/3) ・灰

オリーブ色 (5Y4/2)のチャートである。石核 1点 (66.3g)の単独資料である。

• A5・44:自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・オリーブ黒色 (10Y3/1) ・にぶい黄色 (2.5Y6/3)， 

節理は黄褐色 (2.5Y5/4)のチャートである。石核 l点 (40.4g)の単独資料である。

• A5-45 :自然面は褐色 (7.5YR4/3) ・灰色 (10Y4/1)が混じり，内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)

灰色 (10Y4/1)が混じり，節理は褐色 (7.5YR4/3)のチャートである。剥片 1点 (38.7g )の単独資料

である。

• A5・46:自然面及び内部は暗赤褐色 (7.5R3/3)のチャートである。剥片 1点(1.9g )の単独資料であ

る。
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• A5-47 :内部はオリーブ黒色(10Y3/2)，節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2)のチャートである。剥片 1点 (3.1

g )の単独資料である。

• A5・48:自然面及び内部は暗灰色 (N3/0)のチャートである。剥片 1点 (3.5g )の単独資料である。

• A5・49:自然面はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)，内部及び節理は灰色 (7.5Y4/1)のチャートである。剥片

1点 (6.5g )の単独資料である。

• A5・50:内部は暗灰色 (N3/0)，節理は灰色 (5Y4/1)のチャートである。剥片 1点 (1.6g)の単独資

料である。

• A5・51:自然面は暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)，内部は暗灰色 (N3/0)，新鮮な面は黒色 (N1.5/0)の

チャートである。石核 l点 (26.1g)の単独資料である。

• A5・52:自然面は暗オリーブ灰色 (5GY3/1)，内部は暗灰色 (N3/0)のチャートである。加工痕ある剥

片 1点 (3.3g )の単独資料である。

• A5・53:自然面及び内部は灰色 (7.5Y4/1)，新鮮な面はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)の砂岩である 。石器

群の内訳は，剥片 7点，石核 2点の合計9点 (887.4g)である。接合資料は，剥片 7点，石核 2点の合

計9点 (887.4g)である。

• A5・54:自然面及び内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/1)，節理は黒褐色 (7.5YR3/2)の凝灰岩である。石

斧 1点(1268.7g )の単独資料である。

• A5・55:内部はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4) ・にぶい黄樺色(10YR7/3)の地に灰褐色 (7.5YR4/2)が

部分的に混じり，新鮮な面は灰黄褐色(10YR5/2)の北関東産頁岩である 。石器群の内訳は，石核 2点

( 1個体;76.4 g )である。接合資料は，石核 2点 (1個体;76.4 g )である。

• A5・56:自然面は黒褐色 (7.5Y3/2)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の資料，自然面は暗赤灰色 (5R3/1).

内部は黒褐色 (5YR3/1)の資料など母岩内での変異がある凝灰岩である。後者は，被熱による変色の可

能性がある。石器群の内訳は，剥片 7点(6個体;31.9 g )である 。接合資料は，剥片 5点(4個体;

26.5 g )である。

• A5・57:自然面は褐色 (10YR4/4) 内部は灰黄色 (2.5Y6/2) ・黄灰色 (2.5Y4/1) ・褐色 (7.5YR4/4)

が混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 2点の合計4点 (66.9g )である。接合資

料は，石核 2点 (44.6g )である。

• A5・58:自然面は褐色 (7.5YR4/3) 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に灰オリーブ色 (5Y5/2) ・暗灰

色 (N3/0)が部分的に混じり，節理はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4) ・暗灰色 (N3/0)の嶺岡産頁岩である。

石器群の内訳は，剥片 1点，石核 l点の合計2点 (39.1g )である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の

合計 2点 (39.1g )である。

• A5・59:黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (22.8g )である。接合資

料は，剥片 2点 (22.9g)である。

• A5・60:自然面は灰黄褐色(10YR4/2) ・暗赤褐色 (2.5YR3/2)，内部はにぶい黄褐色(10YR4/3)の

嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 6点 (22.8g )である。接合資料は，剥片 3点(17.1g)であ

る。

• A5・61:自然面はにぶい黄褐色 (10YR4/3)・にぶい黄褐色(10YR5/4)の地に灰色 (5Y5/1)が部分

的に混じり，内部は灰黄色 (2.5Y6/2) ・灰色 (5Y5/1)，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の嶺岡産頁岩
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である。石器群の内訳は，剥片 3点 (9.1g )である。

• A5-62 :黒色不透明の黒曜石である。o1 mm ~ 2 mm~まどの灰色の爽雑物を含む。 栃木県高原山産と考え

られる。石器群の内訳は，剥片 2点 (4.6g )である。

• A5-63 :黒灰色不透明の黒曜石である。o1 mmほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計 2点 (4.0g )である。

• A5-64 :黒灰色半透明の黒曜石である。 o1 mmほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。石器群の内訳は，剥片 2点(1.7g)である。

• A5・65:自然面及び内部は淡黒色半透明の黒曜石である。o1 mmほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高

原山産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片 2点の合計3点 (2.2g )である。

• A5-66 :黒色半透明の黒曜石である。o1 mm~ 2 mm~まどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考え

られる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計 2点(15.8g )である。

• A5・67:黒灰色の地に黒色の縞が入る黒曜石である。o1 mmほどの爽雑物を含む。産地は不明である 。

剥片 1点(1.5g )の単独資料である。

• A5・68:淡黒色透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。o1 mmほどの爽雑物を含む。箱根・畑宿

産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点 (0.4g )である。

• A5・69:内部は灰白色 (5Y7/2) ・灰色 (7.5Y5/1)，新鮮な面は暗緑灰色 (503/1)のホルンフェルス

である。石器群の内訳は，剥片 4点 (3.5g )である。

• A5・70:自然面は灰色 (5Y4/1)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルン

フェルスである。石器群の内訳は，剥片 8点(7個体;72.6 g )である。接合資料は，剥片2点 (1個体;

1.9 g )である。

• A5・71:灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである 。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計 3点

(44.3 g )である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (43.7g )である。

• A5・72:自然面は灰色 (5Y4/1)の地にオリーブ黒色 (5Y3/1)が部分的に混じり ，内部は灰色 (N4/0)

・黄灰色 (2.5Y6/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石器群

の内訳は，剥片 3点 (27.8g)である。接合資料は，剥片 2点 (26.3g)である。

• A5・73:自然面は暗赤褐色 (5YR3/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0) の

ホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 4点 (42.0g)である。接合資料は，剥片 2点(16.0g ) 

である。

• A5・74:自然面及び内部は灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 1点，石核

l点の合計 2点(105.1g )である。接合資料は，剥片 l点，石核 l点の合計 2点(105.1g )である。

• A5・75:自然面及び内部は灰色 (5Y4/1)で，きな粉をまぶしたようなホルンフェルスである。石器群

の内訳は，剥片 2点 (31.8g)である。接合資料は，剥片 2点 (31.8g)である。

• A5・76:自然面及び内部は灰色 (10Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである 。石器

群の内訳は，剥片 7点 (19.7g )である。接合資料は，剥片 2点 (6.9g)である。

• A5・77:自然面及び内部はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)のホルンフェルスである 。石器群の内訳は，剥片

2点 (18.7g )である。

• A5・78:自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/1)の地に灰色 (7.5Y6/1)が部分的に入るホルンフェ
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ルスである。石器群の内訳は，剥片 2点(18.7g )である。

• A5・79:自然面及び内部はオリーブ黒色 (5Y3/1)のホルンフェルスである。剥片 1点 (29.5g )の単

独資料である。

• A5・80:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2).内部は灰色 (5Y4/1).節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)の地

に自然面及び内部がにぶい黄色 (2.5Y6/3)の砂質部が混じるホルンフェルスである。剥片 1点 (46'.6g ) 

の単独資料である。

• A5・81:自然面は黄褐色 (2.5Y5/4). 内部は灰色 (10Y5/1).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェ

ルスである。剥片 1点 (15.6g )の単独資料である。

• A5・82:自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2).新鮮な面は暗青灰色 (5PB3/1)のホルンフェルス

である。剥片 l点(19.5g )の単独資料である。

• A5・83:自然面及び内部は灰色 (5Y5/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片

1点 (36.0g )の単独資料である。

• A5・84:自然面及び内部はオリーブ黒色 (5GY2/1)のホルンフェルスである。石斧 1点 (4.4g )の単

独資料である。

• A5・85:自然面及び内部は灰色 (10Y4/1).節理は暗赤灰色 (7.5R3/1)のホルンフェルスである。剥片

l点 (56.7g )の単独資料である。

• A5・86:自然面及び内部は灰色(10Y4/1)のホルンフェルスである。石核 1点 (64.6g )の単独資料で

ある。

• A5・87:自然面及び内部は灰色(10Y4/1).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片

1点 (6.8g )の単独資料である。

• A5・88:自然面は黒色 (N2/0). 内部は灰色(10Y4/1) ・明褐灰色 (7.5YR7/1)のホルンフェルスで

ある。石器群の内訳は，剥片 2点 (34.6g )である。

• A5・89:自然面は灰色(10Y4/1). 内部は暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1) ・オリーブ灰色 (5GY6/1)の

ホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 3点，石核 1点の合計4点(124.8g )である。

• A5・90:灰オリーブ色 (5Y4/2) ・オリーブ黒色 (5Y3/1)が混じる砂岩である。石器群の内訳は，剥

片2点 (59.5g)である。接合資料は，剥片 2点 (59.5g)である。

• A5・91:自然面及び内部は浅黄色 (5Y7/4).節理は黄褐色 (2.5Y5/4)の砂岩である。石器群の内訳は，

剥片 4点(13.8g )である。接合資料は，剥片 2点(12.8g )である。

• A5・92:自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の砂岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (33.2g ) 

である。

• A5・93:自然面は暗赤褐色 (2.5YR3/2). 内部は灰色 (5Y5/1).節理は暗褐色(10YR3/4)の地に暗灰

色 (N3/0)が部分的に混じる砂岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (12.8g)である。

• A5・94:自然面及び内部は灰色 (7.5Y5/l).節理は赤褐色 (5YR4/6)の砂岩である。石器群の内訳は，

剥片 2点 (50.5g )である。

• A5・95:自然面は灰褐色 (7.5YR4/2). 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の砂岩である 。石器群の内訳は，

剥片 2点 (25.5g)である。

• A5・96:自然面はオリーブ黄色 (5Y6/3). 内部は灰色(10Y5/1)の砂岩である。剥片 1点 (31.7g )の
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単独資料である。

• A5・97:自然面は灰色 (10Y6/1)の地ににぶい黄褐色(10YR4/3)が混じり，内部は灰色 (7.5Y4/1)

の砂岩である。加工痕ある剥片 1点 (22.2g)の単独資料である。

• A5-98 :にぶい黄色 (2.5Y6/4) ・黄褐色 (2.5Y5/4)の砂岩である。剥片 l点 (5.5g )の単独資料で

ある。

• A5・99:自然面はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3).内部は灰色 (10Y5/1)の砂岩である。剥片 1点 (4.9g ) 

の単独資料である。

• A5・100:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2). 内部は灰色 (10Y4/1).節理は明黄褐色 (2.5Y6/6)の砂岩で

ある。剥片 1点 (5.6g )の単独資料である。

• A5・101:灰色 (7.5Y4/1)の砂岩である。剥片 1点 (4.9g)の単独資料である。

• A5・102:自然面及び内部は暗灰色 (N3/0).節理は灰オリーブ色 (5Y5/2)の砂岩である。剥片 l点

(4.0 g )の単独資料である。

• A5・103:灰色 (10Y4/1)の砂岩である。剥片 1点 (2.7g )の単独資料である。

• A5・104:自然面は明黄褐色 (2.5Y7/6) ・褐色 (7.5YR4/6). 内部は灰オリーブ色 (5Y6/2).新鮮な面

は灰色 (5Y4/1)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 7点(6個体;17.6g)である 。接合資

料は，剥片 2点(1個体;6.6 g )である。

• A5・105:自然、面は褐色 (7.5YR4/6) ・淡黄色 (2.5Y8/3). 内部は灰白色 (5Y7/1) ・灰白色 (7.5Y8/1).

新鮮な面は灰色 (7.5Y5/l)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片12点 (57.0g)である。

• A5・106:内部は灰白色 (5Y7/1) ・灰白色 (7.5Y8/1).新鮮な面は灰色 (7.5Y5/1)の軟質の安山岩で

ある。石器群の内訳は，剥片 5点 (11.2g)である。

• A5・107:自然面及び内部は灰白色 (5Y7/2)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (3.6g )の単独資料で

ある。

• A5・108:自然面は灰オリーブ色 (5Y4/2) ・暗赤灰色 (7.5R3/1). 内部はオリーブ灰色 (lOY5/2)の

凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (5.9g )である。

• A5・109:自然面は明黄褐色(10YR6/6). 内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)で鉱物を多数含み，節理は

明褐色 (7.5YR5/6) の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (34.2g )である。

• A5・110:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に褐色 (7.5YR4/6)が部分的に混じり ，内部は褐灰色

(7 .5YR6/l).節理は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の流紋岩である。剥片 1点 (37.4g)の単独資料である 0

・A5・112:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2) ・灰色 (7.5Y5/l)の流紋岩である。蔽石 1点 (70.1g )の

単独資料である。

• A5・113:自然面は灰オリーブ色 (5Y6/2). 内部は灰色 (5Y6/1)の安山岩である。敵石 l点 (189.7g ) 

の単独資料である。

• A5・114:自然面はにぶい黄糧色 (10YR6/4) ・褐灰色 (10YR4/1). 内部はにぶい黄櫨色 (10YR6/4) 

の安山岩である。敵石 l点(139.8g )の単独資料である。

• A5・115:自然面は褐色 (7.5YR4/4). 内部は黄褐色 (2.5Y5/3) ・黄灰色 (2.5Y5/l)の資料， 自然面

及び内部は暗赤褐色 (7.5R3/2).節理は明褐色 (7.5YR5/6)の資料など母岩内での変異のある嶺岡産頁

岩である。後者は，被熱による変色の可能性がある。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 2点，剥片24点
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(23個体)，石核 5点 (4個体)の合計31点 (29個体;218.2 g )である。接合資料は， 3グループあり，

Aは剥片 9点(8個体)，石核 2点(1個体)の合計11点(9個体;102.8g)， Bは剥片 5点，石核 2点

の合計 7点 (57.4g)， Cは剥片 2点 (8.1g )である。

• A5・116:自然面は褐色 (7.5YR4/4)，内部は褐色 (7.5YR4/4) ・黄灰色 (2.5Y4/1) ・暗灰黄色(2.5 

Y5/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，石核 3点(1個体;28.4 g )である 。接合資料は，石核

3点(1個体;28.4 g )である。

• A5・117:自然面は暗赤色 (7.5R3/4)，内部は黄褐色 (2.5Y5/3) ・黄灰色 (2.5Y4/1) ・暗赤色 (7.5R3

/4)が混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 l点の合計2点(14.2g )である 。接

合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点(14.2g )である。

• A5-118 :自然面はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)，内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/3) ・黄褐色 (2.5Y5/4)

灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (34.0g )である。

• A5・119:自然面は褐色 (5YR4/4)，内部は黄灰色 (5Y5/1) ・灰白色 (2.5Y7/1)の地ににぶい黄櫨色

(10YR7/4)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合

計2点 (24.2g )である。

• A5・120:自然面は灰オリーブ色 (7.5Y4/2) ・褐色 (7.5YR4/4)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1) ・灰色 (5

Y4/1)，節理は褐色 (7.5YR4/4) ・暗赤褐色 (7.5R3/2)の資料，自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3)，

内部は灰色 (5Y5/1)の地に青黒色 (5PB2/1) ・暗赤灰色 (5PB4/1)が部分的に混じる資料， 自然面及

び内部は暗赤褐色 (7.5R3/2)の資料など母岩内での変異のある嶺岡産頁岩である。最後の資料は，被熱

による変色の可能性がある。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，使用痕ある剥片 1点，剥片21点 (20

個体)，石核 4点の合計27点 (26個体;195.8 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは剥片 3点

(11.9 g)， Bは剥片 1点，石核 1点の合計2点 (23.3g)，Cは剥片 2点(1個体;5.5 g )である。 Cの

2点の内の 1点が変色しており，被熱による可能性がある。

• A5・121:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・灰色 (lOY4/1)の地に黒色

(10Y2/1)の筋が入る嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点(11.7g)である。

• A5・122:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地にオリーブ黒色 (5Y3/1)の筋が入る嶺岡産頁岩である。

石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計2点 (8.8g )である。

• A5・124:内部は灰色(10Y4/1) ・黒色(10Y2/1) ・灰白色(10Y7/1)が混じり，節理は黄褐色(2.5 

Y5/4)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.5g )である。

• A5・125:内部は灰色 (7.5Y5/1) ・にぶい褐色 (7.5YR5/4) ・黄褐色(lOYR5/6)，節理は暗赤褐色

(5YR3/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片 2点，石核 l点の合計 4

点 (64.4g )である。

• A5・126:自然面はにぶい褐色 (7.5YR5/4) 内部は灰オリーブ色 (5Y6/2) ・灰色 (5Y5/1)が混じる

嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片 1点 (29.7g)の単独資料である。

• A5・127:自然面は褐色 (10YR4/6)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩であ

る。石核 1点 (41.7g )の単独資料である。

• A5-128 :自然面はにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2) ・褐色 (10YR4/4)の地

に粒が入る嶺岡産頁岩である。石核 1点(18.0g )の単独資料である。
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• A5・129:自然面は灰色 (5Y4/1) ・にぶい黄褐色 (10YR4/3) 内部は暗灰色 (N3/0)・灰オリーブ色

(7.5Y5/2)が混じり，節理はにぶい黄褐色(10YR5/4)のチャートである。石核 1点 (57.4g )の単独資

料である。

• A5・130:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2) 内部は灰オリーブ色 (5Y5/3) ・にぶい黄褐色 (10YR4/3)

の嶺岡産頁岩である。剥片 1点(13.3g )の単独資料である。

• A5・131:自然面は黄褐色 (2.5Y5/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)，節理はにぶい黄褐色(10YR4/3)

の硬質轍密な頁岩である。石核 1点 (226.3g)の単独資料である。

• A5・132:自然面は褐色 (7.5YR4/3) ・褐色 (7:5YR4/6)，内部はにぶい黄褐色(10YR5/4) ・にぶい

黄褐色 (10YR4/3)の硬質綾密な頁岩である。剥片 1点(15.1g )の単独資料である。

• A5・133:内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/4) ・灰色 (7.5Y4/1)の地に毛細血管状に筋が入札新鮮な面

はオリーブ灰色 (5GY5/1)の北関東産頁岩である。剥片 1点(13.0g )の単独資料である。

• A5・134:自然面は灰オリーブ色 (5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)で石英粒を含み，節理はに

ぶい黄褐色(10YR4/3)の硬質綴密な頁岩である。剥片 1点(12.8g )の単独資料である。

• A5・135:自然面は褐色(10YR4/4)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・黒褐色 (2.5Y3/2)・褐色(10YR4

/6)の地に褐色 (10YR4/6)の筋が入る硬質綾密な頁岩である。剥片 1点 (4.9g )の単独資料である。

• A5・136:自然面は褐色(10YR4/4)，内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4) ・灰黄色 (2.5Y6/2)，節理は明

褐色 (7.5YR5/6)の硬質鍛密な頁岩である。剥片 1点 (3.4g )の単独資料である。

• A5・137:自然面は暗褐色 (7.5YR3/4)，内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の地に暗灰色 (N3/0)が部分

的に入る嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (7.6g )の単独資料である。

• A5・138:自然面は褐色 (7.5YR4/4)，内部は黒褐色 (2.5Y3/2)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (1.4g ) 

の単独資料である。

• A5・139:暗灰黄色 (2.5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点(1.8g )の単独資料である。

• A5・141:自然面はにぶい黄櫨色 (10YR7/2)，内部は赤褐色 (5YR4/8) ・浅黄色 (2.5Y7/4)，節理は

淡黄色 (2.5Y8/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片 4点 (39.5g)である。

• A5・142:にぶい黄色 (2.5Y6/3)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片 2点 (6.7g )である。

• A5・144:褐灰色 (10YR5/1) ・にぶい黄褐色(10YR5/4)の地に暗赤褐色 (2.5YR3/2)が部分的に混

じる璃瑞・玉髄である。剥片 1点 (4.0g )の単独資料である。

• A5・145:自然面は褐色 (7.5YR4/4)，内部はにぶい黄褐色(10YR5/4)の璃瑞・玉髄である。剥片 1

点 (5.4g )の単独資料である。

• A5・146:自然面は明黄褐色(10YR7/6) ・桂色 (7.5YR6/6) 内部は浅黄色 (2.5Y7/4) ・灰白色 (2.5

Y8/2)の璃瑠・玉髄である。石核 1点 (39.1g )の単独資料である。

• A5・150:にぶい黄褐色 (10YR5/4)の地に筋と点紋が入る璃瑠・ 玉髄で， C3-AブロックのC3-76母岩

に極めて類似している。もし，両ブロックの母岩が同一母岩とすれば C3-Aブロックとほぼ同時期ある

いは近接した時期が考えられる。剥片 1点 (8.1g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石の剥片10点・砕片 1点の合計11点 (5.0 

g )，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片 l点 (0.1g )，産地不明の黒曜石の剥片 3点 (0.9g)，安山岩の

剥片21点 (48.5g)，軟質の安山岩の剥片 4点 (0.9g )，流紋岩の剥片11点 (23.9g)，嶺岡産頁岩の台形
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石器 1点，加工痕ある剥片 2点，使用痕ある剥片 2点，剥片82点，砕片 2点，石核 3点の合計92点 (307.8

g )，硬質織密な頁岩の剥片 1点(1.3g)，頁岩の模形石器 1点，剥片18点，石核 1点の合計20点 (68.4

g )，チャートの剥片 8点 (54.7g )，凝灰岩の剥片 5点 (7.0g)，砂岩の剥片12点 (9.9g)，ホルンフェ

ルスの剥片25点，砕片 l点の合計26点 (44.2g )，璃瑠・玉髄の剥片 6点，砕片 1点の合計 7点 (8.5g ) 

がある。

3 )出土遺物(第13-18図，第19図41-43)

1は嶺岡産頁岩による台形石器である。横長剥片を横位に用い，基部に細かい調整加工を行っている。

2は栃木県高原山産の黒曜石による加工痕ある剥片である。裏面側の頭部から左側縁にかけて調整加工を

行っている。また，左側面の切断面は意図的なものか不明だが，あるいは台形石器かもしれない。表面の

剥離面はポジテイブな面である。3は流紋岩による， 4は砂岩による 5・6は嶺岡産頁岩による加工痕あ

る剥片である。3は両面の末端， 4は裏面左側縁から末端， 5は右側縁， 6は左側縁に調整加工を行って

いる 。 3 ~ 5 は削器としても良いかもしれない。 7~9 は嶺岡産頁岩による使用痕ある剥片である 。 7 は

裏面の右側縁から上部にかけて刃こぼれが見られる。正面右側面の直角に近い細かい剥離痕は，調整加工

の可能性がある。8は末端に， 9は右側縁と末端に刃こぼれが見られるが， 9は偶発的なものの可能性が

ある。10は栃木県高原山産の黒曜石による， 11は安山岩による使用痕ある剥片である。10は右側縁に， 11

は末端に刃こぼれが見られる。12は凝灰岩による石斧である。大型で細長い断面三角形の礁を素材として，

表面の左側縁から末端及び裏面の右側縁から末端にかけて，調整加工を行っている。特に研磨痕や摩耗痕

は見られない。 未製品あるいは石核とすべきかもしれない。 13~15は両端を中心に敵打痕が見られる敵石

であるが， 13を除いて敵打痕については顕著ではない。13・15は安山岩， 14は流紋岩である 。 16~30は不

定型な剥片である。16・17は安山岩， 18は軟質の安山岩， 19~22は嶺岡産頁岩， 23は頁岩， 24はチャート，

25・26はホルンフェルス， 27~30は璃瑞・玉髄である 。 31 ~43は石核である 。 31 ~37は90度の打面転移に

よって不定型な剥片を剥離している。31~34はチャート， 35は璃瑠・玉髄， 36は嶺岡産頁岩， 37は硬質綾

密な頁岩である 。 38~40は求心的な剥離作業によって不定型な剥片を剥離している 。 38 ・ 39はホルンフェ

ルス， 40は安山岩である。41~43は片面ないし両面の一部に加撃して不定型な剥片を剥離している 。 41 は

嶺岡産頁岩， 42は頁岩， 43は璃瑞・玉髄である。

4 )接合資料とその関連資料(第19図44-48，第20-31図)

• A5・116(第19図44) 褐色 (7.5YR4/4)などの嶺岡産頁岩である。石核 3点 (1個体)で構成される。

石核3点が接合して l個体となる。自然面を打面として，求心的な剥離作業を行っている。

• A5-21 (第19図45-48) 灰色 (N4/0)の安山岩である。剥片 3点，石核 2点の合計5点で構成される。

45は剥片 3 点 (46~48) の接合資料である 。 46→47→48の順に上方向から剥離している。

• A5・12(第20図49-52) 灰色 (7.5Y4/1)の安山岩である。剥片25点，石核 1点の合計26点で構成さ

れる。接合資料は， 2グループある。A (49)は剥片 2点 (50・51)，石核 1点 (52)の接合資料である。

比較的厚い剥片を素材とし，自然面を打面として， 50→ 51の順に求心的な剥離作業を行っている。

• A5・14(第20図53-55) 黄灰色 (2.5Y4/1)の安山岩である。剥片 8点，石核 2点(1個体)の合計

10点(9個体)で構成される。53は剥片 1点 (54)，石核 2点(1個体;55)の接合資料である 。打面と

作業面を入れ替えながら不定型な剥片を剥離している。

• A5-15 (第20図56-58) 灰色 (5Y5/1)の安山岩である。剥片 3点，石核 l点の合計 4点で構成され
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構成される。109は石核2点(109a・109b )の接合資料である。元々は，求心的な剥離作業により，不

定型な剥片を生産していた個体である。109bは破損後も剥離作業を続けている。

• A5・20(第27図110~112) 灰オリーブ色 (5Y5/2)の頁岩である。使用痕ある剥片 1点，剥片 5点の

合計6点で構成される。接合資料は， 2グループある。A (110)は使用痕ある剥片 1点 (111)，剥片 1

点(112)の接合資料である。111は表面の左側縁及び裏面の右側面に刃こぼれが見られる。

• A5・19(第27図113~116) 浅黄色 (2.5Y7/3)の頁岩である。剥片 2点，石核 1点の合計 3点で構成

される。113は剥片 2点(114・115)，石核 1点 (116)の接合資料である。小型で、不定型な扇平礁を素材

として，求心的な剥離作業により，不定型な剥片を生産している。

• A5・4(第28図117~119) にぶい黄褐色 (10YR5/4)などのチャートである。剥片 3点(2個体)で

構成される。117は剥片 3点(2個体:118・119)の接合資料である。118を剥離した面を打面として， 119 

を剥離している。

• A5・3(第28図120~123) にぶい黄色 (2.5Y6/3)などのチャートである 。剥片 5点，石核 1点の合

計6点で構成される。120は剥片 2点(121・122)，石核 1点(123)の接合資料である。礁を素材として，

概ね180度の打面転移を行いながら，不定型な剥片を生産している。

• A5・9(第28図124~126) 灰色 (10Y4/1)のチャートである。剥片 1点，石核 1点の合計2点で構成

される。124は剥片 1点(125)，石核 1点(126)の接合資料である。求心的な剥離作業により，不定型な

剥片を生産している。

• A5・17(第29図127~130) オリーブ灰色 (10Y6/2)の凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点，剥片 5点

の合計6点で構成される。127は使用痕ある剥片 1点 (128)，剥片 2点(129・130)の接合資料である 。

喋を素材として， 128~ 130を剥離している。128は頭部を除いて，ほほ全周に刃こぼれが見られる。

• A5・18(第29図131~136) 灰オリーブ色 (5Y5/2)などの凝灰岩である。剥片 8点で構成される。131

は剥片 5 点(132~ 136) の接合資料である 。 ほぼ上方向から 132~136を剥離している。

• A5・56(第29図137~141) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの凝灰岩である。剥片 7点(6個体)で構成さ

れる。137は剥片 5点(4個体;138~ 141)の接合資料である。自然面を打面として， 138→139， 140， 141 

の順に不定型な剥片を剥離している。

• A5-53 (第30図.第31図147~151) 灰色 (7.5Y4/1)の砂岩である。剥片 7点，石核 2点の合計 9点

で構成される 。 142は剥片 7 点(143~ 146 ・ 148~150) ，石核 2 点(147 ・ 151) の接合資料である 。 断面が

二等辺三角形の比較的大型の礁の底辺側に打面を作りながら， 143~ 147→148， 149→ 150の順に正面から

裏面に向かつて，不定型な剥片を剥離している。147は剥離後も，裏面側に求心的な剥離作業を行ってい

る。

• A5・74(第31図152~154) 灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである。剥片 1点，石核 1点の合計 2点

で構成される。152は剥片 1点(153)，石核 1点(154)の接合資料である。拳大の楕円離を素材として，

打面と作業面を入れ替えながら， 153など不定型な剥片を剥離している。

2 B4・Cブロック(第32-36・199図，第 4・5表，カラー図版3・17，図版 3) 

1 )ブロックの概要

B4-Cブロックは，調査範囲南側のB4-27・28・37・38グリッドに位置する 。ブロックの立地は，南に

舌状に伸びる台地の縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mで、ある。
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66 W5-28-13 
A5-29A(RH) 
FL 
5.0 g 

とう

~70;j机 H)

10cm 

第21図 A5-Aブロ ック出土遺物 (9 ) 
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く二三フコ

ζ二コ
73 W5-38-12 

A5-29B(RH) 
FL 
8.2 g 

m
M
V
 

用
W
V

G
G
W山

φ

び。
。 (2/3) 

第22図 A5-Aブロ ック出土遺物(10)

75 W5-38-2 
W5-38-14 
A5-29B(RH) 
FL 
10.0 g 

~ 

71 72~75 
A5-29日(RH)
67.9 g 

ミ》

~ 
74 W5-38-11 

A5-29B(RH) 
FL 
36.8g 

〈ヨ
76 77~79 

A5-31A(RH) 
32.0 g 

79 A5-1Q-34 
A5-31A(RH) 
co 
26.7 g 

どと〉 78A51M8
A5-31A(RH) 
FL 
1.2 g 

10cm 

- 40一
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82 W5-39-61-1 
W5-38-61-2 
A5-30A(RH) 
FL 
12.1 g 

83 W5-39-11 
A5-30A(RH) 
co 
69.7 g 

くこご〉
81 W5-39-8 

W5-39-9 
A5-30A(RH) 
FL 
2.7 g 

。 (2/3) 10cm 

第23図 A5-Aブロック出土遺物 (11) 

41 



第 2章 旧石器時代

弓す

ζ}  

<三〉

)
 

ロu

t，
今

4
M
H

A
H
u
n
H
u
n

、u

《

H
u
n
H
U
'
f
t
、

寸
寸

A

内
喝

u
n《
u
r内
JU

‘，唱
'
F
b
u
b

-
-
-

au『

C
U
F
b
F
b
「
J

jl

A
門
A
門
A
門
ハ
」
刊
ハ

凋
怜no 

85 86+87 
A5-59A(SHC) 
22.9 g 

2巴
く 289??ijZAHC)

86 A5-43-10 
A5-59A(SHC) 
FL 
6.4 g 

87 A5-52-12 
A5-59A(SHC) 
FL 
16.5 g 

。

88 89-91 
A5-60A(SHC) 
17.1 g 

宍@;>

くこ二〉 90tti佼(SHC)

企迎夕

〈二二ミミ 91 A5-44-1 
A5-60A(SHC) 
FL 

(2/3) 10cm 

第24図 A5-Aブロ ック出土遺物(12)
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される。124は剥片 1点(125)，石核 l点 (126)の接合資料である。求心的な剥離作業により，不定型な

剥片を生産している。

• A5・17(第29図127~130) オリーブ灰色(10Y6/2)の凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点，剥片 5点

の合計6点で構成される。127は使用痕ある剥片 1点 (128)，剥片 2点(129・130)の接合資料である。

喋を素材として， 128~ 130を剥離している。128は頭部を除いて，ほほ全周に刃こぼれが見られる。

• A5・18(第29図131~136) 灰オリーブ色 (5Y5/2)などの凝灰岩である。剥片 8点で構成される。131

は剥片 5 点 (132 ~ 136) の接合資料である 。 ほほ上方向から 132~136を剥離している。

• A5・56(第29図137~141) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの凝灰岩である。剥片 7点(6個体)で構成さ

れる。137は剥片 5点(4個体 ;138~ 141)の接合資料である。自然面を打面として， 138→139， 140， 141 

の順に不定型な剥片を剥離している。

• A5・53(第30図，第31図147~151) 灰色 (7.5Y4/1)の砂岩である。剥片 7点，石核 2点の合計 9点

で構成される 。 142は剥片 7 点(143~ 146 ・ 148~150)，石核 2点 (147・151)の接合資料である。断面が

二等辺三角形の比較的大型の礁の底辺側に打面を作りながら， 143~ 147→148， 149→ 150の順に正面から

裏面に向かつて，不定型な剥片を剥離している。147は剥離後も，裏面側に求心的な剥離作業を行ってい

る。

劫 Lb 
E子B(SHC 雫暴 94 A5-56-10 

A5-120B(SHC) 
co 
22.4 g 

.a:. 

6202( ) 持母4f~

。

97 98+99 
A5ー117A(SHC)
14.2 g 

(2/3) 

く295imHC) 斜〉 iC2i(SHC)

10cm 

ξ霊会

配
~議 995

第25図 A5-Aブロック出土遺物(13)
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マFF

4ら
102 A5-35-10 

A5-115A(SHC) 
FL 
20.7 g 

℃こ二二二7
103 A5-25-5 

A5-115A (SHC) 
FL 
6.1 g 

1088 

100 101-108 
A5-115A(SHC) 
102.8 g 

会

qc
 
ζ二〉 101A5ー15-2

A5-115A(SHC) 
FL 
4.3 g 

104 A5-24-71 
A5-24-72 
A5-115A (SHC) 
FL 
3口9g

。

くこ二二二〉
107 A5-24-35 

A5-115A(SHC) 
FL 
2.5g 

n
v
c
d
v
 

〈

4

¥

V

U

H

U
糸
、

、

4
唱
1

六
久
、
m
m凡
同

引一ρ
山

(2/3) 10cm 

第26図 A5-Aブロック出土遺物(14)
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される。124は剥片 1点(125)，石核 l点 (126)の接合資料である。求心的な剥離作業により，不定型な

剥片を生産している。

• A5・17(第29図127~130) オリーブ灰色 (10Y6/2)の凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点，剥片 5点

の合計6点で構成される。127は使用痕ある剥片 1点(128)，剥片 2点 (129・130)の接合資料である 。

離を素材として， 128~ 130を剥離している。128は頭部を除いて，ほぽ全周に刃こぼれが見られる。

109 109a + 109b 
W5-28-5 W5-28-9 

A5-57A(SHC) 
CO 

A5-57A(SHC) 
CO 

22.3g 22.3 g 

113 114-116 
A5ー19A(SHE)
66.4 g 

て二三

qS3 
115 W5-28-18 

110 111+112 
A5-20A(SHE) 
36.7 g 

111 A5-1(ト37
A5-20A(SHE) 
UF 
10.0 g 

112 A5-1O-41 
A5-20A(SH E) 
FL 
26.7 g 

〆一ーで〉
114 A5-1O-42 

A5-19A(SHE) 
FL 

A5-19A(SHE) 
FL 
5.2 g 

21.0g 

。 (2/3) 10cm 

第27図 A5-Aブロック出土遺物 (15)
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116 A5-00-1 
A5-19A(SH E) 
CO 
40.2 g 
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ζ会〉

くこコ

ハU
O

118 A5-24-30 
A5-4A(CH) 
FL 
10.7 g 

121 A5-35-27 
A5-3A(CH) 
FL 
3.4 g 

旬θ
延室お

。

122 A5-35-12 
A5-3A(CH) 
FL 
2.7 g 

124 125+126 
A5-9A(CH) 
37.5 g 

(2/3) 

)
 

un 
p
u
 

nwu 
(
 

1
t
 

+
孔
川
唱

。OR
J
J
」

什

A
M川

、fー

ふ

L三ク
119 A5-24ー11

A5-24-40 
A5-4A(CH) 
FL 
32.4 g 

120 121-123 
A5-3A(CH) 
47.3g 

巴ヲ
位二込d三

10cm 

~ 

125 W5-37-9 
A5-9A(CH) 
FL 
1.1g 

第28図 A5-Aブロ ック出土遺物 (16)
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126 W5-37-13 
A5-9A(CH) 
CO 
36.4 g 



127 128-130 
A5-17A(TU) 
42.5g 。

くこ〉 1322:!机臥)

4F宅主 川

ζ つ 133??!ロ(lTU) ~コ 134P1(TU ) 蹴

く二コ
てこ二ニコ

135 A5-10ー10
A5-18A(TU) 
FL 
4.5g 

世
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128 A5-24-4-2 
A5ー17A(TU)
UF 
33.2g 

131 132-136 
A5-18A(TU) 
39.4g 

U
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137 138-141 
A5-56A(TU) 
26.5g 

担巴 v 
ζコ川?!な(TU)

o (2/3) 

第29図 A5-Aブロック出土遺物 (17)
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141 W5-38-28 
W5-39-17 
A5-56A(TU) 
FL 
13.7 g 10cm 
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147 W5-46-3 
A5-53A(SA) 
CO 
53.4 g 

Ø!.W~H 

ぐと二三

。 (1/2) 

。 (2/3) 

150 W5-46-5 
A5-53A(SA) 
FL 
21.4 g 

10cm 

152 153+154 
A5-74A(HO) 
105.1 g 

P匂
ζご〉 149rtSL1(3A)

団~fEJ
くご〉マア

10cm 

153 W5-28-10 
A5-74A(HO) 
FL 
2.3 g 

第31図 A5-Aブロック出土遺物 (19)
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151 W5-46-24 
A5-53A(SA) 
CO 
722.5 g 

154 W5-38-63 
A5-74A(HO) 
CO 
102.8 g 



第 2章旧石器時代

• A5・18(第29図131~136) 灰オリーブ色 (5Y5/2)などの凝灰岩である。剥片 8点で構成される。131

は剥片 5 点(132~ 136) の接合資料である 。 ほぽ上方向から 132 ~136を剥離している。

• A5・56(第29図137~141) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの凝灰岩である。剥片 7点 (6個体)で構成さ

れる。137は剥片 5点 (4個体;138~ 141)の接合資料である。自然面を打面として， 138→139， 140， 141 

の順に不定型な剥片を剥離している。

• A5・53(第30図，第31図147~151) 灰色 (7.5Y4/1)の砂岩である。剥片 7点，石核 2点の合計 9点

で構成される 。 142は剥片 7 点 ( 143 ~ 146 ・ 148~150)，石核 2点 (147・151)の接合資料である。断面が

二等辺三角形の比較的大型の離の底辺倒に打面を作りながら， 143 ~ 147→ 148， 149→ 150の順に正面から

裏面に向かつて，不定型な剥片を剥離している。147は剥離後も，裏面側に求心的な剥離作業を行ってい

る。

• A5・74(第31図152~154) 灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである。剥片 1点，石核 1点の合計 2点

で構成される。152は剥片 1点(153)，石核 1点 (154)の接合資料である。拳大の楕円離を素材として，

打面と作業面を入れ替えながら， 153など不定型な剥片を剥離している。

第 1表 A5-Aブロ ック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A5-1(CC) 4(3) 3 7(6) 

A5-3(CH) 5 l 6 

A5-4(CH) 3(2) 3(2) 

A5-5(CH) 2 2 

A5-6(CH) 2 3 

A5-7(CC) 1 

A5-8(CC) 3 3 

A5-9(CH) l 2 

A5-10(CC) 14(13) l 15(14) 

A5-11(SHC) 1 l 2 

A5-12(AN) 25 l 26 

A5-13(AN) 6 6 

A5-14(AN) 8 2(1) 10(9) 

A5-15(AN) 3 l 4 

A5-16(AN) 1 3 4 

A5-17(TU) 5 6 

A5-18(TU) 8 8 

A5-19(SHE) 2 l 3 

A5-20(SHE) l 5 6 

A5-21(AN) 3 2 5 

A5-22(AN) 5(4) 5(4) 

A5-23(AN) 1 2 3 

A5・24(AN) 2(1) 2(1 ) 

A5-25(AN) 2 2 

A5-26(AN) l 

A5-27(AN) 

A5-28(AN) 1 l 

A5-29(RH) 37(36) 37(36) 

A5-30(RH) 18( 16) 2 20(18) 

A5・31(RH) 2 l 3 

A5-32(RH) 1 2 

A5-33(RH) 1 9 10 

A5-34(RH) 2 2 

A5-35(RH) 4 4 

A5-37(RH) l 1 

A5-38(RH) l 

A5-39(RH) l l 

A5-41(CH) l 1 

A5-42(CH) 1 

A5-43(CH) 1 

-50一



第2節第 1文化層

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A5-44(CH) l l 

A5-45(CH) l 

A5-46(CH) l 

A5-47(CH) 

A5-48(CH) 1 

A5-49(CH) l l 

A5-50(CH) l 

A5-51(CH) 1 

A5-52(CH) l 

A5-53(SA) 7 2 9 

A5-54(TU) l 1J 
A5-55(SHB) 2(1) 2(1) 

A5-56(TU) 7(6) 7(6) 

A5-57(SHC) 2 2 4 

A5-58(SHC) 1 1 2 

A5-59(SHC) 2 2 

A5-60(SHC) 6 6 

A5-61(SHC) 3 3 

A5-62(OBA) 2 2 

A5-63(OBA) l 2 

A5-64(OBA) 2 2 

A5-65(OBA) 1 2 3 

A5-66(OBA) 1 1 2 

A5-67(OBG) l 

A5-68(OBD) 2 2 

A5-69(HO) 4 4 

A5-70(HO) 8(7) 8(7) 

A5-71(HO) 2 3 

A5-72(HO) 3 3 

A5-73(HO) 4 4 

A5-74(HO) l l 2 

A5-75(HO) 2 2 

A5-76(HO) 7 7 

A5-77(HO) 2 2 

A5-78(HO) 2 2 

A5-79(HO) l 

A5-80(HO) 1 l 

A5-81(HO) l 1 

A5-82(HO) l 

A5-83(HO) l 

A5-84(HO) 1 

A5-85(HO) l 

A5-86(HO) 1 l 

A5-87(HO) l 1 

A5-88(HO) 2 2 

A5-89(HO) 3 1 4 

A5-90(SA) 2 2 

A5-91(SA) 4 4 

A5-92(SA) 4 4 

A5-93(SA) 2 2 

Aι94(SA) 2 2 

A5-95(SA) 2 2 

A5-96(SA) 1 1 

A5-97(SA) l 1 

A5-98(SA) 1 

A5-99(SA) 1 l 

A5-100(SA) l 1 

A5-101(SA) l l 

A5-102(SA) 1 

A5-103(SA) 1 1 
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母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A5-104(TO) 7(6) 7(6) 

A5-105(TO) 12 12 

A5-106(TO) 5 5 

A5-107(TO) 1 

A5-108(TU) 3 3 

A5-109(AN) 2 2 

A5-110(RH) 1 I 

A5-112(RH) 1 

A5-113(AN) l 1 

A5-114(AN) l 1 

A5-115(SHC) 2 24(23) 5(4) 31(29) 

A5-116(SHC) 3(1 ) 3(1) 

A5-117(SHC) 1 l 2 

A5-118(SHC) 3 3 

A5-119(SHC) l 1 2 

A5-120(SHC) 1 1 21(20) 4 27(26) 

A5-121(SHC) 3 3 

A5-122(SHC) l 1 2 

A5-124(CH) 2 2 

A5-125(SHC) l 2 1 4 

A5-126(SHC) 1 

A5-127(SHC) 1 

A5-128(SHC) I 1 

A5-129(CH) l 1 

A5-130(SHC) 1 

A5-131(SHD) l 1 

A5-132(SHD) 1 

A5-133(SHB) 1 

A5-134(SHD) l 1 

A5-135(SHD) 1 

A5-136(SHD) 1 1 

A5-137(SHC) 1 1 

A5-138(SHC) 1 

A5-139(SHC) 1 

A5-141(CC) 4 4 

A5-142(CC) 2 2 

A5-144(CC) 1 1 

A5-145(CC) 1 

A5-146(CC) l 1 

A5-150(CC) l 1 

そのf也(OBA) 10 11 

その他(OBB) l 1 

その他(OBG) 3 3 

その他(AN) 21 21 

その他(TO) 4 4 

その他(RH) 11 11 

その他(SHC) l 2 2 82 2 3 92 

その他(SHD) 1 l 

その他(SHE) 18 20 

その他(CH) 8 8 

その他(TU) 5 5 

その他(SA) 12 12 

その他(HO) 25 l 26 

その他(CC) 6 1 7 

合計 1 11 11 14 2 4 620(607) 51 57(52) 715(697) 
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第 2表 A5-Aブロ ック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES 

黒曜石A(OBA)

黒曜石B(OBB)

黒曜石D(OBD)

黒曜石G(OBG)

安山岩(AN)

安山岩(TO)

流紋岩(RH)

頁岩B(SHB)

頁岩C(SHC) 1 

頁岩D(SHD)

頁岩E(SHE)

チャー ト(CH)

凝灰岩(TU)

砂岩(SA)

ホルンフェルス(HO)

鴻瑠・ 玉髄(CC)

合計

第3表 A5-Aブロ ック磯組成

母 岩石 材 個数 重量

A5R-l CH 1 15.0 

A5R-2 SA 1 56.2 

A5R-3 SA 1 43.0 

A5R-4 SA 35.8 

A5R-5 SA l 91.4 

A5R-6 SA 3.3 

A5R-7 RH 1 21.4 

SS GR DR PQ RF UF 

2 

1 1 

2 

41 10 

1 

1 

l 

11 11 14 

石 材

流紋岩(RH)

チャート (CH)

砂岩(SA)

合計

BL DA HX PT HS AS FL CH CO 

18 l 

1 

2 

4 

2 84(82) 7(6) 

29(28) 

l 88(85) 3 

l 2(1) 

156(154) 21 22(20) 

5 1 

25 2 

1 29(28) 8 

28(27) 

42 2 

1 72(71) l 4 

36(34) 6 

2 4 620(607) 51 57(52) 

2 B4-Cブロック(第32~36 ・ 199図， 第 4 ・ 5 表，カラー図版 3 ・ 17，図版 3 ) 

1 )ブロックの概要

第 2節 第 1文化層

SM SP MB MC 合計

22 

2 

4 

95(92) 

29(28) 

94(91) 

3(1) 

195(191) 

6 

29 

39(38) 

30(29) 

45 

78(77) 

43(42) 

715(697) 

B4-Cブロ ックは，調査範囲南側のB4-27・28・37・38グリッドに位置する 。ブロ ックの立地は，南に

舌状に伸びる台地の縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロ ックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 4mの範囲に60点の石器が分布する。出土層位は，医 a層か

らIXc層を中心に羽層から Xa層にかけて， 80cmほどの高低差をも って地形に沿って包含されている(第

32・33図)。

ブロ ックは，ナイフ形石器2点，石刃22点(18個体)，剥片35点 (33個体)，石核 1点の合計60点 (54個

体)で構成される。石器石材は，安山岩 2点 (1個体)，頁岩B56点 (51個体)，凝灰岩 1点，璃瑠・玉髄

1点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロ ックでは 6母岩を識別した。内訳は，安山岩 1母岩 (B4-11)，頁岩B3母岩 (B4-9・10・29)， 

凝灰岩 1母岩 (B4-12)，璃瑠・玉髄 1母岩 (B4-13)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合

は98%(59/60点)である。

• B4・9:自然面は灰赤色 (2.5YR4/2)，内部は褐灰色 (7.5YR4/1)の資料，自然面は灰褐色 (7.5YR4/2)，

内部は褐灰色 (5YR4/1)の資料，自然、面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)・灰黄色 (2.5Y6/2)が混じり，内部は

褐灰色 (7.5YR4/1)の資料など母岩内での変異の大きい北関東産頁岩である。色調変異については，被

熱による変色の可能性もある。石器群の内訳は，ナイフ形石器 2点，石刃17点(14個体)，剥片32点 (30

-53-



A 

;111 

-~ .~・. ;. ~ 

-f 

‘・a.，. 
・'. ・. 

. 
" <院. 

E
R
E
g
i
--

22 

凡
川
サ

bJ 

旧石器時代

内
川
県

2

お37

18 

m出
2

E 

三富

第 2章

-・，、

• a . 

4m (1/80) 。t図

合 KN

・BL

• FL 

ロco

ー一一一田町田m

1 v v v I VI 

科梢持込J二"dW

ド弘ぷ斗匝a--52.000m 
ト}ー__ IIXc 
レー........_ I Xa 
トー一一----JXb 

. 
‘ . -

.・. 
合. .・・ ・4‘・-

h ・・・・
ロ ・・ζ・.'.・・・':" . 

a・. . 

明い v パ
咽九ιJ止，"， 1

IXal ヨ
IXc 1寸 十 「

一一 Xal-一一「合

Xb仁二下一一戸寸

一石器別分布一B4-Cブロック出土遺物分布(1 ) 

-54-

第32図



第 1文化層第 2節

Aは剥片 7点 (6個体;

Dは石刃 2点，剥片 1点の合計 3点

Gは剥片 2点 (9.2g)である。

7グループあり，個体)の合計51点 (46個体;196.5 g )である。接合資料は，

38.0 g)， Bは石刃 5点(2個体;13.7 g )， Cは剥片 2点 (5.6g)，

(16.8 g)， Eは剥片 2点(1個体 ;26.1g)，Fは石刃 3点 (13.8g )， 

• B4・10:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3) ・灰褐色 (7.5YR4/2)，内部は暗赤灰色 (5R3/1)の北関

東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 l点の合計2点 (48.9g)である。接合資料は，剥片

l点，石核 l点の合計 2点 (48.9g)が， C3-Aブロックの石刃 1点と接合している。その他に同一母岩

カi'C3-Aブロ ックに 4点ある。

• B4・11:褐灰色(10YR4/1)で，新鮮な面は黒色の安山岩である。石器群の内訳は，石刃 2点(1個体;

6.0 g )である。接合資料は，石刃 2点 (1個体;6.0 g )である。

の斑が入る珪化度の高い凝灰-灰色 (5Y4/1)の地に灰褐色 (7.5YR4/2)

岩である。本ブロックでは石刃 1点(10.6g )の単独資料であるが，

• B4・12:黄灰色 (2.5Y5/1)

そのイ也にD3-Aブロックに 1点ある。
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第 2章旧石器時代

• B4・13:自然面は灰黄褐色(10YR5/2)，内部はにぶい黄樺色(10YR6/3) ・灰色 (5Y4/1) ・暗灰黄色

(2.5Y5/2)の璃瑠・玉髄である 。あるいは硬質轍密な頁岩の可能性もある 。本ブロックでは剥片 1点

(18.5 g )の単独資料であるが， C3-Aブロックの剥片 1点と接合している。その他に同一母岩がC3-Aブ

ロックに 4i点ある。

• B4・29:自然面は灰黄褐色(10YR4/2)，内部は暗赤灰色 (5R3/1)，節理はにぶい黄褐色(lOYR4/3) 

の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2点 (18.3g )である。接合資料は，石刃 2点(18.3g ) 

がC3-Aブロックの使用痕ある剥片 2点，石刃 2点，剥片 2点，石核 l点の合計7点と接合している 。そ

の他に同一母岩がC3-Aブロックに 5点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，北関東産頁岩の剥片 l点 (0.7g )がある。

3 )出土遺物(第34図1) 

1は凝灰岩による稜付き石刃である。右側縁の末端に細かい調整加工が行われている。

4 )接合資料とその関連資料(第34図2~ 9，第35・36図)

• B4・11(第34図2) 褐灰色 (10YR4/1)の安山岩である。石刃 2点(1個体)で構成される 。 2は石

刃 2点が接合して 1個体となる。

• B4・10(第34図 3~ 6) 暗赤灰色 (5R3/1)の北関東産頁岩である。剥片 1点，石核 1点の合計 2点

で構成される。3は石刃 1点(4 )，剥片 1点 (5 )，石核 l点(6 )の接合資料である。角礁を素材とし

て，打面調整や側面調整を行った両設打面の石核から石刃や石刃状剥片を剥離している。石刃の生産に関

係する母岩と考えられる。なお， 4はC3-Aブロックから出土している。

• B4-13 (第34図 7~ 9) にぶい黄櫨色(lOYR6/3)などの璃瑠・玉髄である。本ブロックでは剥片 1

点の単独資料である。7は剥片 2点(8・9)の接合資料である。7の両側面に剥離方向と直交する剥離

面が見られ，打面再生剥片の可能性がある。なお， 9はC3-Aブロックから出土している。

• B4・9 (第35・36図) 褐灰色 (7.5YR4/l)などの北関東産頁岩である。ナイフ形石器2点，石刃17点

(14個体)，剥片32点 (30個体)の合計51点 (46個体)で構成される 。接合資料は， 7グループある 。A

(10)は剥片 7点(6個体;12~17) の接合資料である 。 角礁を素材として， 12→ 13→14 a→ 14 b→ 15→1 

6の順に不定型な剥片を剥離した後，打面を90度転移して17を剥離している。D(18)は石刃 2点 (20・2

1) ，剥片 1点(19)の接合資料である。19→ 20→ 21の順に石刃を剥離している。B (22)は石刃 5点(2 

個体;23・24)の接合資料である。両設打面の石核から剥離されたもので， 3点で 1個体になる石刃と 2

点で 1 個体になる石刃が接合している 。 25~30は接合しなかった同一母岩の資料である 。 25 ・ 26は石刃に

よる二側縁加工のナイフ形石器である 。 両者とも打面側を基部としている 。 27~ 29は石刃である 。 28には

側面調整の剥離痕が見られる。30は剥片である。この母岩には， Aのような不定型な剥片の生産に関係す

るものと， B. Dのような石刃の生産に関係するものがあるが，全体としては，石刃の生産に関係する母

岩と考えられる。なお，これらが同一個体から剥離されたのか，複数に分割された別個体から剥離された

ものか不明で、ある。あるいは別母岩の可能性もある。また，本母岩は色調変異が甚だしいことやクレーター

状の剥離痕などから，熱処理が行われている可能性がある。
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第 2章旧石器時代

第4表 B4-Cブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO 

B4-9(SHB) 2 17(14) 32(30) 

B4-10(SHB) l 1 

B4-11(AN) 2(1) 

B4-12(TU) l 

B4-13(CC) 

B4-29(SHB) 2 

その他(SHB)

合計 2 22(18) 35(33) l 

第 5表 B4-Cブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES SSI GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO 

安山岩(AN) 2(1) 

頁岩B(SHB) 2 19(16) 34(32) 

凝灰岩(TU) 1 

務瑞・玉髄(CC) l 

合計 2 22(18) 35(33) 

3 C2・Aブロック(第37~39 ・ 199図，第 6~8 表，カラー図版 3 ・ 17，図版 3 ) 

1 )ブロックの概要

1 

1 

SM SP MB MC 合計

51( 46) 

2 

2(1) 

1 

2 

60(54) 

SM SP MB MC 合計

2(1) 

56(51 ) 

60(54) 

C2・Aブロックは，調査範囲北側のC2-86・87グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中

央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 2mの範囲に39点の石器・礁が分布するが，そのほとんどが

直径2mの範囲に集中する。出土層位は， 四層から医 c層にかけて， 50cmほどの高低差をもって包含され

ている(第37・38図)。

ブロックは，ナイフ形石器 1点，石刃 1点，剥片33点 (32個体)，石核 3点，礁 1点の合計39点 (38個

体)で構成される。石器石材は，安山岩2点，頁岩B1点，頁岩D1点，凝灰岩4点，砂岩 1点，ホルン

フェルス29点 (28個体)である。喋石材は，砂岩 l点 (1母岩;1.4 g )で，識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，頁岩B1母岩 (C3-139)，凝灰岩2母岩 (C3-10・14)，砂

岩 1母岩 (C3-180)，ホルンフェルス 2母岩 (C3-146・147)である。母岩識別した石器の石器総数に対

する割合は79%(30/38点)である。

• C3-10 :暗緑灰色 (10GY4/1) ・灰色(lOY5/l)の地ににぶい黄糧色(lOYR6/4)の斑が入る珪化度の

高い凝灰岩である。本ブロックでは石刃 1点 (3.8g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブ

ロック に7点ある。

• C3・14:自然面はオリーブ灰色(lOY5/2)，内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/1) ・暗灰色 (N3/0) ・灰色

(7.5Y4/1)が混じる珪化度の高い凝灰岩である。本ブロックではナイフ形石器1点 (5.7g)の単独資料

であるが，その他に同一母岩がC3・Aブロックに13点ある。

• C3・139:暗赤灰色 (5R4/1) ・暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。剥片 1点 (2.1g )の単独資料

である。

• C3・146:自然面は灰色 (5Y4/1)の地に濃い灰色の筋が入り ，内部は灰色 (5Y5/1) ・灰色(lOY4/1)， 
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節理は褐色(10YR4/4)のホルンフエルスである。自然面は被熱のためか灰褐色 (7.5YR4/2)の部分が

ある。石器群の内訳は，剥片 3点，石核 1点の合計4点(185.2g )である。接合資料は，剥片 2点，石

核 1点の合計3点 (184.6g )である。

• C3・147:自然面は灰色 (N4/0)，内部は灰色 (5Y4/1)，節理は灰黄褐色(10YR4/2)のホルンフェル

スである。鉄分のため赤褐色に変色している部分がある。石器群の内訳は，剥片21点 (20個体)，石核 1

点の合計22点 (21個体;144.7 g )である。接合資料は，剥片 2点(1個体 ;14.7g)である。

• C3・180:自然面はにぶい赤褐色 (5YR5/4) ・灰黄褐色(10YR4/2)の地ににぶい黄櫨色(10YR6/3)

の筋が入札内部はにぶい黄褐色(10YR5/3)，節理はにぶい赤褐色 (5YR4/3)の砂岩である 。石核 1

点 (77.3g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片 2点 (O.4g)，硬質綴密な頁岩の剥片 1点 (0.7g)， 

凝灰岩の剥片 2点 (0.3g )，ホルンフェルスの剥片 3点 (0.8g )がある。

3 )出土遺物(第39図 1~ 3 ) 

1は凝灰岩によるナイフ形石器である。不定型な剥片を用い，素材の打面部を基部としている。上部が

欠損するため，形態は不明であるが，左側縁に90度に近い急角度の調整加工が見られ，一側縁加工あるい

は部分加工のナイフ形石器と考えられる。2は凝灰岩による石刃である。3はホルンフェルスの亜円礁か

ら剥離された不定型な剥片である。

4 )接合資料とその関連資料(第39図4~ 7) 

• C3・146(第39図 4~ 7) 灰色 (5Y5/1)などのホルンフェルスである。剥片 3点，石核 1点の合計 4

点で構成される。4は剥片 2点(5・6)，石核 1点 (7)の接合資料である。亜円喋を素材として，上

方向から 5，90度打面を転移して 6を剥離している。

第6表 C2-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR 

C3-10(TU) 

C3-14(TU) 1 

C3-139(SHB) 

C3-146(HO) 

C3-147(HO) 

C3-180(SA) 

その他(AN)

その他(SHD)

その他(TU)

その他(HO)

合計 l 

第 7表 C2-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES 

安山岩(AN)

頁岩B(SHB)

頁岩D(SHD)

凝灰岩(TU) 1 

砂岩(SA)

ホルンフェルス(HO)

合計 1 

第 8表 C2-Aブロック磯組成

|母 岩 |石材|個数|重量 |

|C2Rー1 ¥ SA ¥ 1¥ 1.4¥ 

SS GR DR 

石 材

砂岩(SA)

合計

PQ RF 

PQ RF 

UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

l 1 

1 

1 

3 l 4 

21(20) l 22(21 ) 

l l 

2 2 

l l 

2 2 

3 3 

l 33(32) 3 38(37) 

UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

2 2 

1 1 

1 1 

1 2 4 

1 

27(26) 2 29(28) 

33(32) 3 38(37) 
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品
協
附
け
昭
如

N
九

勺A
む

ぞミ):;s>

2 C2-87-17 
C3-10(TU) 
BL 
3.8 g 

〈主コ

ζコ 3 C2-87-10 
C3-147(HO) 
FL 
50.5 g 

4 5+7 
C3ー146A(HO)
184.6g 

~ 

5 C2-87-7 
C3-146A(HO) 
FL 
28.3 g 

子寸
6 C2-87-14 

C3-146A(HO) 
FL 
65.4g 

7 6+C2-87-22 
CO 
90.9 g 

C3ー146A(HO)
156.3 g 

。 (2/3) 10cm 

第39図 C2-Aブロック出土遺物
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4 C3・Aブロック(第40~110 ・ 200図，第 9~11表，カラー図版 3 ~12 ・ 17~19，図版 3 ・ 4 ・ 7 ) 

1 )ブロックの概要

C3-Aブロックは，調査範囲ほぽ中央のB3-28・29・38・39・48・49・58・59・68・69，C3-00~04 ・ 10

~ 17 ・ 20 ~27 ・ 30~38 ・ 40~47 ・ 50 ~ 54 ・ 56 ・ 57 ・ 60 ・ 63 ・ 64 ・ 66 ・ 70 ・ 73 ・ 75 ・ 76 ・ 85 ・ 86グリッドに

位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸42m，短軸37mの範囲に1，582点の石器・礁が分布する 。出土層位は，

E層から医 c層にかけてで， 190cIDほどの高低差をもっているが，中心は医 a層から医 c層で， 100cIDほど

の高低差をもって包含されている(第40~53図 )。

ブロックは，ナイフ形石器24点，掻器 1点，模形石器 1点，加工痕ある剥片 8点 (7個体)，使用痕あ

る剥片12点，石刃322点 (288個体)，石斧 l点，蔽石4点(3個体)，剥片1，143点 (1，086個体)，砕片40

点，石核25点 (24個体)，礁 1点の合計1，582点(1，488個体)で構成される 。石器石材は，黒曜石A17点

(15個体)，黒曜石B5点(4個体)，安山岩157点 (138個体)，軟質の安山岩 6点，流紋岩32点 (26個体)， 

頁岩A5点，頁岩B447点 (427個体)，頁岩D26点 (23個体)，頁岩E53点 (52個体)，チャート 28点，凝

灰岩503点 (481個体)，粘板岩 2点，砂岩 6点，璃瑠・玉髄294点 (274個体)である。喋石材は，砂岩 l

点(1母岩;1.7g)で，識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは174母岩を識別した。 内訳は，黒曜石A5 母岩 (C3-166~170)，黒曜石B2母岩(C3-

171・172)，安山岩 5 母岩 (C3~158・159・173・189・190)，流紋岩 3母岩(C3 -15 3 ~ 155 ) ，頁岩A1母

岩 (C3-174)，頁岩B56母岩 (B4-10・29，C3-84~92 ・ 94~96 ・ 99~ 121 ・ 123~ 132 ・ 135~138 ・ 140~144) 

，頁岩D1母岩 (C3-97)，頁岩E4母岩 (C3-150・151・157・175)，チャート 5母岩(C3-160・161・16

3~ 165)，凝灰岩67母岩 (C3-1 ~36 ・ 39~41 ・ 43~56 ・ 58 ・ 59 ・ 61 ~ 63 ・ 65~67 ・ 69 ・ 70 ・ 98 ・ 148 ・ 149 ・

152) ，粘板岩 1母岩 (C3-176)，砂岩 3母岩(C3-177・191・192)，璃瑞・玉髄21母岩 (B4-13，C3-71 ~ 

80・82・83・181~ 188)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は79% (1，248/1，581点)で

ある。

• B4・10:暗赤灰色 (5R3/l)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はB4-Cブロックで記したとおりである。

石器群の内訳は，石刃 5点 C32.3g)である。接合資料は，石刃 1点 (6.8g )が， B4-Cブロックの剥片

l点，石核 1点の合計2点と接合している。

• B4-13 :にぶい黄糧色 (10YR6/3)などの璃瑠・玉髄である。母岩の特徴はB4-Cブロックで記したと

おりである。石器群の内訳は，剥片 5点 (23.2g )である。接合資料は，剥片 1点 (7.8g )が， B4-Cブ

ロックの剥片 1点と接合している。

• B4-29 :暗赤灰色 (5R3/l)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はB4-Cブロ ックで記したとおりである。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，使用痕ある剥片 2点，石刃 2点，剥片 6点(5個体)，石核 1点の

合計12点(11個体;73.8 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは使用痕ある剥片 2点，石刃 2点，

剥片 2点，石核 l点の合計 7点 (85.1g )が， B4-Cブロックの石刃 2点と接合している 。Bは剥片 2点

( 1個体;2.5 g )である。

• C3・1:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・褐灰色 (10YR4/1)，内部は灰赤色

(2.5YR4/2) ・灰色 (7.5Y5/1) ・にぶい黄色 (2.5Y6/3)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 5点，
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第43図 C3-Aブロック出土遺物分布(4 )一石器別分布 (3 )一

剥片 l点，石核 1点の合計7点 (286.2g )である。接合資料は，石刃 4点，石核 1点の合計 5点 (281.0

g )である。

• C3・2:自然面は灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)，内部はオリーブ灰色(lOY

6/2)の地に暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)の縞が入り，節理は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の凝灰岩である 。石

器群の内訳は，石刃 3点(2個体)，剥片 2点，石核 1点の合計 6点(5個体;96.4 g )である。接合資

料は，石刃 3点(2個体)，剥片 2点，石核 1点の合計 6点 (5個体;96.4 g )である。

• C3-3 :自然面はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3) ・にぶい黄褐色(lOYR5/3) ・暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・暗

灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は灰黄褐色(lOYR4/2) ・灰色(lOY4/1)・灰色 (7.5Y4/1)の凝灰岩である 。

石器群の内訳は，剥片 6点(5個体)，石核 1点の合計7点 (6個体;165.3 g )である。接合資料は，剥

片6点 (5個体)，石核 1点の合計7点 (6個体;165.3 g )である。

• C3・4:内部はにぶい黄褐色 (10YR5/3) ・灰オリーブ色 (5Y5/2) ・灰色 (5Y5/1)の地に灰褐色 (5

YR4/2)が部分的に混じり，新鮮な面は灰色(lOY5/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 4点，
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剥片 9点の合計13点 (74.8g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 5点 (54.8g)，Bは剥

片 2点 (7.8g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに l点ある。

• C3・5:オリーブ褐色 (2.5Y4/6) ・オリーブ灰色 (2.5GY5/l)の地ににぶい黄色 (2.5Y6/3)が部分

的に混じる凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片20点の合計21点 (86.8g )である。接合資料

は，石刃 1点，剥片 6点の合計 7点 (51.5g )である。

• C3・6:自然面は暗赤灰色(10R4/1) ・灰褐色 (7.5YR4/2) ・にぶい赤褐色 (5YR4/3)，内部は灰色

(5Y4/1) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)の地に灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・オリーブ褐色 (2.5Y4/4)が部分

的に混じる凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 6点(4個体)，剥片 8点(7個体)の合計14点 (11個

体;135.1 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは剥片 2点(1個体 ;40.1g)，Bは石刃 2点

( 1個体;19.9 g)， Cは石刃 2点(1個体;9.3 g )である。

• C3・7:自然面は暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)，内部は暗緑灰色 (7.5GY4/4)，新鮮な面は暗緑灰色 (5

G3/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 3点(2個体)の合計 7点(6個体;169.4 g ) 

である。接合資料は，剥片 2点(1個体;86.7 g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに l点ある 0

・C3・8:灰色 (7.5Y4/1)の地に黄褐色 (2.5Y5/3)が部分的に混じる凝灰岩である。石器群の内訳は，

加工痕ある剥片 1点，石刃 4点，剥片 9点，石核 1点の合計15点 (210.6g )である 。接合資料は，加工

痕ある剥片 1点，石刃 4点，剥片 2点，石核 l点の合計8点(198.5g )である。その他に同一母岩がブ

ロック外 (C2-68グリッド)に 1点ある。

• C3・9:灰色 (10Y5/1)の地ににぶい黄色 (2.5Y6/3)の筋，灰オリーブ色 (5Y5/2) の斑が入る凝灰

岩である。石器群の内訳は，石刃 5点，剥片 5点，石核 1点の合計11点 (73.1g)である。接合資料は，

石刃 2点，剥片 2点，石核 1点の合計 5点 (52.6g)である。

• C3-10 :暗緑灰色(10GY4/l)などの凝灰岩である。母岩の特徴はC2-Aブロックで記したとおりであ

る。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 3点の合計7点 (92.8g)である。その他に同一母岩がC2-Aブロッ

クに L点ある。

• C3・11:灰色 (10Y5/1)の地に灰色 (7.5Y6/1)の斑が入る凝灰岩である。石器群の内訳は，使用痕あ

る剥片 1点，石刃 4点の合計5点 (83.8g)である。接合資料は，使用痕ある剥片 1点，石刃 1点の合計

2点 (42.7g )である。

• C3-12 :灰色 (7.5Y4/1) ・灰色 (5Y5/1) ・赤灰色 (2.5YR4/1)の凝灰岩である 。石器群の内訳は，

使用痕ある剥片 l点，石刃 1点，剥片 1点の合計3点 (95.7g )である。接合資料は，使用痕ある剥片 1

点，剥片 1点の合計 2点 (77.4g )が， D3-Aブロックの剥片 1点と接合している。

• C3・13:灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・にぶい黄褐色(10YR5/3)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石

刃3点 (25.9g)である。接合資料は，石刃 2点 (19.5g)である。その他に同一母岩がD3-Aブロック

にl点ある。

• C3-14 :オリーブ灰色 (2.5GY5/2)の凝灰岩である。母岩の特徴はC2-Aブロックで記したとおりであ

る。石器群の内訳は，石刃 3点(2個体)，剥片10点の合計13点(12個体 ;21.5g)である。接合資料は，

石刃 2点，剥片 1点の合計3点(2個体;4.8 g )である。その他に同一母岩がC2-Aブロックに 1点ある 0

・C3・15:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・灰黄色 (2.5Y6/2) ・暗赤灰色 (2.5YR3/l)，内部は暗灰色

(N3/0) ・にぶい黄褐色(10YR5/3) ・灰色 (5Y4/1)で筋が入る凝灰岩である。石器群の内訳は，使用
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第46図 C3-Aブロック出土遺物分布(7 )一石器別分布(6 ) 

痕ある剥片 2点，剥片31点 (30個体)，石核 3点 (2個体)の合計36点 (34個体;382.3 g )である。接合

資料は， 3グループあり， Aは使用痕ある剥片 2点，剥片20点(19個体)，石核 1点の合計23点 (22個体;

302.1g)， Bは剥片 3点 (2.9g)，Cは石核 2点(l個体 ;71.6g)である。

• C3-16 :自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰色(10Y4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片

3点 (7.2g )である。接合資料は，剥片 2点 (6.8g )である。

• C3・17:自然面は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)，内部は灰色(lOY4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，

石刃 3点，剥片 7点の合計10点 (27.9g )である。

• C3-18 :自然面は灰色 (5Y4/1) ・にぶい黄褐色(lOYR5/3)，内部は灰色(lOY4/1)の地に暗灰色 (N

3/0)が部分的に混じり，一部に白い筋が入る凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片34点 (33個体;79.1 

g )である。接合資料は， 4グループあり， Aは剥片 2点 (18.4g)， Bは剥片 2点 (20.7g)， Cは剥片
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第 2節 第 l文化層

2点 (9.7g)，Dは剥片 3点(2個体;4.6 g )である。

• C3・19:オリーブ黄色 (5Y6/3)の粒子の粗い凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片 3点の

合計4点(19.4g )である。接合資料は，剥片 2点 (12.5g)である。

• C3・20:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の凝灰岩である。被熱のためか部分

的に灰褐色 (7.5YR4/2)に変色している。石器群の内訳は，石刃 3点，石核 1点の合計4点(107.6g)

である。接合資料は，石刃 1点，石核 l点の合計2点 (92.5g )である。

• C3・21:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・にぶい黄樺色(10YR7/4)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・

暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・灰色 (7.5Y4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 7点の合計

9点(103.3g )である。

• C3・22:自然面はにぶい黄樺色(10YR6/4) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は褐灰色 (7.5YR4/1) ・灰褐

色 (7.5YR4/2) ・灰黄褐色(10YR5/2)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片20点 (15個

体)の合計21点(16個体;156.3 g )である。接合資料は， 4グループあり， Aは剥片 5点(3個体;82.1 

g)， Bは剥片 3点 (29.9g)， Cは剥片 3点(1個体;7.9 g)， Dは剥片 2点(1個体;2.4 g )である。

• C3・23:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)の凝灰岩である。石器群の内

訳は，石刃 2点，剥片 4点の合計6点 (30.4g)である。

• C3・24:自然面はにぶい黄褐色(10YR5/3)，内部は褐灰色 (7.5YR4/1)の凝灰岩である。石器群の内

訳は，石刃 7点(4個体)，剥片15点の合計22点 (19個体;93.9 g )である。接合資料は， 3グループあ

り， Aは石刃 4点 (2個体;23.1 g)， Bは石刃 3点(2個体;24.7 g)， Cは剥片 2点(12.6g )である 0

・C3・25:褐灰色(10YR4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 4点(3個体;14.6 g )である。

接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 2点 (1個体;12.9 g)， Bは剥片 2点(1.7g )である。

• C3・26:内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)で，新鮮な面はオリーブ灰色 (10Y4/2)の凝灰岩である。石

器群の内訳は，石刃 3点 (6.2g )である。接合資料は，石刃 2点 (5.3g )である。

• C3・27:内部は灰黄褐色(10YR5/2)で，新鮮な面は灰色 (10Y4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，

剥片 2点 (3.2g )である。接合資料は，剥片 2点 (3.2g )である。

• C3・28:灰黄褐色(10YR5/2) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 2点

(5.5g)である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・29:灰色 (5Y5/1)の地に褐灰色 (7.5YR4/1)の斑が入る凝灰岩である。石器群の内訳は，ナイフ

形石器 1点，石刃 3点の合計4点(13.9g )である。

• C3・30:自然面は褐灰色 (7.5YR4/1) ・にぶい黄色 (2.5Y6/3) 内部は褐灰色 (10YR4/1)の地に黄

灰色 (2.5Y5/1) ・灰黄褐色 (10YR5/2)の斑が入り，にぶい黄色 (2.5Y6/3)が部分的に混じる凝灰岩

である。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片13点(12個体)の合計17点(16個体;158.0 g )である 。接合

資料は， 3グループあり， Aは石刃 2点，剥片 2点(1個体)の合計4点(3個体 ;92.1g)，Bは剥片

2点(13.3g)， Cは石刃 2点 (9.2g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・31:自然面は灰色(10Y5/1)，内部は灰色 (10Y5/1)の地に灰色 (10Y4/1)の斑が入る凝灰岩であ

る。剥片 1点 (53.1g)の単独資料である。

• C3-32 :自然面は灰褐色 (7.5YR4/2)，内部は灰黄褐色 (10YR5/2) 節理は褐色 (7.5YR4/3) の凝灰

岩である。使用痕ある剥片 l点 (36.2g)の単独資料である。

-73-



合
S
H
B

• T
U
 

*
磯

.
そ
の
他

ご
して
之
、

fqbhj;:;-
J3

田

.、」主、:ュ・・
1
・，句.

.・
九
四

• .・.~l-，:
・ψ

.
 .・・・

.+C叩

302 
3
0
3
+
3
0
4
 

C
3-

1
5
1
A
 

主
任
49

1・¥.:.
・

305 
306

-
309 

C
3-

9
4
A
 

智

-十

273 
2
7
4
-
2
7
6
 
~
~
 

C
3-

1
0
7
A
 l¥l:，

ゴ
<
f
f
、
民

-
.
 

c--
口

æ
-
.
\
~
、
、
d
刊
守

メ
~
少

、
，
}
1
'

，
 .・. 

.
 .，・.

172
・

…
 

+
 

C
3-

91A 
+
 
A
 

十
(

 

?→ 、
』

戸
J

+de ミτ=
 

+
 

I::l-t::! 

1ε J-Q 

(
 αコ

)
 

+余e
 

去畑手
寸t-‘

 

刊喧そ
¥"
 

ロl""'-

<e 

cγコ

u
 

図寸
t
-‘

 
線

125 
1
2
6
-
1
3
0
 

C
3-

4
A
 

ド
庁
~
顎

:，.
216 

-十...."."

-一 . ，
 ，
 

o
 

v
 

(
1
/
2
0
0
)

 
8
m
 

172 
173 



A
 

十*
イ

C
3-
42

• 
47
2
+
473 

• 
C
3-

7
8
A
 

G
3

471 
-h

岨
イ

6
3-49

(N)

持hmコ民主同ー

.・- a
 

~
 .... • - • 

*
 

• 

合

@
 @
 

@
 

@
 

*
 

*
 ー

計よー

*
 

食

ー
@

 

@
 

• 

@
 

@
 

マ盈
3

@
 

C
3-

154B 
@

 

。.@
ヨ

E

*
 

ー合

@
 

250 
2
5
1
-
2
5
6
 

C
3-

1
4
9
A
 

(⑦)特色蓉姻刊担kmhr

ロト〈のυ

• 

@-

・ ・'a・' a

・*・
4

e合艦.，叩・

‘
---rh 

・
.h-F

・' .SFF・

-~、 ..

 ， 

• 
合

・
4宵

C
3-oD 

~
-

4
 

472 
• 

• 
合曹書
• 

も
52

イ
C
3-
51

• 

下回
合

図∞叩糠

• 

*
 

... 
@

 

セ
ト回

362 
363

+
3
6
4
+
3
6
6
-
3
6
8
 

C
3-

1
1
5
A
 

F
 

古
3-
73

@
 

門U
制

→
C
3-
72 

色

285 

も
61

284 
2
8
5
-
2
8
7
 

C
3-

1
0
0
A
 

C
3
-
1
9
A
 

0
(1

/
1∞

)
4
m
 

-
#
3
-
印

イ
C
3-
70

。

@
 

D
3-

A
ブ
ロ

ッ
ク
へ

B
4-

1
0
A
 

B
4
-
C
ブ
ロ

ッ
ク
ヘ

お
69

自
256 

合

キ
79

B
4
-
C
ブ
ロ

ッ
ク

ヘ

• 
@

 

。
O
B
A

・
O
B
B

o
 A

N
 

。
T
O

c
 R
H
 

*
 SH

B
 

• 
S
H
D
 

・
S
H
E

企
C

H

.. 
T
U
 

・
S
A

・
C
C



(CごbHhm零細増刊坦kmhロ恥〈ーのυ図ヨ糠

ABABDE 

BBNOHHHHHHULAC 

OOATRSSSSCTSSC磯

@.。000*-v企@・・・*

fA 

田町内↑
u

Hhpu 

ト

(の)健市明言葉同ー

A
 

298 
2
9
9
+
 300 ，

{
'
ミ
亡
と
~
;
r
九

C
3-

1
5
0
A
 l

d̂
、
"
'
-
て
乙
へ
t#.U

• 
，. 

- a 

合合

合・.
LV42 C
3
-
6
B
 • 

422 
4
2
3
-
4
3
0
 

・
C
3-

9
2
A*

 

も
23

• 

C
3-

1
8
4
B
 

。

*
 

島MV
捌

息切

合
-
.._ 
*
 

.... 

U
3
 

十
sg

岨
十
長
忌

• ~
 

C
3
-
5
0
 

合

• 
*

 
• 

• 
0

(
1
/
1∞

)
4
m
 

合

@
 

• 

.... 

-o *..・

、
e

合
@

合

.. 
.

.
晴

合
ー
・

。

*
0
 :a 

o
 • 

• 

o
 
.. 

.. 
*

 .
. 

*
 

@
 

.. 
>> 



A
 (申)持京亘奪回ー

合脅

合@.
めV49

マ
ホ

13

‘' *
 

。

.。
*

 
C3-71

日

守

合@
哩

司

219 

@
 B
 

自
題

C
3-

1
8
4
A
 

*
 

ト
ー

(コ)持hm蓉剰刊司、へ いロト〈ーのυ図。∞糠

ABABDE 

日以ロuM川nuuuμHMHUHMHMHHUILAHFU

OOATRSSSSCTSSC磯

@.

。。*-v'a@キ

合

合

• 
・，.

.
 

• • 
• 

.
 

.._ 
*

 
.... 唱臨

‘-合
@

 

@
 

古
河

.

十
九

合

合

0
(1

/
100

)
4
m
 

合

市3--
42

ー-• 

- • 
• • 
-

*
 

• 

*
 C
3-

1
8
6
A
 

-t叩

イ
C3--岨

@
 

合

.... 

。
合

@
・

、
.t

*
 ..* 

・
t

*. ・
。

/
:
1
 

。
・

• 

@
 

。
@

.
合

@

合 ー*
 

• 



(白)

持hm言葉同1

IC3-;1l
0

 
IC3

部
~

-

IC3~50 

D
3
-
A
ブ
ロ

ッ
ク
ヘ

A
 

十

@ 
ロ

ロ

ロ

台
。

@
 

@
 

金

@
 

@
 

合

J
叶
A2す

で
い

7政
9

C
3-

1
0
1
A
 

*
 

合

ム同
金

*
 

C
3-

1
5
8
C
 

C
3-

1
5
8
D
 

合

守 ， au守
内4U内，‘

MHFA 

t寸似9 nJ』内，色、↑'

n+α 

合
若

島
合

6
246 

合

'瞳

C
3
-
2
7
A
 

合げ時間
品川り加

C
3-

8
7
A
 

(NH) 民Rhm蓉姻刊喧kmhロト〈!のυ図回総

P
 

0
(

1
/
1

0
0

)
4

m
 

十十

B4-C
ブ
ロ

ッ
ク
へ

ぬ拠調噂
+ +

 

金

。4
吾

郎

イ
C3-飴

*3-
76 。

C
3-

1
5
8
A
 

。

。

。。

。

合.
 ，. "-4c3-

65 

-ic3-
75 

'，. 1
，. 

@
 

rJ> 

C
3
-
2
5
A
 

C
3-

3
0
B
 

。
O
B
A

・
O
B
B

o
 A

N
 

。
T
O

ロ
R
H

*
 S
H
B
 

• 
S
H
D
 

v
 S

H
 E
 

• 
C
H
 

，. 
T
U
 

・
S
L

5
 S

A
 

・
C
C

記富山蜘岡田一

細目肺結



第2節第 1文化層

• C3・33:にぶい黄色 (2.5Y6/3) ・黄灰色 (2.5Y4/1)の凝灰岩である。剥片 1点 (27.7g )の単独資料

である。

• C3・34:自然面は灰色 (7.5Y6/1) 内部は灰色 (10Y6/1)の凝灰岩である。局部磨製石斧 1点 (89.8g) 

の単独資料である。

• C3-35 :自然面は灰オリーブ色 (7.5Y5/2) 内部は灰色 (10Y5/1)の凝灰岩である。剥片 1点 (5.1g ) 

の単独資料である。

• C3・36:灰色 (7.5Y5/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (7.1g)の単独資料である。

• C3・39:自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (8.5g )の単独

資料である。

• C3・40:灰色 (7.5Y4/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点(12.2g )の単独資料である。

• C3・41:内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，節理は灰黄褐色 (10YR4/2)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1

点 (4.5g )の単独資料である。

• C3・43:オリーブ灰色 (10Y5/2)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (4.0g )の単独資料である 0

・C3・44:灰色 (7.5Y5/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (2.7g )の単独資料である。

• C3-45 :灰色 (10Y4/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (2.3g )の単独資料である 0

・C3・46:灰色 (10Y4/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 l点 (3.0g )の単独資料である。

• C3・47:内部は灰色 (7.5Y5/1)の斑状で，新鮮な面はオリーブ灰色 (5GY5/1)の凝灰岩である 。石器

群の内訳は，ナイフ形石器2点，石刃 1点の合計3点(11.8g)である。

• C3・48:内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)の斑状で筋が入り，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の凝灰岩

である。本ブロックではナイフ形石器 1点 (2.1g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がD3-Aブロッ

クに L点ある。

• C3・49:灰オリーブ色 (5Y6/2)の地に灰色 (5Y5/1)の斑が入る凝灰岩である。石刃 1点 (36.5g)の

単独資料である。

• C3・50:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝

灰岩である。ナイフ形石器 1点 (13.2g)の単独資料である。

• C3・51:灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝灰岩である。石刃 1点 (27.0g)の単独資料である。

• C3・52:内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・オリーブ灰色 (2.5GY5/1)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/3)

が部分的に混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の凝灰岩である。石刃 1点(10.9g )の単独資料で

ある。

• C3・53:灰色 (5Y4/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3)の地に褐灰色 (10YR5/1)が部分的に混じる凝灰岩である。

石刃 1点(11.6g )の単独資料である。

• C3・54:灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝灰岩である。石刃 1点(17.2g)の単独資料である。

• C3・55:内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)で，新鮮な面は灰色 (10Y5/1)の凝灰岩である。石刃 1点

(13.3 g )の単独資料である。

• C3・56:灰オリーブ色 (5Y5/2) ・オリーブ灰色 (10Y5/2)の地に筋が入る凝灰岩である。石刃 1点

(7.9 g )の単独資料である。

• C3・58:自然面はオリーブ灰色 (10Y5/2) 内部は灰色 (10Y5/1)の凝灰岩である。石刃 1点(16.5g ) 

-79-



A
 

+3-
17 

→
C3-

16 

鍛
452 

4
5
3
+
4
5
4
 

C
3-

7
6
B
 

3-
7 叫

* 

合 • 

@
 

@
 

合
合

ゴ
C
3-

1七

定37
百
八

句
J

J
E

*
~

4首
守

r

iifIA1dt
川

A a「こhzJ1二J6 7山EP「トar、--1419ι

行ぶ刊ふ、ゾー市町長 引いpu.
 

165 

'
 

合

q
コ

(由)持hmD民主同ー(記)民青山明容剰刊司、へいロト〈lmu図ND糠

ABABDE 

日以ロuM川門υuHUHH川MMUHMNHU』LAHFL

OOATRSSSSCTSSC磯

合

---va---

も問哲+
 

合

1527 
ー陵@

 

-

¥
 A
'---M 348 

3
4
9
-
3
5
1
 

¥
メ
-
-

C
3-
8
4
C
 

長
:
117

@
 

合当F合

@
 

。

323 
3
2
4
+
3
2
5
 

C
3
ー
11
6
A

.
 

畳

• 
.

 
*

 

-ぶ
42¥

-• .
 

E・

.. 

122 
C
3-

7
 A
 

¥《間耐白山*
 

.
&
*
 

*
 ~.
，
合
合

412 
4
1
3
+
4
1
4
¥¥ム

且
'
y

C
3
-
8
5
B

判
明

寸

自
金

会

合

• 

ー

• 

。.
 

• 
合

4陸@
 

畢・

*
 

.・
@

 

*
 

合.. 

324 

リ

7守宮鵡岡田制NM職



d
コ

A
 (ヨ)持hm蓉刷用刊司kmhuロト〈lmu図的目棋

a>
O
B
A
 

・
O
B
B

;::-

。
A
N

'-" 

o
 T
O

持
ロ
R
H

〆門司、
。

S
H
A
&; 

*
 SH

B
主z

• 
S
H
D

同
• 
S
H
 E
 
I

 
• 
C
H
 

.. 
T
U
 

・
S
L

• 
S

A
 

• 
C
C
 

事
磯

I
C
3
剖

I
C
3
剖

十
*

 

-k-3-
17 

古3-
27

-k-3-
16 

.
 

.
C
3-
1
5
2
A
 

もお
@

 

C
3-

112C 

聞聞記N円円肺結出制N肺結

*
 

• 

*
 

合

• ー

• 

会

1
8
0
-
1
8
5・

。
市
3
-

45

0
 .

 

• 
合

~258~63 ー-

-k-3-剥

?
(
1
/
1∞

)
4
m
 

合ー
.・• 
*
 

.
 

，
 • 

.
 .
 

.
 

.
 

@
会

.，-.. • 
• 

.. 合@
 

@
 

合

令
書
~

金

合



第 2章旧石器時代

の単独資料である 0

・C3-59:灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・灰オリーブ色 (5Y6/2)の地に灰色 (7.5Y5/1)の斑が入る凝灰岩

である。石刃 1点 (5.4g)の単独資料である。

• C3-61 :内部はにぶい黄櫨色 (10YR6/3)で，新鮮な面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の凝灰岩である。石刃

1点 (3.4g)の単独資料である。

• C3-62 :内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3) ・灰オリーブ色 (5Y5/2)，節理は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の凝

灰岩である。石刃 l点 (8.6g )の単独資料である。

• C3・63:自然面は浅黄色 (2.5Y7/3)，内部は黄褐色 (2.5Y5/3)，節理はにぶい赤褐色 (5YR5/4)の凝

灰岩である。石刃 1点 (23.4g)の単独資料である。

• C3-65 :灰色 (7.5Y5/1)の凝灰岩である。石刃 1点(1.2g )の単独資料である 0

・C3-66:灰色 (7.5Y4/1)の凝灰岩である。剥片 1点(14.9g )の単独資料である。

• C3・67:内部は暗緑灰色 (7.5GY4/1)が斑状に入札新鮮な面は緑灰色 (5G5/1)の凝灰岩である 。石

刃 1点 (11.4g )の単独資料である。

• C3-69 :自然面は灰オリーブ色 (5Y6/2)，内部は灰白色 (5Y7/2)，新鮮な面は灰色 (7.5Y5/1)の凝灰

岩である。灰褐色 (7.5YR5/2)の付着物が見られる。石器群の内訳は，石刃 2点 (28.1g )である。

• C3・70:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)の凝灰岩である。剥片 1点(2.3 

g)の単独資料である。

• C3・71:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3) ・にぶい赤褐色 (5YR4/3) ・浅黄色 (2.5Y7/4)，内部は

灰色 (N4/0) ・褐灰色 (10YR4/1) ・にぶい赤褐色 (5YR4/3)の地に渦巻き状の縞が入る璃瑠・玉髄で

ある。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，石刃 2点，剥片16点(14個体)，石核 1点の合計20点(18

個体;89.4 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは使用痕ある剥片 l点，石刃 2点，剥片12点

(10個体)，石核 l点の合計16点(14個体;81.3g)， Bは剥片 2点 (2.8g)である。

• C3・72:にぶい黄褐色 (10YR5/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 6点の合計

8点 (25.3g)である。

• C3・73:にぶい黄桂色 (10YR6/4) ・にぶい黄樟色 (10YR5/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，

石刃 2点 (8.0g )である。接合資料は，石刃 2点 (8.0g )である。

• C3・74:にぶい黄色 (2.5Y6/3)の地に黄褐色 (2.5Y5/3)が部分的に混じる璃瑠・玉髄である。石器群

の内訳は，石刃 1点，剥片 5点の合計6点(10.9g )である。

• C3・75:自然面はオリーブ黒色 (5Y3/1)，内部は黄灰色 (2.5Y4/1) ・にぶい黄褐色 (10YR5/4)の地

に灰色 (5Y4/1)の縞・同心円状の縞・点紋が入札節理は褐色 (7.5YR4/3)，新鮮な面は暗オリーブ灰

色 (5GY4/1)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，石刃 5点，剥片 4点の合計9点 (34.5g )である。

接合資料は，石刃 2点 (7.5g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロ ックに 3点ある。

• C3・76:にぶい黄褐色 (10YR5/3)の地に筋と点紋が入る璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片14

点 (54.0g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは剥片 3点 (28.9g)， Bは剥片 2点 (17.3g)，

Cは剥片 2点 (2.9g )である。なお，本母岩はA5-AブロックのA5-150母岩に極めて類似している 。 も

し，両ブロックの母岩が同一母岩とすれば， A5-Aブロックとほぼ同時期あるいは近接した時期が考えら

れる。
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• C3・77:自然面は褐灰色 (10YR4/1)，内部は灰色 (5Y4/1) ・灰黄褐色(10YR5/2)の地に斑が入り，

新鮮な面は灰色 (5Y5/l)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，石刃 5点，石核 l点の合計 6点 (72.3

g )である。

• C3・78:自然面は灰色 (7.5Y6/1) ・にぶい黄糧色 (10YR6/4)，内部は灰黄色 (2.5Y6/2)の地に暗緑

灰色 (7.5GY4/1)の同心円状の縞が入る璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，石核 2点(148.0g )であ

る。接合資料は，石核 2点(148.0g )である。

• C3・79:内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の地に斑が入り，新鮮な面は暗緑灰色 (5G4/1)の璃瑠・玉髄

である。石刃 1点(1.3g )の単独資料である。

• C3・80:黄褐色 (2.5Y5/3)の璃瑠・玉髄である。石刃 1点 (0.8g )の単独資料である。

• C3-82 :自然面は黒褐色 (2.5Y3/1)，内部は褐色 (7.5YR4/3) ・灰黄褐色(lOYR5/2)の地ににぶい

赤褐色 (5YR4/3)の縞・点紋が入る璃瑠・玉髄である。石刃 1点(12.3g )の単独資料である。

• C3-83 :灰色(10Y4/l)の璃瑠・玉髄である。石刃 1点 (7.0g )の単独資料である。

• C3・84:自然面はにぶい赤褐色 (5YR4/3) ・灰褐色 (5YR4/2) 内部は灰黄褐色(10YR5/2) ・黄灰

色 (2.5Y4/1)，節理は灰褐色 (7.5YR4/2)，新鮮な面は褐灰色(10YR4/1)の北関東産頁岩である。石

器群の内訳は，ナイフ形石器1点，石刃10点(8個体)，剥片34点 (31個体)の合計45点 (40個体;285.9 

g)である。接合資料は， 3グループあり， Aは石刃 5点(4個体)，剥片11点(9個体)の合計16点

(13個体;176.1g)， Bは石刃 2点 (1個体)，剥片 8点(7個体)の合計10点(8個体 ;51.2 g )， cは

石刃 3点 (24.7g)である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに l点ある。

• C3・85:内部は暗灰色 (N3/0)の地に筋が入り，節理は暗オリーブ灰色 (5GY3/1)の北関東産頁岩で

ある。石器群の内訳は，石刃16点 (8個体)，剥片37点 (35個体)，石核 1点の合計54点 (44個体;497.0 

g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは石刃 9点 (4個体)，剥片13点(11個体)，石核 1点の合

計23点(16個体;435.3 g )が，ブロック外 (D3-43グリッド)の剥片 1点と接合している。Bは石刃 4点

( 2個体 ;12.5g)，Cは石刃 2点(1個体;3.4 g )である。

• C3・86:自然面はにぶい褐色 (7.5YR5/3) ，内部は褐灰色 (5YR4/1)の地に灰黄褐色(lOYR5/2)が

部分的に混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/4)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 7

点，石核 1点の合計12点 (94.8g)である。接合資料は，石刃 3点，剥片 6点，石核 1点の合計10点(槌.

9 g )である。

• C3・87:自然面は灰黄褐色(10YR5/2)，内部は褐灰色 (7.5YR4/1)の地に縞が入る北関東産頁岩であ

る。本ブロ ックでは剥片 1点 (2.9g )の単独資料であるが， D3-Aブロ ックの剥片 6点と接合している 0

・C3・88:自然面は黄灰色 (2.5Y4/1) ・にぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部は褐灰色(lOYR4/1)の地に黄褐

色 (2.5Y5/3)が部分的に混じり，節理は暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)の北関東産頁岩である 。石器群の

内訳は，石刃 4点，剥片 5点の合計9点 (221.6g )である。接合資料は，石刃 4点，剥片 3点の合計 7

点 (197.8g )である。

• C3・89:自然面はにぶい赤褐色 (5YR4/4)，内部は灰褐色 (7.5YR4/2)の地に縞が入る北関東産頁岩で

ある。石器群の内訳は，石刃 5点 (8.6g )である。接合資料は，石刃 5点 (8.6g )である。

• C3・90:内部は黒褐色 (5YR3/1)の地ににぶい黄色 (2.5Y6/3)が部分的に混じり，節理は暗灰黄色

(2.5Y4/2)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点(17.2g)である。接合資料は，剥片 2点
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(17.2g)である。

• C3-91 :自然面はにぶい黄褐色(10YR5/4) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，

節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 3点，剥片 4点，石核

1点の合計8点(107.4g )である。接合資料は，石刃 3点，剥片 1点，石核 1点の合計5点 (104.9g ) 

である。

• C3-92 :自然面はにぶい黄褐色(10YR5/3)，内部は赤灰色 (2.5YR4/1) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)の

地に点紋が入札節理は灰赤色 (2.5YR4/2)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 9点(8個

体)，石核 1点の合計10点(9個体;119.4 g )である。接合資料は，剥片 8点(7個体)，石核 1点の合

計9点(8個体;105.4 g )である。

• C3・94:自然面はにぶい黄樫色(10YR6/4)，内部は褐色 (7.5YR4/3) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)の北

関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 3点(13.2g )である。接合資料は，石刃 3点(13.2g )がD3-

Aブロックの石刃 l点と接合している。

• C3-95 :自然面は灰赤色 (2.5YR4/2)，内部は灰褐色 (7.5YR4/2) ・灰褐色 (5YR4/2) ・にぶい黄褐

色 (10YR5/4)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 4点 (72.9g)である。接合資料は，石刃

2点 (50.5g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・96:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の北関東産頁岩である 。石器群の内

訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片19点，石核 1点の合計21点 (160.1g )である。接合資料は，加工痕あ

る剥片 1点，剥片12点，石核 l点の合計14点(149.8g )である。

• C3・97:自然、面は灰黄色 (2.5Y6/2)，内部は褐灰色 (10YR4/1) ・暗灰黄色 (2.5Y4/2)が縞状に混じ

る硬質綴密な頁岩である。石器群の内訳は，石刃19点(16個体)，剥片3点の合計22点(19個体;149.7 g ) 

である。接合資料は，石刃12点 (9個体;91.0 g )である。その他に同一母岩がブロック外(C3-19グリッ

ド)に 1点ある。

• C3・98:自然面は灰オリーブ色 (5Y6/2) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝

灰岩である。暗灰黄色 (2.5Y4/2)の粒状の付着物が見られる。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 4点，

石核 1点の合計9点(1145.0g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは石刃 2点，剥片 1点，石核

1点の合計4点 (1104.2g)， Bは石刃 2点 (26.9g)である。

• C3・99:自然面は灰色 (5Y4/1)，内部は褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である。暗赤褐色 (5YR3/2)

の鉄分が見られる。石器群の内訳は，剥片16点，砕片 3点の合計19点 (202.5g)である 。接合資料は，

剥片 5点(105.5g )である。

• C3・100:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・灰黄褐色 (10YR4/2)，内部は暗赤灰色 (2.5YR3/1)，節理

は褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 5点の合計 7点(129.0 

g)である。接合資料は，石刃 l点，剥片 2点の合計3点 (50.1g )である。

• C3・101:自然面は褐色 (7.5YR4/3)，内部は黒褐色 (10YR3/1)の北関東産頁岩である。石器群の内訳

は，使用痕ある剥片 1点，剥片14点の合計15点 (62.9g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは剥

片3点 (27.5g)， Bは使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計2点(15.7g)， Cは剥片 2点 (9.1g )である 0

・C3・102:自然面は暗灰色 (N3/0)，内部はオリーブ黒色 (5Y3/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3)，新鮮な面はオ

リープ黒色 (5Y3/1)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (22.1g)である。接合資料は，
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剥片 2点 (8.1g )である。

• C3・103:自然面は褐灰色 (10YR4/1)，内部は暗灰色 (N3/0)，節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の北関東産

頁岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片 2点の合計3点 (43.2g )である。接合資料は，石刃 1点，

剥片 2点の合計3点 (43.2g )である。

• C3・104:黒褐色 (10YR3/1)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 3点(2個体;3.6 g )で

ある。接合資料は，石刃 3点 (2個体;3.6 g )である。

• C3..105 :黒褐色 (5YR3/1) ・暗黄褐色 (10YR4/2)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2

点，剥片 6点の合計8点 (86.4g )である。

• C3・106:内部は暗赤灰色 (2.5YR3/1)，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の北関東産頁岩である。石器

群の内訳は，石刃 3点，剥片 3点の合計6点 (6.2g )である。接合資料は，石刃 3点 (4.4g )である。

• C3・107:自然面は黒褐色 (7.5YR3/l)，内部は黒褐色 (7.5YR3/1)の地に暗灰黄色 (2.5Y5/2)の縞が

入札黄灰色 (2.5Y5/1)が部分的に混じり，節理は褐灰色 (7.5YR4/l)の北関東産頁岩である。石器群

の内訳は，剥片 8点 (21.3g )である。接合資料は，剥片 3点 (14.2g )である。

• C3・108:自然面はにぶい黄褐色(10YR5/3)，内部は褐灰色 (7.5YR4/1)の北関東産頁岩である。石器

群の内訳は，剥片 2点 (14.5g )である。

• C3-109 :自然面は灰黄褐色 (10YR5/2)，内部は褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である。本ブロッ

クでは石刃 1点 (11.5g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・110:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部は灰黄褐色 (10YR5/2)の北関東産頁岩である。石器

群の内訳は，石刃 2点，剥片4点の合計6点 (79.3g)である。その他に同一母岩がD3-Aブロ ックに 1

点ある。

• C3・111:自然面は灰黄褐色(10YR5/2)，内部は褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である。石器群の

内訳は，ナイフ形石器 1点，石刃 1点の合計2点 (29.9g)である。接合資料は，ナイフ形石器 1点，石

刃 l点の合計2点 (29.9g )である。

• C3・112:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・褐灰色(lOYR4/1) 内部は黒褐色(10YR3/1)の北関東産

頁岩である。石器群の内訳は，剥片40点(195.0g )である。接合資料は，4グループあり， Aは剥片 7

点(152.3g)， Bは剥片 2点(10.8g)， Cは剥片 2点 (5.6g)，Dは剥片 2点 (4.2g )である。

• C3・113:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃10点(8個体;43.3 g )であ

る。接合資料は，石刃 5点 (3個体;16.5 g )がD3-Aブロックの石刃 1点と接合している。その他に同

一母岩がD3-Aブロックに l点ある。

• C3・114:自然面はにぶい黄褐色(10YR5/3) ・灰褐色 (7.5YR4/2) 内部は黒褐色 (5YR3/l)の地に

にぶい黄褐色 (10YR5/3)が部分的に混じる北関東産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1

点，剥片 2点の合計 3点 (96.0g)である。接合資料は，使用痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計 2点

(59.8g)である。

• C3・115:自然面は褐灰色 (7.5YR4/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3) ・褐色 (7.5YR4/3)，内部は黒褐色 (5YR

3/1) ・褐色 (7.5YR4/4)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片 6点(5個体)の合

計7点(6個体;32.5 g )である。接合資料は，石刃 1点，剥片 5点(4個体)の合計 6点(5個体;

25.3 g )である。
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• C3・116:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3)，内部は褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である 。石器

群の内訳は，石刃 2点 (26.4g )である。接合資料は，石刃 2点 (26.4g)である。

• C3・117:自然面は灰黄褐色 (10YR5/2)，内部は灰褐色 (7.5YR4/2)の北関東産頁岩である。石器群の

内訳は，石刃 2点 (4.9g )である。接合資料は，石刃 2点 (4.9g)である。

• C3・118:褐灰色 (7.5YR4/1)の北関東産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (2.5g )の単独資料である 0

・C3・119:自然面は暗赤褐色 (5YR3/2)，内部は暗赤灰色 (2.5YR3/1)の北関東産頁岩である 。石刃 1

点 (22.2g )の単独資料である。

• C3・120:褐灰色 (7.5YR4/l)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (7.0g)の単独資料である。

• C3-121 :自然面は灰オリーフも (7.5Y4/2)，内部は灰色 (N4/0) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2)の北関東産頁

岩である。石刃 1点 (28.2g )の単独資料である。

• C3・123:自然面は褐灰色 (10YR4/1)，内部は暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 1点(12.9 

g )の単独資料である。

• C3・124:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (2.0g )の単独資料である。

• C3・125:灰褐色 (7.5YR4/2)の北関東産頁岩である。石刃 1点(12.0g )の単独資料である。

• C3・126:暗オリーブ灰色 (5GY3/1) ・黄褐色 (2.5Y5/3)の地に縞が入る北関東産頁岩である。石刃

1点 (4.1g )の単独資料である。

• C3・127:灰褐色 (7.5YR4/2)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (10.3g )の単独資料である。

• C3・128:自然面は灰黄褐色 (10YR5/2)，内部は黄灰色 (2.5Y4/1)の北関東産頁岩である。石刃 1点

(3.8 g )の単独資料である。

• C3・129:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 l点(13.1g )の単独資料である。

• C3・130:自然面はオリーブ黒色 (7.5Y3/2)，内部はオリーブ黒色 (10Y3/2) ・暗灰色 (N3/0)の北関

東産頁岩である。石刃 1点 (27.4g)の単独資料である。

• C3・131:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (23.0g)の単独資料である。

• C3・132:褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (3.1g)の単独資料である。

• C3-135 :自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は褐灰色 (5YR4/1)，節理は赤灰色 (2.5YR4/1)の北関

東産頁岩である。剥片 l点 (61.0g )の単独資料である。

• C3・136:褐灰色 (10YR4/1)の地に縞が入る北関東産頁岩である。剥片 1点 (24.0g)の単独資料である 0

・C3・137:自然面は褐灰色 (10YR4/1)，内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の地に部分的に斑紋が入る北関東産

頁岩である。剥片 1点 (23.5g )の単独資料である。

• C3・138:内部は黄灰色 (2.5Y4/1)の地に灰褐色 (5YR4/2)が混じり，新鮮な面は褐灰色 (5YR4/1) 

の北関東産頁岩である。石刃 1点(11.0g )の単独資料である。

• C3・140:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1) ・暗灰色 (N3/0)の地に暗灰黄色

(2.5Y5/2)が部分的に混じる北関東産頁岩である。剥片 l点(15.0g )の単独資料である。

• C3・141:自然面は黄褐色 (2.5Y5/3)，内部は灰黄褐色 (10YR5/2)の地に太い筋が入る北関東産頁岩

である。剥片 1点 (5.7g )の単独資料である。

• C3・142:自然面は灰黄褐色 (10YR5/2)，内部は黒褐色 (5YR3/1)の北関東産頁岩である 。剥片 1点

(12.5 g )の単独資料である。
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• C3・143:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3)，内部は灰黄褐色 (10YR5/2)の北関東産頁岩である。剥

片 1点 (3.8g )の単独資料である。

• C3・144:黒褐色 (10YR3/1)の北関東産頁岩である。剥片 1点(15.6g )の単独資料である。

• C3・148:内部は灰白色 (5Y7/1)の地に灰色 (7.5Y6/1)の斑が入札節理は明黄褐色 (lOYR6/6)の

凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 7点，剥片19点(18個体)の合計26点 (25個体;157.7g)である。

接合資料は，剥片 3点(2個体;55.9 g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・149:内部は灰白色 (5Y7/1)の地に灰色 (7.5Y5/1)の斑が入り，節理は黄褐色 (2.5Y5/3)，新鮮

な面は青灰色 (5B6/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 3点，剥片 4点，石核 1点の合計 8点

(225.9 g )である。接合資料は，石刃 3点，剥片 2点，石核 1点の合計6点 (221.9g )である。

• C3・150:内部は灰色 (5Y5/1)，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)，新鮮な面は黒褐色 (7.5YR3/1)の頁

岩である。石器群の内訳は，石刃 l点，剥片 8点の合計9点 (74.2g )である。接合資料は，剥片 2点

(57.1g)である。

• C3・151:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は灰黄色 (2.5Y6/2)，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)，

新鮮な面は灰色 (5Y4/1)の頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2点 (61.5g )である。接合資料は，石

刃2点 (61.5g)である。

• C3・152:内部はにぶい赤褐色 (5YR4/4)，新鮮な面は灰白色 (10Y7/1)の凝灰岩である。石器群の内

訳は，石刃 2点(1個体)，剥片 4点の合計6点(5個体;35.3 g )である。接合資料は，石刃 2点(1 

個体 ;10.3 g )である。その他に同一母岩がD3-Aブロ ックに 1点ある。

• C3・153:自然面は浅黄色 (2.5Y7/3)，内部は褐灰色 (7.5YR5/1) ・にぶい黄櫨色 (10YR7/2)が縞状

及び部分的に混じる流紋岩である。石器群の内訳は，石刃 8点(6個体)，剥片18点(16個体)の合計26

点 (22個体;225.1 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは石刃 4点(2個体)，剥片 2点の合計

6点(4個体;107.7 g)， Bは石刃 4点，剥片 5点 (3個体)の合計9点(7個体;86.1 g )である。そ

の他に同一母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・154:内部は浅黄色 (2.5Y8/3)，節理は明褐色 (7.5YR5/6)，新鮮な面は灰白色 (2.5Y8/1)の流紋

岩である。石器群の内訳は，石刃 4点(2個体)，剥片 1点の合計 5点(3個体;130.3 g )である 。接合

資料は， 2グループあり， Aは石刃 1点，剥片 l点の合計2点 (116.1g)，Bは石刃 3点 (1個体;14.2 

g)である。

• C3・155:灰白色 (5Y8/2)の流紋岩である。剥片 1点 (3.4g )の単独資料である。

• C3・157:内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，新鮮な面は褐灰色 (7.5YR4/1)の頁岩である 。石器群の内訳

は，石刃10点 (9個体)，剥片14点の合計24点 (23個体;68.9 g )である。接合資料は， 2グループあり，

Aは石刃 2点 (1個体;13.3 g)， Bは石刃 2点 (9.1g )である。

• C3・158:内部は黄灰色 (2.5Y5/1)， 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である 。石器群の内訳は，ナ

イフ形石器 1点，石刃10点 (7個体)，剥片17点(16個体)の合計28点 (24個体;210.4 g )である 。接合

資料は， 4グループあり， Aは石刃 3点 (2個体)，剥片 2点の合計5点(4個体;61.1 g)， Bは石刃 3

点(2個体;43.6 g)， Cは石刃 2点(1個体;13.5 g)， Dは剥片 3点(2個体;9.6 g )である。

• C3・159:自然面は黄灰色 (2.5Y4/1)，内部は暗灰色 (N3/0)の地に白色の鉱物が入り，節理は灰色

(10Y4/1)，新鮮な面は暗青灰色 (5PB3/1)の安山岩である。石器群の内訳は，石刃 3点(2個体)，剥
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片66点 (53個体)の合計69点 (55個体;484.7 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは石刃 3点

( 2個体)，剥片32点 (20個体)の合計35点 (22個体;385.6 g )， Bは剥片 2点 (8.5g )， cは剥片 2点

( 1個体 ;7.9 g )である。

• C3・160:自然面は黄灰色 (2.5Y4/1)，内部は灰色(lOY4/1)のチャートである 。喋面に砂が付着して

いることから，上総丘陵砂喋層産と思われる。石器群の内訳は，剥片 9点，石核 1点の合計10点(159.3 

g)である。接合資料は，剥片 9点，石核 1点の合計10点 (159.3g)である。

• C3・161:自然面は灰色 (5Y5/1)の地に褐色 (7.5YR4/3)が部分的に混じり，内部は褐灰色(10YR5/1)

の地に褐灰色(10YR4/1)の点紋が入るチャートである。本ブロックでは剥片 1点 (9.9g )の単独資料

であるが，その他に同一母岩がD3-Aブロックに 3点ある。

• C3・163:灰オリーブ色 (5Y5/2)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 3点 (2.8g )である。

• C3・164:褐灰色(10YR4/1)の地に点紋が入るチャートである。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 l

点の合計 3点 (28.3g )である。

• C3・165:暗灰色 (N3/0)のチャートである。ナイフ形石器 1点 (1.0g )の単独資料である。

• C3・166:黒色不透明の地に灰色を部分的に含む黒曜石である 。 ~ 1 mm~ 2 mmほどの黄白色の爽雑物を含

む。栃木県高原山産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 6点(4個体;23.8 g )である。接合資料は，

2グループあり， Aは剥片 2点 (1個体;l1.8g)， Bは剥片 2点 (1個体;4.3 g )である。

• C3・167:黒色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmほどの黄白色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。石器群の内訳は，剥片 2点 (9.7g )である。皿層から出土しており，異なる文化層の可能性もある 0

・C3・168: 黒灰色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmほどの黄白色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えら

れる。石器群の内訳は，剥片 2点 (3.7g )である。

• C3・169: 黒色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。

石器群の内訳は，剥片 3点 (2.3g )である。

• C3・170:黒色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mm~ 2 mmほどの黄白色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考

えられる。剥片 1点(13.9g )の単独資料である。

• C3・171: 自然面は黒灰色のスリガラス状で，内部は黒灰色半透明の黒曜石である 。 ~ 2 mmほどの黄白色

の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，石刃 2点 (1個体;12.5 g )である。

接合資料は，石刃 2点(1個体;12.5 g )である。

• C3・172:薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片 1

点(13.2g )の単独資料である。

• C3・173:自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y4/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である 。石器群の

内訳は，ナイフ形石器 1点，石刃14点，剥片10点の合計25点 (78.3g )である。

• C3・174:灰褐色 (7.5YR5/2) ・にぶい褐色 (7.5YR5/3)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，石刃

1点，剥片 4点の合計5点 (37.4g )である。

• C3・175:内部は灰色 (5Y5/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石刃 1点 (5.6g )の単独資

キヰである。

• C3-176 :暗灰色 (N3/0)の粘板岩である。石刃 1点 (3.6g )の単独資料である。

• C3・177:灰色(lOY4/1)の地に筋が入る砂岩である。石刃 1点 (20.9g )の単独資料である。
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• C3・181:自然面はにぶい黄櫨色(lOYR7/2)，内部は浅黄色 (5Y7113) ・灰色 (N4/0)の璃瑠・玉髄

である。石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，模形石器 l点，加工痕ある剥片 1点，剥片88点 (76個体)， 

石核 1点の合計92点 (80個体;1，035.1 g )である。接合資料は， β グループあり， Aは剥片19点(10個

体)，石核 1点の合計20点 (11個体;743.8g)， Bは剥片 4点(l7.8g)，Cは剥片 3点 (45.9g)， Dは剥

片 2点(l個体;16.4 g)， Eは剥片 2点(1個体 ;4.7 g)， Fは剥片 6点(5個体 ;41.3g)である。

• C3・182:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部は灰白色 (5Y7/2)の地に黒褐色 (5YR3/1) ・にぶい

黄櫨色 (10YR7/2)が混じる璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，使用痕ある剥

片 1点，剥片31点 (27個体)の合計33点 (29個体;85.1 g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは

剥片 4点(1個体;9.3 g )， Bは剥片 2点(1個体;3.8 g )である。

• C3・183:灰白色 (7.5Y7/1) ・灰白色 (2.5Y8/2)が混じる璃瑞・玉髄である。石器群の内訳は，ナイ

フ形石器 1点，加工痕ある剥片 1点，剥片12点，石核 1点の合計15点(121.2g) である 。接合資料は，

2グループあり， Aは剥片 2点，石核 1点の合計3点 (72.5g)，Bは剥片 2点(12.1g )である。

• C3・184:自然面及び内部は黄褐色 (10YR5/6)の地ににぶい黄櫨色 (10YR7/4)が混じる璃瑠・玉髄

である。石器群の内訳は，剥片 6点 (5個体)，石核 1点の合計7点 (6個体;157.9g)である。接合資

料は， 2グループあり， Aは剥片 4点(3個体)，石核 l点の合計5点(4個体 ;152.2g)，Bは剥片 2

点 (5.6g )である。

• C3・185:自然面は黄褐色(lOYR5/8) ・明黄褐色 (10YR6/6) ・灰白色 (2.5Y8/2)，内部は浅黄色

(2.5Y7/3)の璃瑠・玉髄である。本ブロックでは剥片 l点 (42.3g)の単独資料であるが，その他に同一

母岩がD3-Aブロックに 1点ある。

• C3・186;灰黄色 (2.5Y7/2)の璃瑠 ・玉髄である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 2点(1個体;3.3 

g)である。接合資料は，加工痕ある剥片 2点(1個体;3.3 g )である。

• C3・187:自然面は浅黄樫色 (10YR8/3)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)の地に灰白色 (5Y7/1)が混じ

るの璃瑠・玉髄である。掻器 1点 (39.1g )の単独資料である。

• C3・188:自然面はにぶい黄糧色 (10YR7/3)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)，節理は黄樺色 (10YR5/8)

の璃瑠・玉髄である。剥片 1点 (26.1g)の単独資料である。

• C3・189:自然面はにぶい黄櫨色 (10YR6/3)，内部は黄灰色 (2.5Y6/1)の安山岩である。磁石 1点

(478.2 g )の単独資料である。

• C3・190:自然面及び内部は灰褐色 (7.5YR6/2)の安山岩である。石器群の内訳は，敵石 2点(1個体;

318.1 g )である。接合資料は，敵石 2点(1個体 ;318.1g)である。

• C3・191:自然面は灰色 (5Y4/1)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の砂岩である。離石 1点 (289.4g)の

単独資料である。

• C3・192:自然面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1)の砂岩である。石器群の内訳は，剥

片 2点 (35.9g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石の剥片 3点 (5.1g )，信州和田峠周辺産

の黒曜石の剥片 2点 (0.6g )，安山岩の剥片23点，砕片 9点の合計32点 (5.4g )，軟質の安山岩の剥片 6

点(1.0g)，北関東産頁岩のナイフ形石器2点，石刃 9点，剥片68点，砕片 6点の合計85点 (156.7g)， 

硬質綴密な頁岩の剥片 4点 (4.2g )，頁岩の石刃 3点，剥片12点，砕片 2点の合計17点(15.9g)，チャー
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第 2章旧石器時代

トの剥片10点(12.0g)，凝灰岩の石刃 l点，剥片94点，砕片10点の合計105点 (141.2g)，砂岩の剥片 2

点(1.0g)，粘板岩の剥片 1点 (8.1g)，璃瑠・玉髄の加工ある剥片 1点，剥片55点，砕片10点の合計66

点 (86.7g )がある。

3 )出土遺物(第54~64図)

1・2は凝灰岩， 3は安山岩による二側縁加工のナイフ形石器である。石刃を用い，素材の打面部を基

部としている 。 4 ~ 8 は凝灰岩による部分加工のナイフ形石器である 。 石刃を用い，素材の打面部を基部

としている 。 4~6 は先端部を中心に細かい調整加工を行っている 。 7 ・ 8 は下半部が欠損するため形態

は不明だが，先端部に細かい調整加工を行った部分加工のナイフ形石器であると考えられる。4は表面左

側縁， 7・8は裏面左側縁の先端部に刃こぼれが見られる。9は北関東産頁岩による部分加工のナイフ形

石器である。石刃を用い，素材の打面部を基部としている。左側縁と右側縁の基部に細かい調整加工を行っ

ている。 10はチャート， 11は北関東産頁岩によるー側縁加工あるいは部分加工ナイフ形石器である。両者

とも剥片を用い，左側縁に細かい調整加工を行っている 。 12~14は基部加工のナイフ形石器である 。 石刃

を用い，素材の打面部を基部としている。基部を中心に細かい調整加工を行っている。15・16は上半部が

欠損するため形態は不明だが，基部に細かい調整加工を行った基部加工のナイフ形石器であると考えられ

る。石刃を用い，素材の末端部を基部としている。16は両側縁に刃こぼれが見られる。12・13・15・16は

凝灰岩， 14は北関東産頁岩である。17・18は凝灰岩によるナイフ形石器である。下半部と上半部が欠損す

るため，形態は不明である。石刃を用い，素材の末端部を基部としている19は璃瑞・玉髄による掻器であ

る。不定型な剥片の末端に急角度の調整加工を行っている。20・21は璃瑞・玉髄による加工痕ある剥片で

ある。不定型な剥片の末端に細かい調整加工を行っている。22は信州和田峠周辺産の黒曜石， 23は凝灰岩，

24は璃瑠・玉髄による使用痕ある剥片である。不定型な剥片を素材とし， 22は両面両側縁， 23は左側縁下

部， 24は右側面に刃こぼれが見られる 。 25~45は凝灰岩による石刃である 。 26 ・ 27及び28 ・ 29は，それぞ

れ同一母岩である。頭部調整が顕著で" 30 ・ 35 ・ 40~43を除いて，単設打面の石核から剥離されている 。

25・40は右側縁に刃こぼれが見られる。38・39は上部を欠損する。41~43は石核の底面が末端に残ってお

り， 41・42はいわゆる「し」の状剥片である。44は稜上調整， 45は正面に剥離方向と直交する剥離面が見

られる 。 46~68は北関東産頁岩， 69・70は頁岩による， 71は東北産頁岩石刃である。50・M及び67・68は，

それぞれ同一母岩である 。 頭部調整が顕著なもの (49 ・ 52 ・ 56~59 ・ 61 ・ 65 ・ 66 ・ 70) とほとんど行われ

ないもの (46・47・50・51・54・60・67・68・71)があり， 46 ・ 47 ・ 50~55 ・ 65~邸・ 69は単設打面， 48 ・

49 ・ 56~63 ・ 70 ・ 71は両設打面の石核から剥離されている 。 44~48は刃こぼれが見られる 。 49は末端の切

断面から垂直方向の細かい調整加工が行われている。53は上部， 54・61は下部， 55・70は両端を欠損する。

62~64 ・ 67は稜上調整， 65・66は正面に剥離方向と直交する剥離面が見られる。あるいは66は打面再生剥

片かもしれない。68の右側面にはポジティブな剥離面が残っており，有樋尖頭器の削片に類似している。

削器等の石器の刃部再生剥片の可能性がある。71は石核の底面が末端に残る，いわゆる「し」の状剥片で

ある 。 両側面には剥離方向に直交する剥離面が見られる 。 72~75は安山岩， 76~82は璃瑠・玉髄， 83・84

はチャート， 85は砂岩による石刃である。73・74，79・80，76~78 ， 83・84は，それぞれ同一母岩である。

頭部調整が顕著なもの (74 ・ 76 ・ 77 ・ 79~85) とほとんど行われないもの (72 ・ 75) があり， 72・73・77・

79~85は単設打面， 74~ 76は両設打面の石核から剥離されている 。 76は右側縁に刃こぼれが見られる 。 84

は末端に急角度の調整加工が行われており，下部を欠損する。78は両端を欠損する。81は正面に剥離方向
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第54図 C3-Aブロ ック出土遺物 (1) 2.1 g 
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βズ7

ζ三〉

B3-39-7 
C3-47(TU) 
KN 
4.0 g 

〈 る
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時j匂
〈二三 ミテ

18 C3-35ー14
C3-46(TU) 
KN 
3.0 g 

《ミデ

民正義
20 C3-21-123 

マヲ

22 C3-70-1 

C3-182(CC) 
RF 
11.4 g 

21 C3-11-7 
その他(CC)
RF 
14.5 g 

C3-172(OBB) 
UF 
13.2g 

とご〉

。

第55図 C3-Aブロ ック出土遺物 (2 ) 

(2/3) 

19 C3-21-45 
C3-187(CC) 
ES 
39.1 g 

皮ぉ

~ 

24 C3-11-21 
C3-182(CC) 
UF 
13.3 g 

10cm 

に直交する剥離面が見られる。82は石核の底面が末端に残る，いわゆる「しJの状剥片である。86は凝灰

岩による局部磨製石斧である。打面と作業面を入れ替えながら，調整加工を行っており，正面の末端の一

部を研磨している。素材は不明で，あるいは石核の転用の可能性もある。87・88は蔽石である。87は砂岩

の楕円礁の末端， 88は安山岩の円喋の周縁に蔽打痕が見られる。88は分割喋を素材としたのか，使用中に

2つに欠損したのか不明で、ある。89は璃瑠・玉髄による両設打面の石核である。石刃を剥離したと考え ら
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れる 。 90~96は凝灰岩による剥片である 。 90 ・ 91は石刃状の剥片， 92~96の側面には頭部調整と考えられ

る細かい剥離痕，正面には打面調整と考えられる細かい剥離痕などが見られることから，打面再生剥片な

どの可能性がある。なお， 96の正面図については，一部を除いて自然面として図示したが，人為的な剥離

面あるいはほぼ全面が自然面の可能性がある 。 97~103は北関東産頁岩， 104・105は頁岩による剥片であ

る 。 97~ 99 ・ 104 ・ 105は不定型な剥片， 100~ 102の側面には頭部調整と考えられる細かい剥離痕，正面に

は打面調整と考えられる細かい剥離痕などが見られることから，打面再生剥片などの可能性がある 。103

は末端に残る剥離面から，打面再生剥片あるいは90度の打面転移の痕跡を残す剥片が考えられる 。 106~

110は璃瑠・玉髄， 111は栃木県高原山産の黒曜石， 112~ 114は安山岩， 115は流紋岩， 116・117はチャー

トによる剥片である。115・116を除いて不定型な剥片である。115・116は石刃状の縦長剥片である。

4 )接合資料とその関連資料(第65~83図)

• C3・6 (第65図118~121) 灰色 (5Y4/l)などの凝灰岩である。石刃 6点 (4個体)，剥片 8点(7個

体)の合計14点(11個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。B (118) は石刃 2点が接合し

て 1 個体となる 。 下部には表面方向からの剥離痕が見られるが，側面調整かどうか不明である 。 119~121 

は接合しなかった同一母岩の不定型な剥片である。

• C3・7 (第65図122~124 ) 暗緑灰色 (7.5GY4/4)の凝灰岩である。石刃 4点，剥片 3点 (2個体)の

合計 7点(6個体)で構成される。122は剥片 2点が接合して 1個体となる。打面再生剥片と考えられる。

123・124は接合しなかった同一母岩の石刃状の縦長剥片・石刃である 0

・C3・4 (第66図) にぶい黄褐色(10YR5/3)などの凝灰岩である。石刃 4点，剥片 9点の合計13点で

構成される。接合資料は， 2グループある。A (125) は剥片 5 点(126~130)の接合資料である。126を

剥離した後， 127を剥離して打面を再生し， 128→129の順に石刃状のやや縦長の剥片を剥離している。126・

128には刃こぼれが見られるが，使用によるものか不明で、ある。131~ 134は接合しなかった同一母岩の石

刃である。131の両側縁に刃こぼれが見られる。

• C3・5 (第67図) オリーブ褐色 (2.5Y4/6)などの凝灰岩である。石刃 1点，剥片20点の合計21点で

構成される。 135は石刃 1 点(141) ，剥片 6 点(136~140・142)の接合資料である。136→140の順に求心

的な剥離作業によって打面を作り， 141を剥離した後，再び142を剥離して打面を作っている。

• C3・11(第68図) 灰色 (10Y5/1)の凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点，石刃 4点の合計5点で構成

される。143は使用痕ある剥片 1点(144)，石刃 1点 (145)の接合資料である。144を剥離した後， 90度

打面を転移して145を剥離している 。 144の両面の下部に刃こぼれが見られる 。 146~148は接合しなかった

同一母岩の石刃である。

• C3・12(第69図) 灰色 (7.5Y4/1)などの凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点，石刃 1点，剥片 1点

の合計 3点で構成される。149は使用痕ある剥片 1点(152)，剥片 1点(150)，D3-Aブロックの剥片 1

点(151)の接合資料である。150→152の順に上方向から打面調整剥片あるいは打面再生剥片を剥離して

いる。149は右側面に刃こぼれが見られる。153は接合しなかった同一母岩の石刃である。下部に石核の底

面が残っている。

• C3・22(第70図) 褐灰色 (7.5YR4/1)などの凝灰岩である。石刃 1点，剥片20点 (15個体)の合計21

点(16個体)で構成される。接合資料は， 4グループある。 A (154)は剥片 5点(3個体;155~ 157) 

の接合資料である。155→ 157の順に上方向から不定型な剥片を剥離している。158は接合しなかった同一
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-95-

ミア



第 2章 旧石器時代

aョ，

ζ二〉

51 C3-66-1 
C3-132(SH B) 
BL 
3.1 g 

ζ〉

く二〉

て入 52

ぷ>

56 C3-5D-11 
C3-13l(SH日)
BL 
27.4 g 

《じ〉

くニミコ そ?

53 C3-10-16 
C3-124(SH B) 
BL 
2.0g 

気込 54 

くこ二二〉

進ふ

ζ〉

ζ二三〉

57 C3-36-4 
その他(SHB)
BL 
23.6g 

〈砂 ム

B4ー10(SHBJ E 込
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第 2章旧石器時代
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第 2章旧石器時代
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第2章旧石器時代

母岩の石刃である 0

・C3・30(第71図159-164) 褐灰色 (10YR4/1)の凝灰岩である。石刃 4点，剥片13点 (12個体)の合

計17点(16個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。A (159)は石刃 2点 (161・162)，剥片

2点(1個体 ;160)の接合資料である。160を剥離した後，さらに稜上調整を行って， 90度打面を転移し

て， 161→162を剥離している。163・164は接合しなかった同一母岩の剥片である。163は打面調整に関わ

る剥片， 164は稜付き石刃，打面再生剥片あるいは160の様な剥片かもしれない。

• C3・26(第71図165-167) 灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝灰岩である。石刃 3点で構成される。165は

石刃 2点(167・167)の接合資料である。両設打面の石核から剥離されている。

• C3・24(第72図) 褐灰色 (7.5YR4/1)の凝灰岩である。石刃 7点(4個体)，剥片15点の合計22点

(19個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。A (168)は石刃 4点(2個体;169・170)，B 

(171)は石刃 3点(2個体:172・173)の接合資料である。170の下部には石核の底面が残っている。両

~込
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第 2章旧石器時代

設打面の石核から剥離されている。

• C3・148(第73図) 灰白色 (5Y7/l)の凝灰岩である。石刃 7点，剥片19点(18個体)の合計26点 (25

個体)で構成される。174は剥片 3点(2個体;175・176)の接合資料で，打面再生剥片である。175を剥

離後，打面を90度転移して， 176を剥離している。作業面は， 175の段階では左右に， 176の段階では上下

に設定されている。177・178は接合しなかった同一母岩の石刃である。

• C3・3 (第74図) 灰黄褐色 (10YR4/2)などの凝灰岩である。剥片 6点(5個体)，石核 1点の合計

7点(6個体)で構成される。179は剥片 6点 (5個体;180~184) ，石核 1 点(185) の接合資料である 。

拳大の礁を素材として，平坦な打面を作り ，頭部調整を行いながら，上方向から180→184の順に剥片を剥

離している。接合資料では，単一の打面から連続して石刃状の縦長剥片を剥離しているが， 90度の打面転

移を行って不定型な剥片を剥離している様子も窺われる。
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。句3主主

停。泊、一一//三
167 C3-13-9 .r" ¥ C3-30(TU) 
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第 2章旧石器時代

• C3・2 (第75図186~191) オリーブ灰色(10Y6/2)の凝灰岩である。石刃 3点 (2個体)，剥片 2点，

石核 1点の合計6点(5個体)で構成される。186は石刃 3点 (2個体;189・190)，剥片2点 (187・1鎚)， 

石核 l点 (191)の接合資料である。 187→ 188の順に打面調整剥片を剥離した後， 189→ 190の順に石刃を

剥離している。191の裏面には作業面と直交する剥離面が見られるが，石核の側面調整か横長の剥片の作

出を意図したものか不明である。

• C3・20(第75図192~196) 黄褐色 (2.5Y5/3)の凝灰岩である。石刃 3点，石核 1点の合計4点で構

成される。192は石刃 1点 (193)，石核 1点 (194)の接合資料である。裏面側の下部には側面調整の剥離

面が見られる。195・196は接合しなかった同一母岩の石刃である。

• C3・1 (第76図) 灰赤色 (2.5YR4/2)などの凝灰岩である。石刃 5点，剥片 1点，石核 l点の合計 7

点で構成される 。 197は石刃 4 点(198~201 )，石核 1 点 (202 ) の接合資料である 。 198→199 ， 200→ 201 

の順に石刃を剥離しているが 199と200の新旧関係は不明で、ある。珪化度は高いが， 若干質が悪いためか，

生産される石刃は，途中で欠損したり，末端が蝶番状になるものが多い。

• C3・8 (第77図) 灰色 (7.5Y4/1)の凝灰岩である。加工痕ある剥片 1点，石刃 4点，剥片 9点，石
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184 C3-35-10 
C3-35-12 
C3-3A(TU) 
FL 
9.6g 

〈二三> 180 Ç~-~5ー16
C3-3A(TU) 
FL 
4.0 g 
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181 C3-35-5 

C3-3A(TU) 
FL 
23.1 g 

思巴
に二二二フ 182 C3-35-22 

C3-3A(TU) 
FL 
2.2 g 

C3-36-108 
C3-3A(TU) 
CO 
117.6g 

。 (2/3) 10cm 

第74図 C3-Aブロ ック出土遺物 (21)
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C3-2A(TU) 
96.4 g 

)
 

H
U
 

T
F
 

a
u
T

，i、
ゆ

A
一初
g

t
u
ト

5

A
W
u
-
-川
内
J
-

唱

l
r
L
n
u
u

内

4nuu 

くこ二二〉
193 C3-35-3 

C3-20A(TU) 
BL 
4.4 g 

191 C3-36-31 
C3-2A(TU) 
CO 
61.6g 

。 (2/3) 10cm 

194 C3-36-102 
C3-20A(TU) 
CO 
88.1 g 

第75図 C3-Aブロ ック出土遺物 (22)

ηぺ
U

188 C3-36-18 
C3-2A(TU) 
FL 
4.9g 

190 C3-36-2Q-1 
C3-36-99 
C3-2A(TU) 
BL 
28.0 g 

4二二b

〈こご〉

C3-36-53 
C3-20(TU) 
BL 
2.3g 

〈三辺

196 C3-36-42 
C3-20(TU) 
BL 
12.8 g 
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201 C3-31-2 
C3-1A(TU) 
BL 
37.2 g 
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198 C3-41-4 
C3ー1A(TU)
BL 
25.3 g 

~ 

\J~199 C3-31-3 
C3-1A(TU) 
BL 
8.4 g 

ζ三込 200 C3-42-1 
C3ー1A(TU)
BL 
4.4 g 

202 C3-41-2 
C3ー1A(TU)
CO 
205.7 g 

。 (2/3) 10cm 

第76図 C3-Aブロ ック出土遺物 (23)
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ζ二三〉
205 C3-2-33ー1

C3-8A(TU) 
BL 
40.6g 

ζ〉 209 C3-2-12 
C3-8A(TU) 
日L
3.9g 

己 206
C3-2-36 
C3-8A(TU) 
BL 
21.2 g 

~込

ζ 二二三〉

~ミミh
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d ぷーーニム， 204 
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207 C3-2-8 
C3-8A(TU) 
FL 
1.4 g 
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210 C3-2-25 
C3-8A(TU) 
RF 
7.3 g 

211 C3-2-43 
C3-8A(TU) 
CO 
112.6 g 

(2/3) 10cm 

第77図 C3-Aブロ ック出土遺物 (24)



第 2章旧石器時代

核 1点の合計15点で構成される。203は加工痕ある剥片 1点 (210)，石刃 4点 (205・206・208・209)，剥

片 2点 (204・207)，石核 1点 (211)の接合資料である。204を剥離して打面調整を行い，上方向から205

→209の順に石刃や石刃状の縦長剥片を剥離した後，打面を90度転移して， 211から210のような不定型な

剥片を剥離している。210は右側縁下部に調整加工を行っている。

• C3・98(第78図) 灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝灰岩である。石刃 4点，剥片 4点，石核 l点の合計

9点で構成される。接合資料は， 2グループある。A (212)は石刃 2点 (213・215)，剥片 1点 (214)，

石核 1点 (216)の接合資料である。213を剥離後，打面を90度転移して， 214→215の順に剥片，石刃を剥

離している。90度打面を転移しながら，石刃や石刃状の縦長剥片を生産している。

• C3・15(第79図，第80図，第81図240) 暗灰色 (N3/0)などの凝灰岩である 。使用痕ある剥片 2点，

剥片31点 (30個体)，石核 3点(2個体)の合計36点 (34個体)で構成される。接合資料は， 3グループ

ある。A (217)は使用痕ある剥片 2点 (219・230)，剥片20点 (19個体:218 ・ 220~229 ・ 232~239)，石

核 1点 (240)の接合資料である。218を剥離して打面再生を行い，上方向から219→221の順に縦長剥片を

剥離し， 222を剥離して打面再生を行い，上方向から223→225の順に縦長剥片を剥離し， 226を剥離して打

面再生を行い，上方向から227を剥離している。一方， 221の剥離後，下方向から228→230の順に縦長剥片

を剥離し，表面方向から232→234の順に縦長剥片を剥離している。その後，打面を180度転移して， 235→ 

239の順に小型の縦長剥片を剥離している。219の表面の右側縁上部及び末端，裏面左側縁， 230の裏面の

右側縁の上部に刃こぼれが見られる。

• C3・9 (第81図241~249) 灰色(10Y5/1)の凝灰岩である。石刃 5点，剥片 5点，石核 l点の合計11

点で構成される。241は石刃 2点 (245・246)，剥片 2点 (242・243)，石核 1点 (247)の接合資料である。

242を剥離後， 243を剥離して打面再生を行い，上方向から245→246の順に石刃を剥離している。248・249

は接合しなかった同一母岩の石刃である。248は稜付き石刃である。このことから，石核の側面調整が，

念入りに行われていたことが窺われる。

• C3・149(第82図，第83図) 灰白色 (5Y7/1)の凝灰岩である。石刃 3点，剥片 4点，石核 1点の合計

8点で構成される。250は石刃 3点 (252・254・255)，剥片 2点 (251・253)，石核 l点 (256)の接合資

料である。下方向から251→上方向から252を剥離した後， 253を剥離して打面再生を行い，上方向から254

→255の順に石刃を剥離している。

• C3・88(第84図) 褐灰色(10YR4/1)の北関東産頁岩である。石刃 4点，剥片 5点の合計 9点で構成

される。257は石刃 4点 (258・260・263・264)，剥片 3点 (259・261・262)の接合資料である。上方向

から258→259，180度打面転移して260を剥離した後， 261・262を剥離して打面再生を行い，上方向から263

→264の順に石刃や石刃状の縦長剥片を剥離している。

• C3・112(第85図) 黒褐色 (10YR3/1)の北関東産頁岩である。剥片40点で構成される 。接合資料は，

4グループある。A (265 ) は剥片 7 点 (266~272) の接合資料である 。 裏面方向からの266を除いて， 267 

~272を上方向から剥離している 。 打面再生あるいは打面調整に関係する剥片であろうか。

• C3・107(第86図273~276) 黒褐色 (7.5YR3/1)の北関東産頁岩である。剥片 8点で構成される。273

は剥片 3 点 (274~276) の接合資料である 。 上方向から 274→276の順に剥離している 。 打面調整に関係す

る剥片と思われる。

• C3・101(第86図277~279) 黒褐色 (10YR3/1)の北関東産頁岩である。使用痕ある剥片 1点，剥片



くご二三〉 213 C3-1-1002 
C3-98A(TU) 
BL 
41.4g 

。 (1/2) 

第 2節 第 1文化層

212 213-216 
C3-98A(TU) 
1104.2g 

てこコ Ft9WU) 

C3-45-34 
C3-98A(TU) 
BL 
5.5g 

10cm 

216 C3-45-37 
C3-98A(TU) 
CO 
1043.2 g 

第78図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (25)
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第 2章旧石器時代

。

日3-28-38
83-28-49 
C3-15A(TU) 
FL 
8.7 g 

(2/3) 

83-29-2 
C3ー15A(TU)
FL 
14.2 g 

10cm 

マ二五ユ

217 218-230 
+232-240 
C3-15A(TU) 
302.1 g 

j品目
〈二二二ごコ

建三多

220 83-28-59ー1
C3-15A(TU) 
FL 
3.6 g 

〈コ 221寸 B回昨即ω一…3-臼凶叶ω一4剖骨引2却砕別9トW一子7
C3-15A(TU) 
FL 
15.4g 

219 83-29-50 <::てま六 ':>.. A 弓
C3-15A(TU) ..... ミ三壬->-...... ノ(J，:Tp
UF 、『叫dてで「ズコY

17.0g ~ 

222 83-29-16 

ζ三二三三>=- C3ー15A(TU)
FL 
25.1 g 

第79図 C3-Aブロ ック出土遺物 (26)



第 2節第 l文化層

d ぐ1;p' 一て-:r;::Jク も

て~-l~ ?色合
も当、 〈くここコ fJへ~ー¥ J 〈 f三7

どっ 225 日3-29ー10
C3-15A(TU) 

と二三7

226 83-29-5 227 83-29-21 

FL C3ー15A(TU) C3-15A(TU) 

224 83-29-12 4.0g FL FL 
C3ー15A(TU)

tP 
9.4 g 3.0g 

FL 
-t? 

3.1 g 

隠語P ぷ宮入 ハ!Pヘ 引は
4ζごL 230 83-29-33 

C3-15A(TU) 

83-28-63 UF 

C3-15A(TU) 3.7 g 

ζ こユ
228 83-29-59 ζζ~ 

、、
FL 

C3ー15A(TU) 10.3 g 

FL 
5.7 g 

231 232-240 
C3-15A(TU) 
178.9g 

-~ 白
とこ〉 236 B3-29-44 

C3-15A(TU) 
FL 
0.9 g 

くとミ

83-29-17 
C3-15A(TU) 
FL 
11.3 g 

〈 ミ コ m 民間TU) ζ二コ

-==三三〉
238 83-29-38 

C3-15A(TU) 
FL 
3.5 g 

。

234 83-29-35 
C3-15A(TU) 
FL 
2.8 g 

-~-~~ 
乙~ 235 83-28-37 

C3ー15A(TU)
FL 
3.4 g 

ム m???協 U)

(2/3) 10cm 

第80図 C3-Aブロ ック出土遺物 (27)
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第 2章旧石器時代

241 242+243 
+245-247 
C3-9A(TU) 
52.6 g 

244 245-247 
C3-9A(TU) 
42.8 g 

240 B3-29-64 
C3-15A(TU) 
CO 
135.9 g 

ャ♂鳥
243 C3-53-15 

C3-9A(TU) 
FL 
2.1 g 

ζ二三

タ242 C3-53-10 
C3-9A(TU) 
FL 
7.7 g 

〈令24 5 ; p b m伊干し)

制色
と::>248 ~~-~~ー 18

C3-9(TU) 
BL 
2.1 g 

247 C3-53-11 
C3-9A(TU) 
CO 
31.0 g 

dご〉

C3-53-5 
C3-9(TU) 
BL 
3.9 g 

。 (2/3) 10cm 

第81図 C3-Aブロ ック出土遺物 (28)



251 83-48-7 
C3-149A(TU) 
FL 
6.7 g 

長島ζ〉
253 83-49-31 

C3ー149A(TU)
FL 
11.9g 

害P

C3-149A(TU) 
8L 
82.5g 

。

第82図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (29)

守

ム

第 2節 第 l文化層

250 251-256 
C3-149A(TU) 
221.9g 

254 83-48-5 
C3-149A(TU) 
BL 
38.0g 



第 2章旧石器時代

14点の合計15点で構成される。接合資料は， 3グループある。B (277)は使用痕ある剥片 1点 (279)，

剥片 l点 (278)の接合資料である。279は末端に刃こぼれが見られる。

• C3・103(第86図280 ~ 283) 暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 1点，剥片 2点の合計 3点

で構成される。280は石刃 1点 (283)，剥片 2点 (281・282)の接合資料である。上方向から281→ 283の

順に石刃や剥片を剥離している。283は稜付き石刃である。

• C3・100(第87図) 暗赤灰色 (2.5YR3/1)の北関東産頁岩である。石刃 2点，剥片 5点の合計 7点で

構成される。284は石刃 l点 (285)，剥片 2点 (286・287)の接合資料である。285・286→ 287の順に石刃

や石刃状の縦長剥片を剥離している。285の裏面の左側縁に刃こぼれが見られる。288・289は接合しなかっ

た同一母岩の剥片である。288の微細な剥離痕は，偶発的なものと思われる。

• C3-99 (第88図) 褐灰色(10YR4/l)の北関東産頁岩である。剥片16点，砕片 3点の合計19点で構成

される。290は剥片 5点 (291~295) の接合資料である。 291→292を剥離後， 90度ほど方向を変えて293を

剥離し，その後，さらに45度ほど方向を変えて， 294→295を剥離している。296・297は接合しなかった同

一母岩の剥片である。

• C3・150(第89図) 灰色 (5Y5/1)の頁岩である。石刃 1点，剥片 8点の合計 9点で構成される 。298

は剥片 2点 (299・300)の接合資料で，打面再生剥片と考えられる。301は接合しなかった同一母岩の稜

付き石刃である。

• C3・151(第90図302 ~ 304) 灰黄色 (2.5Y6/2)の頁岩である。石刃 2点で構成される 。302は石刃 2

点 (303・304)の接合資料である。

• C3-94 (第90図305~ 309 ) 褐色 (7.5YR4/3)などの北関東産頁岩である。石刃 3点で構成される。305

は石刃 3点 (306・308・309)，D3-Aブロックの石刃 1点 (307)の接合資料である。上方向から306→ 309

。

台込

ム加回C3-149A(TU) 
BL 
19.6g 

(2/3) 10cm 

第83図 C3-Aブロック出土遺物 (30)

256 B3-48-9 
C3-149A(TU) 
CO 
63.2 g 



「一一¥260 C3-36-89 
C3-88A(SHB) 
BL 
40.1 g 

ζ二二フ 261 C3-36-66 
C3-88A(SH B) 
FL 
26.3 g 

(1/2) 。

ρ 

第 2節 第 l文化層

257 258-264 
C3-88A(SHB) 
197.8 g 
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258 C3-36-87 
C3-88A(SH日 三一一ι

BL _一一----~二ご-，
2.5g "....__ーマ~ 1.s1.. 

ι三日
262 C3-36-109 

C3-88A(SHB) 
FL 
75.0 g 

延伊

10cm 

A 
263 C3-36-104 

C3-88A(SHB) くご二込 264 C3-36-116 
C3-88A(SHB) 
BL 
36.8 g 

第84図 C3-Aブロ ック出土遺物 (31)
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第85図



ー盃ミ妥二与

278 C3-45-12 
C3ー101B(SH B) 
FL 
1.5g 

C3-H001 
C3-103A(SH B) 
FL 
6.5 g 

第2節第1文化層

274-276 〈ミご二二二三〉 274 C3-22-31 
C3-107 A(SH B) C3-107 A(SH B) 
14.2 g FL 

4.5g 
l 日/~

vz f智弘 f付
〈之二~

芝習も
〈ご二二二二二::- 275 C3-22-28 〈ご二二二二7 276 C3-35-21 

C3-107 A(SH B) C3-107 A(SH B) 
FL FL 
2.3 g 7.4g 

278+279 
C3-101 B(SH B) 
15.7 g ~ 

279 C3-45-14 
C3-101B(SHB) 
UF 
14.2 g 

280 281-283 
C3-103A(SH B) 
43.2 g 

てご二ニア 。

第86図 C3-Aブロック出土遺物 (33)

282 C3-10--30 

ど斗m zli;黙阿

と〉

C3-103A(SHB) 
FL 
9.8g 

(2/3) 10cm 



第 2章旧石器時代

の順に石刃を剥離している。

• C3・111 (第90図310~312) 褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である。ナイフ形石器 1点，石刃 1点

の合計 2点で構成される。310はナイフ形石器1点 (312)，石刃 1点 (311)の接合資料である。両設打面

の石核から剥離されている。310は石刃の打面側を基部として，基部及び左側縁先端部に細かい調整加工

を行った基部加工あるいは二側縁加工のナイフ形石器である。

284 285-287 
C3-100A(SHB) 
50.1 g 

にてこご斗

。 (2/3) 

♂メd

288 C3-22-52 
C3-100(SH B) 
FL 
30.0g 

10cm 

第87図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (34)

くこ二三:::::=>285 C3-51-7 
C3ー100A(SHB)
BL 
7.1 g 

くJ286 
B3-59-8 
C3-100A(SH B) 
FL 
20.9g 

287 C3-5Q-7 
C3ー100A(SHB)
FL 
22.1 g 

ぷ程修

289 C3-44-4 
C3-100(SHB) 
FL 
43.1 g 
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290 291-295 
C3-99A(SHB) 
105.5g 

ζ三三〉
291 C3-14-35 

C3-99A(SHB) 
FL 
12.9 g にご二コ 293 C3-13-15 

C3-99A(SHB) 
FL 
38.6 g 

とご〉
292 C3-14-22 

C3-99A(SHB) 
FL 
5.9 g 

可 とこ二〉 ぜジ〉 294 C3-14-34 
C3-99A(SH B) 
FL 
20.9 g 

て/ノ三〉

)
 

ロu

唱
E
M
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U
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A

必幽

y
m
m
u
u

-

-
一
一

-内，，.

q
d
q
0

・L'
F

C
C
F
Z
 

F
D
 

n
u
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勾，
ι 296 C3ー12-3

C3-99(SHB) 
FL 
12.0g 

297 C3-12-11 
C3-99(SHB) 
FL 
40.7 g 

。 (2/3) 10cm 

第88図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (35)
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• C3・97(第91図313-322) 褐灰色(10YR4/1)などの硬質綴密な頁岩である 。石刃19点(16個体)， 

剥片 3点の合計22点(19個体)で構成される。313は石刃12点(9個体;314~ 322) の接合資料である 。

314→ 322の順に， 316を除いてすべて上方向から剥離している。

• C3-116 (第91図323-325) 褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である。石刃 2点で構成される 。323

は石刃 2点 (324・325)の接合資料である。

• C3・84(第92図，第93図) 灰黄褐色 (10YR5/2)などの北関東産頁岩である。ナイフ形石器 1点，石

刃10点(8個体)，剥片34点 (31個体)の合計45点 (40個体)で構成される。接合資料は， 3グループあ

る。A (326)は石刃 5点(4個体;333~ 336) ，剥片11点( 9個体:327~332 ・ 337~339) の接合資料で

ある 。 裏面側から 327~ 330，表面側から 331 ・ 332 を剥離して打面再生を行い，上方向から333→336の順に

石刃を剥離した後，表面側から337・338，裏面倒から3;)9を剥離して打面再生を行っている。335の右側縁

に刃こぼれが見られる。B (340)は石刃 2点 (1個体;347)，剥片 8点(7個体;341 ~346) の接合資

料である。341~343は概ね右方向から左方向にかけて， 344~346は左方向から右方向にかけて，稜形成の

ためと考えられる石核の側面調整を行い 上方向から347を剥離している。C (348) は石刃 3 点 (349 ~

351)の接合資料である。352は接合しなかった同一母岩のナイフ形石器である。石刃の打面側を基部とし

てコ 299 C3-12-5 
C3ー150A(SHE)
FL 
40.8 g 

298 299+300 
C3-150A(SH E) 
57.1 g 

て二二二二コ

。

第89図 C3-Aブロック出土遺物 (36)

-128 

(2/3) 

〈ダ

〈ごっ 301 C3-10-12 
C3-150(SHB) 
BL 
6.2 g 

300 C3-2-32 
C3-150A(SHE) 
FL 
16.3g 

10cm 



三ご〉

可F

302 303+304 
C3-151A(SHE) 
61.5g 

306-309 
C3-:94A(SHB) 
17.4 g 

ζ〉306ipiLB)

d3久

第2節 第 1文化層

J乙ご〉

乙ミコ
D3-32-3( D3-Aブロ ック)
C3-94A(SH B) 
BL 
4.2g 

303 C3-43-22 
C3-151A(SHE) 
BL 
48.7 g 

会ヲ

304 B3-59-1 
C3-151A(SHE) 
BL 
12.8 g 

308 C3-54-17 ζ二三ニユ 309

突っh

〈ごと〉
B3-68-1 
C3-94A(SH B) 
BL 
5.5g 

ζ二ご~刊 γC3-寸11什1A(SHB)

311+312 
C3-111A(SHB) 
29.9g 

。

ζご込

ζご〉
(2/3) 

312 C3-54-15 
C3-111A(SHB) 
KN 
14.0g 

10cm 

第90図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (37)
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313 314-322 
C3-97 A(SH D) 
91.0 g 

くこ〉 miE32AHD)

〈今 c

〈二二二〉 316C33650
C3-97A(SHD) 
BL 
5.3g 

dグ 317

C3-36-106 
C3-97 A(SH D) 
BL 
10.0g 

4会￥

ξ乏?

長〉
Gミ込

322 C3-25-2 
C3-36-75 
C3-97A(SHD) 
BL 
26.4 g 

ζ〉 3192t;!ZLD)

ミず 5.4g 

320 C3-26-2 
C3-36-59 
C3-97A(SHD) 
日L
2.5 g 

ζ ご〉 321 C3-36-142 
C3-97A(SHD) 
BL 
9.2 g 

~ 325 C3-33-5 
C3ー116A(SHB)
BL 
6.9g 

C3-14-50 
C3-116A(SH B) 
日L
19.4 g 

324+325 

2辺倒SHB) くこ二〉 (2/3) 。 10cm 

第91図 C3-Aブロック出土遺物 (38)
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342 C3-15-1 
C3-25-7 
C3-25-23 
C3-84B(SH B) 

『巧t

23己
てこ寸46 C3別 8

C3-84B(SHB) 

C3-84B(SH B) 
FL 
1.2 g 

仁二予こフ

弘、
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組-qa 

<二三〉

~ 
ど〉

〈こご〉348 349-351 
C3-84C(SHB) 
24.7 g 

(2/3) 

351 C3-25-21 
C3-84C(SH B) 
BL 
3.9g 

C3-Aブロック出土遺物 (40)

-132 

。

第93図

仁〉

~ 

乙〉

J
P
 

347 C3-25-41 
C3-25-49 
C3-84B(SHB) 
BL 
16.0g 

350 C3-25-20 
C3-84C(SHB) 
BL 
15.0 g 



展ρ

乙>

362 363+364 
+366~368 
C3-115A(SH B) 
25.3 g 

~ 

353 354~357 
C3-113A(SHB) 
26.4 g 

ζ多一
4会~ 354 

ζ ここhC3ート1007
C3-113A(SH B) 
BL 
1.7g 

4斗ー

、、 355 D3-3H8( D3-Aブロ ック)

〈こここ:::>S~-113A ( SHB ) 
BL 
9.8 g 

357 C3-36-28 

ζご〉

""'" 

C3-113A(SH B) 
BL 
6.3 g 

‘". 
食b

ぞF
356 B3-29-6 

C3-20ー1∞3
C3-36-9 
C3-113A(SH日)
BL 
8.6 g "'<:c> 

359 C3-53-17 
C3ー113(SHB)
BL 

〈二三〉ぉoiPULE)
11.1 g 

ぷ:>361 C3-45-4 
C3-113(SHB) 
BL 

1.8 g 

とこ3363

。

C3-41-7 
C3-115A(SH B) 
FL 
1.3g 

第94図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (41)

〈 ζ ご〉

(2/3) 

6.1 g 

~ 
364 

C3-51-3 
C3-115A(SHB) 
FL 
7.7 g 

10cm 
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第 2章旧石器時代

て，右側縁下部及び左側縁先端部に細かい調整加工を行った部分加工のナイフ形石器である。

• C3・113(第94図353~361) 暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃10点 (8個体)で構成され

る。353は石刃 5点(3個体;354・356・357)，D3-Aブロックの石刃 1点 (355)の接合資料である 。上

方向から354→357の順に石刃を剥離している。355の右側縁， 356の末端に刃こぼれが見られる 。 358~ 361

は接合しなかった同一母岩の石刃である。359・361の両側縁に刃こぼれが見られる。

• C3・115(第94図362~368) 黒褐色 (5YR3/1)などの北関東産頁岩である。石刃 1点，剥片 6点 (5 

個体)の合計7点(6個体)で構成される。362は石刃 1点 (363)，剥片 5点 (4個体;364・366・367・

C3-1【ト23
C3-86A(SH B) 
FL 
17.4g 

、~、}ー

事ロ
」へ 374 C3-20-3 

369 370-372 
+374-380 
C3-86A(SHB) 
88.9 g 

/ 三込 C3-86A(SH B) 
ー一一一 FL 

2.6g 

L!J 

守守375

乙フ mip品目)

C3-10-24 
C3-86A(SH B) 
FL 
1.1 g 

ょこ〉
C3-1(ト33
C3-86A(SH B) 
日L
5.3 g 

ζ こミ mip:2(SHB)

ロ
380 C3-1O-39 

C3-86A(SH B) 
CO 

色色 。~(J[)
39.6 g 

とと=378 ~~-!Q-:3? 
C3-86A(SH B) 

乙こごフ 379 C3-10-28 
C3-86A(SH B) 

FL FL 
0.6 g 1.4 g 

(2/3) 10cm 

第95図 C3-Aブロ ック出土遺物 (42)

-134-



ζコ386ipzLB)

9 

ご方\~
〈之二::>385 C3-56-10 

B4-29A(SHB) 
FL 
0.9 g 

とこコ 389iE21ふB)

や町
〈二二::::::.391 Ç3-~~-:1~ 

B4-29A(SH B) 
BL 
1.9 g 。 (2/3) 

381 385-393 
B4-29A(SHB) 
85.1 g 

m
M
U》

閉
山
wu
ζコ

387 C3-56-25 
B4-29A(SH B) 
BL 

に二つ 3 9 0 P L B)

くとLmB4-37-2( B4-Cブロ ック)
B4-29A(SHB) 
BL 
3.4 g 10cm 

ロ

第 2節 第 l文化層

387-393 
B4-29A(SHB) 

392+393 
B4-29A(SHB) 

ノヘ...__ 388 B4-37-7( B4-Cブロ ック)
/ --........__ B4-29A(SHB) 
I __.....-- BL 
，____..- 14.9 g 

~ 394 C3-43-14 
B4-29(SHB) 
KN 
2.5 g 

第96図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (43)

135 

393 C3-46-22 
B4-29A(SHB) 
CO 
34.7 g 
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〈三ヨ‘

397 C3-36-41 ーー ー {

C3-45-3 ~ー」一一一〉 、ー---=-
03-43ー1(ブロック外)4.5g
C3-85A(SHB) 

C39883::;;ーに二~399
FL 
17.4 g 、逆三~

どコ
403 C3-36-126 

C3-85A(SH B) 
FL 
41.3 g 

~ê~ 
て=二二二三

406 C3-36-15 
C3-85A(SHB) 
FL 
6.1 g 

:521:HBF三~

。

395 396-411 
B4-85A(SHB) 
439.9 g 

匂声こ，

受話会

~ 

申~e
己三三〉

396 C3-36-8 

くヨ!1

B4-85A(SHB) 
FL 
0.6 g 
句ー

C3-36-40 
C3-85A(SHB) 
FL 
10.8 g 

402 C3-36-38 
C3-36-81 
C3-85A(SHB) 
FL 
21.6g 

長竺フ

乙~405 g抑制B)

C3-36-103 
C3-85A(SH B) 
FL 
42.8 g 

(1/2) 10cm 

第97図 C3-Aブロック出土遺物 (44)
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マ多元

C3-35-7-1 
C3-46-1 
C3-46-3 
C3-85A(SHB) 
BL 
33.7 g 

412 413+414 

。
C3-85B(SHB) 
12.5 g 

(1/2) 10cm 

くこ玄3

ζ::::;， 408 

413 C3-36-5 
C3-46-25 
C3-85B(SHB) 
BL 
2.7 g 

〈コ 409
C3-36-77 
C3-85A(SHB) 
FL 
12.9g 

第98図 C3-Aブロック出土遺物 (45)

第 2節 第 l文化層

411 C3-36--26 
C3-85A(SH B) 
CO 
155.5 g 

414 C3-17-1 
C3-26-5 
C3-85B(SHB) 
BL 
9.8 g 

368)の接合資料である。上方向から362→右方向から364→上方向から366→367→右方向から368を剥離し

ている。364・368については打面調整に関係する剥片と思われるが， 366・367については性格は不明で、あ

る。

• C3・86(第95図) 褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である。石刃 4点，剥片 7点，石核 1点の合計

12点で構成される。369は石刃 3点 (371・372・377)，剥片 6点 (370，374~376 ・ 378 ・ 379) ，石核 1点

(380)の接合資料である。両設打面の石核の下方向から371を剥離後，打面を180度転移し， 372. 373を剥

離している。これらは 2個体としたが，石核の底面をもついわゆる「し」の字状剥片の 1個体と考えた方

が良いかもしれない。 その後も，作業面長の減じた石核の下方向から374，上方向から375~379 を剥離し

ているが， 377の剥離により，さらに石核の作業面長は減じている。頭部調整が顕著で、ある。

• B4・29(第96図) 暗赤灰色 (5R3/1)の北関東産頁岩である。ナイフ形石器 1点，使用痕ある剥片 2

点，石刃 2点，剥片 6点(5個体)，石核 1点の合計12点(11個体)で構成される。接合資料は， 2グルー

プある。A (381)は使用痕ある剥片 2点 (389・390)，石刃 2点 (387・391)，剥片 2点 (385・386)，石

核 1点 (393)，B4-Cブロックの石刃 2点 (388・392)の接合資料である。385・ぉ6を剥離して打面調整・

再生を行い，上方向から387→388の順に石刃を剥離した後，左方向から389・390を剥離して打面再生を行

い， 180度打面を転移して， 391→392の順に石刃を剥離している。頭部調整が顕著である。 394は接合しな

かった同一母岩のナイフ形石器である。石刃の打面側を基部として，右側縁下部及び左側縁先端部に細か
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い調整加工を行った部分加工のナイフ形石器である。

• C3・85(第97図，第98図) 暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である 。石刃16点(8個体)，剥片37点

(35個体)，石核 1点の合計54点 (44個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。 A (395)は石

刃9点(4個体;398・400・407・408)，剥片13点 (11個体;396・397・399・401~406 ・ 409 ・ 410) ，石

核 1点 (411)，ブロ ック外 (D3-43グリ ッド)の剥片 1点 (397)の接合資料である。裏面側の上方向か

ら396→ 397，90度打面を転移して398→ 399，裏面側の上方向から400，90度打面を転移して401→ 402，表

面側から裏面側 (D3-43グリッド)にかけて上方向から403→404→405を剥離した後， 406を剥離して打面

調整を行い，表面側から裏面側にかけて上方向から407→ 408・409の順に石刃や石刃状の縦長剥片を剥離

し， 180度打面を転移して410を剥離している。頭部調整が顕著で、ある。B (412)は石刃 4点(2個体 ;4

13・414)の接合資料である。

〈こ込

416 418-421 
C3-91A(SHB) 

415 417-421 
C3-91A(SHB) 
104.9 g 

419 C3-36-110 
C3-91 A(SH B) 
BL 
5.6g 

。

第99図 C3-Aブロック出土遺物 (46)

-138一

FL 
2.2 g 

と式:8

L:-会 uoi?21(SHB)

(2/3) 10cm 



422 423-430 
C3-92A(SH B) 
105.4 g 

第 2節 第 l文化層

色色
ふ令

4
4ム

二
む品

〈ごフ34275i11175HB)

430 C3-12-26 
C3-92A(SHB) 
CO 
74.1 g 

ぷ三~-コ 428 C3ー12-18
C3-92A(SHB) 
FL 
4.4 g 

〈とユ 司7
429 C3-2-24 

C3-92A(SH B) 
FL 
3.2g 

426 C3-12-8 
C3-12ー17
C3-92A(SHB) 

£ら FL
8.8g 

くここ〉
431 C3-36-94 

C3-92(SH B) 
FL 
14.0g 

。

第100図 C3-Aブロ ック出土遺物 (47)

-139-
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432 434-447 
C3-96A(SHB) 
149.8g 

i合~ð
434 C3-10-4 

C3-96A(SHB) 
FL 
0.4 g 

~ 

~Q 
_./'-.ι435 C3-2-6 

く一ーム C3-96A(SHB) 
FL 
3.2 g 

員G
弘、、〆'436C3ー2-44

どご〉 ft96A(SHB) 

必(Miif()

〈二二二二)441 C~- !~5-) 
C3-96A(SH B) 
FL 
3.4g 

制 2fltZ叩 ) 広三3

守⑤
〈つ

。

合s
ぐここ〉

(1/2) 

C3-1D-31 
C3-96A(SH B) 
FL 
14.6g 

10cm 

~ 
くとこ込

¢盃診
C3-2か 1ζ二三〉

第101図 C3-Aブロ ック 出土遺物 (48)

-140一

443 C3-1(ト17
C3-96A(SHB) 
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第 2節第 l文化層

• C3・91(第99図) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)の北関東産頁岩である。石刃 3点，剥片 4点，石核 1点の合

計 8 点で構成される。 415は石刃 3 点 (418~420)，剥片 1 点 (417) ，石核 1 点 (421) の接合資料である。

礁を素材として， 417を剥離して打面を作出し， 418~420の順に石刃を剥離している。頭部調整が顕著で

ある。

• C3・92(第100図) 赤灰色 (2.5YR4/l)などの北関東産頁岩である。剥片 9点(8個体)，石核 1点の

合計10点(9個体)で構成される。 422は剥片 8点(7個体;423~429)，石核 1 点 (430) の接合資料で

ある。上方向から423，424を剥離し， 180度打面転移して425→426，180度打面転移して427，180度打面転

移して428，180度打面転移して429を剥離している。本母岩は，頻繁に打面を180度転移して，石刃状の縦

長剥片や寸詰まりの剥片など各種剥片を生産している。 431は接合しなかった同一母岩の剥片である。

• C3・96(第101図) 黄褐色 (2.5Y5/3)の北関東産頁岩である。加工痕ある剥片 1点，剥片19点，石核

~ にこ一一一_......::>
449 C3-25-5 

C3-76A(CC) 
FL 
4.4 g 

一~ーーー-ここ三三三三二J 、仁三主主
~全治 ，パミー

ゼ二三議
448 449-451 

C3-76A(CC) 

l、
『く二二二〉 451 C3-25-1 

28.9 g 
J ノ ノ' ト4

C3-76A(CC) 
FL 
4.0g 

重警空ヨ

でを言ア 〈二三3 450 C3-25-25 
C3-76A(CC) 
FL 
20.5 g 

〈ミ

d 三
452 453+454 

C3-76B( CC) 
17.3 g 

。 (2/3) 

くこ〉
10cm 

第102図 C3-Aブロック出土遺物 (49)
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FL 
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C3-76B(CC) 
FL 
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FL 
11.9 g 

/ 司 459 C3-21-14 八 463a C3-21-104 
10cm ノノ C3ー181A(CC)/ ~ C3-181A(CC) 

~ FLιー---- FL 5.3 g 10.2 g 

第103図 C3-Aブロック出土遺物 (50)
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471 472+473 
C3-78A(CC) 
148.0g 

473 B3-49--6 
C3-78A(CC) 
CO 
72.3 g 

匂
C3-53-7 
C3ー78A(CC)
CO 
75.7 g 

。

第104図 C3-Aブロック出土遺物 (51)
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乞豆二三2
476 C3-0-1 

C3-71A(CC) 
FL 
1.2 g 

色色
とご〉 477C3一昨 11

C3-71A(CC) 
FL 
2.8 g 

国 f

-~~ø 
ととゴ mzi:;ロ(CC)

el~ê 
= 487 C3-11-38 

C3-71A(CC) 
BL 
1.5g 

)-gqn 
二~~こL4845t;ロ7cc ) it7M(CC )

!え豆〉
ζご三コー制 2EJ?五CC)

~JJ 巴
..c:.三"'"488 C3ー11-33

C3-71A(CC) 
BL 
0.7 g 

。

474 476-489 
C3-71A(CC) 
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ζ三〉仰 C3-0-3
C3-1Q-35 
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FL 
8.1 g 

地凶

475 480-489 
C3-71A(CC) 

即日
ζ二34802EJ11fcc)

五色
=三二;;;!:i:J481 C3-2-7 

C3-71A(CC) 
FL 
0.8 g 

どと〉 匂〉
486 C3ー10-34

C3-1Q-42 
C3-71A(CC) 
FL 
2.6 g 

長設
第105図 C3-Aブロ ック出土遺物 (52)

144-

489 C3-10-5 
C3-71A(CC) 
CO 
40.5g 
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1点の合計21点で構成される。432は加工痕ある剥片 1点 (446)，剥片12点 (434~445) ，石核 1 点 (447)

の接合資料である。 434を下方向から剥離し， 180度打面を転移して上方向から435→436を剥離し， 437を

剥離して打面再生を行い，上方向から438→439を剥離し， 440を剥離して打面再生を行い，上方向から441

→442を剥離し， 90度打面を転移して443→444を剥離し，再び90度打面を転移して上方向から445→446を

剥離している。447は求心的な剥離作業により，小型で不定型な剥片を生産して作業を終了している。

• C3・76(第102図) にぶい黄褐色 (10YR5/3)の璃瑠・玉髄である 。剥片14点で構成される。接合資

料は， 3グループある。A (448) は剥片 3 点 (449~451) の接合資料である 。 打面調整・再生剥片と考

えられる。B (452)は剥片 2点 (453・454)の接合資料である。 452の下部は石核の底面の可能性があり，

453は稜付き剥片と思われる。

• C3・181(第103図，第104図464~470) 浅黄色 (5Y7/3)などの璃瑠・玉髄である。ナイフ形石器1点，

〈ご〉

ζ二〉
494 C3-21-5 

C3-183(CC) 
KN 
5.9 g 

490 491 ~493 
C3-183A(CC) 
72.5g 

Q?D司
4盃P

495 C3-21-87 
C3ー183(CC)
RF 
3.9 g 

。

第106図 C3-Aブロック出土遺物 (53)
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C3ー160A(CH)

空;
498 83-39-2 

C3-160A(CH) 
FL 
7.8g ~ 

空て》

ζ二ミ 501iE1む2(CH)

民ミ益

出日
C3-30-8 _ー一司自
C3ー160A(CH) ~中戸

、~ _.--/ FL 
C3-160A(CH) ...._一一ー/ 76E 
FL 
6.4 g ム

505 C3ー13-13
C3-160A(CH) 
FL 
7.2 g 〈こ〉

乙ミコ
504 C3-13-12 

C3-160A(CH) 
FL 
8.1 g 

。 10cm 

507 C3-30-7 
C3ー160A(CH)
CO 
103.8 g 

C3-30-1 
C3-160A(CH) 
FL 
1.3g 

(2/3) 

第107図 C3-Aブロック出土遺物 (54)

模形石器 l点，加工痕ある剥片 1点，剥片88点 (76個体)，石核 l点の合計92点 (80個体)で構成される。

接合資料は， 6グループある。A(455)は剥片19点 (10個体;456~459 ， 461 ~466) ，石核 1 点 (467)

の接合資料である 。 同一の打面の上方向から456~46 1， 90度打面を転移して462，再び90度打面を転移し

て463を剥離し，さらに90度打面を転移して464→465→467を剥離している。 468~ 470は接合しなかった同

一母岩の石器である。 468は剥片の打面側を基部として，両側縁に調整加工を行った二側縁加工のナイフ
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形石器である。469は剥片の末端に調整加工を行った加工痕ある剥片である。台形石器の未製品の可能性

がある。470は上下両端に剥離痕の見られる模形石器である。

• C3・78(第104図471~473) 灰黄色 (2.5Y6/2)の璃瑠・玉髄である 。石核 2点で構成される。471は

石核 2点 (472・473)の接合資料である。拳大の離を 2分割して，それぞれの個体から不定型な剥片を剥

離している。

• C3・71(第105図) 灰色 (N4/0)の璃瑠・玉髄である。使用痕ある剥片 1点，石刃 2点，剥片16点

(14個体)，石核 l点の合計20点(18個体)で構成される。接合資料は， 2グループある。A (474)は使

用痕ある剥片 l点 (480)，石刃 2点 (487・488)，剥片12点(10個体;476~479 ・ 481~486) ，石核 l 点

(489)の接合資料である。扇平な礁を素材として， 476→477を剥離し， 90度打面を転移して478，90度打

面を転移して479，90度打面を転移して480，90度打面を転移して481→ 482，90度打面を転移して483，90 

度打面を転移して484~488を剥離している 。 480の右側縁に刃こぼれが見られる 。 打面を90度あるいは180

度転移して，石刃や石刃状の縦長剥片を生産した母岩である。

• C3・183(第106図) 灰白色 (7.5Y7/1)などの璃瑠・玉髄である 。ナイフ形石器 1点，加工痕ある剥

片 1点，剥片12点，石核 1点の合計15点で構成される。接合資料は， 2グループある。A (490)は剥片

2点 (491・492)，石核 l点 (493)の接合資料である。求心的な剥離作業により， 491→492を剥離してい

る。494・495は接合しなかった同一母岩の石器である。494は横長剥片を横位に用い，基部と両側縁の一

部に細かい調整加工を行った基部加工あるいは部分加工のナイフ形石器である。495は不定型な剥片の末

端に調整加工を行った加工痕ある剥片である。

• C3・160(第107図) 灰色(10Y4/1)のチャートである。剥片 9点，石核 1点の合計10点で構成される。

496は剥片 9 点 (498~ 506) ，石核 1 点 (507) の接合資料である 。 子供の拳大の円離を素材として，上方

向から498を剥離し， 499→500を剥離して打面調整を行い，上方向から501を剥離し， 90度打面転移して502

を剥離し，再び503を剥離して打面調整を行い，上方向から504→ 505を剥離している。その後も506を剥離

して打面調整を行っている。打面を固定して，打面調整を頻繁に行いながら，石刃あるいは縦長剥片の生

産を目的とした母岩と考えられるが，結果的には寸詰まりの不定型な剥片が多い。

• C3・159(第108図，第109図521~531) 暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石刃 3点(2個体)，剥片66

点 (53個体)の合計69点 (55個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。A (508)は石刃 3点

( 2個体;524・530)，剥片32点 (20個体;509~ 523 ・ 525~529) の接合資料である 。 打点を正面側から右

側面側に移動しながら509. 510~517を剥離し，次に打点を左側面倒に移動して518~521 を剥離し，若干

正面側に打点を戻して522，523， 524， 525~ 530を剥離している 。 正面を中心に打点を左右に移動しなが

ら，縦長剥片を生産している。531は接合しなかった同一母岩の剥片である。

• C3・190(第109図532) 灰褐色 (7.5YR6/2)の安山岩である。敵石 2点(1個体)で構成される。532

は敵石 2点が接合して 1個体となる。拳大の扇平な礁の周縁に敵打痕が見られる。

• C3・154(第109図533~535) 浅黄色 (2.5Y8/3)の流紋岩である。石刃 4点 (2個体)，剥片 1点の合

計5点(3個体)で構成される。接合資料は， 2グループある。A (533)は石刃 1点 (535)，剥片 1点

(534)の接合資料である。

• C3・153(第110図536~548) 褐灰色 (7.5YR5/1)などの流紋岩である。石刃 8点(6個体)，剥片18

点(16個体)の合計26点 (22個体)で構成される。接合資料は， 2グループある。A (536)は石刃 4点
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第 9表 C3-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

B4-10(SHB) 5 5 

B4-13(CC) 5 5 

B4-29(SHB) l 2 2 6(5) 1 12(11) 

C3-1(TU) 5 1 1 7 

C3-2(TU) 3(2) 2 l 6(5) 

C3-3(TU) 6(5) 7(6) 

C3-4(TU) 4 9 13 

C3-5(TU) 20 21 

C3-6(TU) 6(4) 8(7) 14(11) 

C3-7(TU) 4 3(2) 7(6) 

C3-8(TU) l 4 9 15 

C3-9(TU) 5 5 1 11 

C3-10(TU) 4 3 7 

C3-11(TU) 1 4 5 

C3-12(TU) 1 1 3 

C3-13(TU) 3 3 

C3-14(TU) 3(2) 10 13(12) 

C3-15(TU) 2 31(30) 3(2) 36(34) 

C3-16(TU) 3 3 

C3-17(TU) 3 7 10 

C3-18(TU) 34(33) 34(33) 

C3-19(TU) l 3 4 

C3-20(TU) 3 1 4 

C3-21(TU) 2 7 9 

C3-22(TU) 20(15) 21(16) 

C3-23(TU) 2 4 6 

C3-24(TU) 7(4) 15 22(19) 

C3-25(TU) 4(3) 4(3) 

C3-26(TU) 3 3 

C3-27(TU) 2 2 

C3-28(TU) 2 2 

C3-29(TU) 3 4 

C3-30(TU) 4 13(12) 17(16) 

C3-31(TU) 

C3-32(TU) l l 

C3-33(TU) I 1 

C3-34(TU) 1 1 

C3-35(TU) 1 

C3-36(TU) l l 

C3-39(TU) l 

C3-40(TU) 

C3-41(TU) l 

C3-43(TU) 1 1 

C3-44(TU) l 

C3-45(TU) l 

C3-46(TU) l 

C3-47(TU) 2 3 

C3-48(TU) l 

C3-49(TU) 1 

C3-50(TU) 1 1 

C3-51(TU) l 

C3-52(TU) 1 1 

C3-53(TU) 1 l 

C3-54(TU) 1 1 

C3-55(TU) 1 l 

C3-56(TU) l 

C3-58(TU) 1 1 

C3-59(TU) l l 

C3-61(TU) 1 1 

C3-62(TU) 
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母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

C3-63(TU) l 

C3-65(TU) 

C3-66(TU) 1 1 

C3-67(TU) 

C3-69(TU) 2 2 

C3-70(TU) 1 

C3-71(CC) 2 16(14) 1 20(18) 

C3-72(CC) 2 6 8 

C3-73(CC) 2 2 

C3-74(CC) 1 5 6 

C3-75(CC) 5 4 9 

C3-76(CC) 14 14 

C3-77(CC) 5 6 

C3-78(CC) 2 2 

C3-79(CC) 1 

C3-80(CC) l l 

C3-82(CC) 

C3-83(CC) l 

C3-84(SHB) 1 10(日) 34(31) 45(40) 

C3-85(SHB) 16(自) 37(35) 1 54(44) 

C3-86(SHB) 4 7 12 

C3-87(SHB) l 1 

C3-88(SHB) 4 5 9 

C3-89(SHB) 5 5 

C3-90(SHB) 2 2 

C3-91(SHB) 3 4 1 8 

C3-92(SHB) 9 l 10 

C3-94(SHB) 3 31 

C3-95(SHB) 4 4 

C与96(SHB) 19 1 21 

C3-97(SHD) 19(16) 3 22(19) 

C3-98(TU) 4 4 9 

C3-99(SHB) 16 3 19 

C3-100(SHB) 2 5 7 

C3-101(SHB) 14 15 

C3-102(SHB) 4 4 

C3-103(SHB) 1 2 3 

C3-104(SHB) 3(2) 3(2) 

C3-105(SHB) 2 6 8 

C3-106(SHB) 3 3 6 

C3-107(SHB) 8 8 

C3-108(SHB) 2 2 

C3-109(SHB) 1 

C3-110(SHB) 2 4 6 

C3-11l (SHB) 2 

C3-112(SHB) 40 40 

C3-113(SHB) 10(8) 10(8) 

C3-114(SHB) 1 2 3 

C3-115(SHB) 6(5) 7(6) 

C3-116(SHB) 2 2 

C3-117(SHB) 2 2 

C3-118(SHB) 1 

C3-119(SHB) 1 

C3-120(SHB) l 1 

C3-121(SHB) 1 

C3-123(SHB) 1 

C3-124(SHB) l l 

C3-125(SHB) l 

C3-126(SHB) l 

C3-127(SHB) l 
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母岩番号 KN TP PO KP 部 ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

C3-128(SHB) 

C3-129(SHB) l 1 

C3-130(SHB) 1 l 

C3-131(SHB) 

C3-132(SHB) 1 

C3-135(SHB) 1 

C3-136(SHB) 1 

C3-137(SHB) l 1 

C3-138(SHB) 1 1 

C3-140(SHB) 11 

C3-141(SHB) 1 1 

C3-142(SHB) 1 l 

C3-143(SHB) l 1 

C3-144(SHB) 1 

C3-148(TU) 7 19(18) 26(25) 

C3-149(TU) 3 4 1 8 

C3-150(SHE) 8 9 

C3-151(SHE) 2 2 

C3-152(TU) 2(1) 4 6(5) 

C3-153(RH) 8(6) 18(16) 26(22) 

C3-154(RH) 4(2) 1 5(3) 

C3-155(RH) 1 1 

C3-157(SHE) 10(9) 14 24(23) 

C3-158(AN) 10(7) 17(16) 28(24) 

C3-159(AN) 3(2) 66(53) 69(55) 

C3-160(CH) 9 l 10 

C3-161(CH) l 

C3-163(CH) 3 3 

C3-164(CH) 2 1 3 

C3-165(CH) l 1 

C3-166(OBA) 6(4) 6(4) 

C3-167(OBA) 2 2 

C3-168(OBA) 2 2 

C3-169(OBA) 3 3 

C3-170(OBA) l l 

C3-171(OBB) 2(1) 2(1) 

C3-172(OBB) 1 

C3-173(AN) 14 10 25 

C3-174(SHA) 1 4 5 

C3-175(SHE) 1 l 

C3-176(SL) l 1 

C3-177(SA) 1 1 

C3-181(CC) l l 88(76) 1 92(80) 

C3-182(CC) 1 1 31(27) 33(29) 

C3-183(CC) 1 12 1 15 

C3-184(CC) 6(5) l 7(6) 

C3-185(CC) 1 

C3-186(CC) 2(1) 2(1) 

C3-187(CC) l 

C3-188(CC) 1 

C3-189(AN) l 1 

C3-190(AN) 2(1 ) 2(1) 

C3-191(SA) l 

C3-192(SA) 2 2 

その他(OBA) 3 3 

その他(OBB) 2 2 

その他(AN) 23 9 32 

その他(TO) 6 6 

その他(SHB) 2 9 68 6 85 

その他(SHD) 4 4 

-153-
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母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF 

その他(SHE)

その他(CH)

その他(TU)

その他(SA)

その他(SL)

その他(CC)

合計 24 1 118(7) 

第10表 C3-Aブロ ック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES SS 

黒曜石A(OBA)

黒曜石B(OBB)

安山岩(AN) 2 

安山岩(TO)

流紋岩(RH)

頁岩A(SHA)

頁岩B(SHB) 6 

頁岩D(SHD)

頁岩E(SHE)

チャート (CH)

凝灰岩(TU) 13 

粘板岩(SL)

砂岩(SA)

務繭玉髄(CC) 2 

合計 24 l 

第11表 C3-Aブロック礁組成

|母 岩|石 材 |個数 |重量 |

|C3R-l 1 SA 1 1 1 1.71 

GR DR PQ RF 

116(5) 

118(7) 

石材

砂岩(SA)

合計

UF BL 

3 

1 

121322(288) 

UF BL 

1 2(1) 

27(23) 

12(8) 

1 

41 109(96) 

19(16) 

17(16) 

2 

51110( 102) 

I 

1 

2 21 

121322(288) 

DA HX PT HS AS FL CH CO S1立 SP MB MC 合計

12 2 17 

10 10 

941 10 105 

2 2 

1 1 

551 10 66 

l 4(3) 1143(1086) 40125(24) 1581 (1487) 

DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計 | 
17(15) 17(15) I 

2 5(4) 

3(2) 116(102) 9 157(138) 

6 6 

20(18) 32(26) 

4 5 

312(305) 9 6 447(427) 

7 26(23) 

34 2 53(52) 

24 1 28 

352(339) 10111(10) 503( 481) 

1 2 

4 6 

244(225) 10 7 294(274) 

1 4(3) 1143(1086) 40125(24) 1581(1487) 

( 2個体 ;539・540)，剥片 2点 (537・538)の接合資料である。537→538を剥離して打面調整を行い，下

方向から539→540を剥離している。539・540は稜付き石刃である。B (541)は石刃4点(日2・日4.545・

548)，剥片 5点 (3個体;543・546・547)の接合資料である。上方向から542を剥離後， 543を剥離して

打面調整を行い，上方向から544→545，再び546→547を剥離して打面再生を行い， 548を剥離している。

• C3・171(第110図549) 黒灰色半透明の黒曜石で信州和田峠周辺産と考えられる。石刃 2点(1個体)

で構成される。549は石刃 2点が接合して 1個体となる。表面の右側縁及び裏面の両側縁の一部に刃こぼ

れが見られる。

5 C4・Aブロ ッ ク(第111~113 ・ 199図，第12 ・ 13表，カラー図版13，図版 4 ) 

1 )ブロックの概要

C4-Aブロックは，調査範囲南側のC4-27・28・38・39・48・49グリ ッドに位置する。ブロックの立地

は，南に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点 (台地の縁辺)に位置する。

ブロ ックの規模と形状は，長軸10m，短軸 7mの範囲に20点の石器が散漫な状態で分布する。出土層位

は， vn層から医 c層にかけて， 70cmほどの高低差をも って包含されている(第111・112図)。

ブロ ック は，台形石器 1点，剥片16点，砕片 1点，石核 2点の合計20点で構成される。石器石材は，黒

曜石A17点，頁岩E2点，ホルンフェルス 1点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロ ックでは5母岩を識別した。内訳は，黒曜石A2母岩 CC4-7・8)，頁岩E2母岩 CC4-1・5)， 

-154-
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第111図 C4-Aブロック出土遺物分布(1 )一石器別分布一

第12表 C4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PI' HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

cιI(SHE) l 1 

C4-4(HO) l l 

C4-5(SHE) 1 1 

C4-7(OBA) 10 11 

C4-8(OBA) 3 3 

その他(OBA) 3 3 

合計 1 16 1 2 20 

ホルンフェルス1母岩 (C4-4 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は85%(17/20点)

である。
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第112図 C4-Aブロック出土遺物分布(2 ) 石材別分布一

ホルンフェルス(HO)

合計

• C4・1:灰色 (10Y4/1)の頁岩である。台形石器 1点 (3.6g )の単独資料である。

• C4-4 :自然面及び内部は灰色 (5Y5/1)，新鮮な面は緑黒色 (7.5GY2/1)のホルンフェルスである。

石核 l点 (9.2g)の単独資料である。

• C4・5:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2)，内部は灰色 (5Y5/1)の頁岩である。石核 l点 (2.9g )の単



℃コ
。

1 C4-28-1 
C4-1(SHE) 
TP 

(2/3) 3.6 g 5cm 

第113図 C4-Aブロック出土遺物

3 )出土遺物(第113図)

第2節 第 l文化層

独資料である 0

・C4・7:淡黒色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmほどの淡黄色と

灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。石器群の内

訳は，剥片10点，砕片 1点の合計11点 (4.9g)である。

• C4・8:黒色半透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmほどの黄白色の爽

雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。石器群の内訳は，剥

片 3点 (3.5g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石

の剥片 3点 (0.4g )がある。

1は頁岩による台形石器である。剥片を素材として，両面の両側縁に，末端が蝶番状となる平坦な調整

加工を行っている。図示していないが，その他の剥片についても不定型なものである。

6 D3・Aブロック(第114-120・199図，第14・15表，カラー図版13・20，図版4・7) 

1 )ブロックの概要

D3-A ブロックは，調査範囲ほぽ中央のD3-12 ・ 21 ・ 22 ・ 30~32グリッドに位置する 。ブロックの立地

は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は40mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 9m，短軸 6mの範囲に54点の石器が分布する。出土層位は，刊層から

医 c層にかけて， 60cmほどの高低差をもって包含されている(第114・115図)。

ブロックは，ナイフ形石器5点，石刃26点，剥片21点，石核 2点の合計54点で構成される。石器石材は，

安山岩 1点，流紋岩 1点，頁岩B22点，頁岩E1点，チャート 7点，凝灰岩17点，璃瑠・玉髄5点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは36母岩を識別した。 内訳は，流紋岩 1 母岩 (C3-153) ，頁岩 B12母岩 (C3-84 ・ 87 ・ 93 ~

95・109・110・113・133・134・145・178)，頁岩E1母岩 (C3-179)，チャート 2母岩(C3-161・162)， 

凝灰岩17母岩 (B4-12，C3-4・7・12・13・28・30・37・38・42・48・57・60・64・68・148・152)，璃

瑞・玉髄3母岩(C3-75・81・185)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は94%(51/54点)

である。

• B4-12 :黄灰色 (2.5Y5/1)などの凝灰岩である。母岩の特徴はB4-Cブロックに記したとおりである。

本ブロックでは剥片 1点 (43.2g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がB4-Cブロックに 1点ある 0

・C3・4:にぶい黄褐色 (10YR5/3)などの凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおり

である。本ブロックでは剥片 l点(1.5g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに13

点ある。

• C3・7:暗緑灰色 (7.5GY4/l)の凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである。

本ブロックでは石刃 1点(10.6g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに 7点ある 0

・C3-12:灰色 (7.5Y4/1)などの凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである 。本

ブロックでは剥片 1点 (36.9g )の単独資料であるが， C3-Aブロックの使用痕ある剥片 l点，剥片 1点

の合計 2点と接合している。その他に同一母岩がC3-Aブロックに l点ある。

• C3-13 :灰オリーブ色 (7.5Y5/2)などの凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりで
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ある。本ブロックでは石刃 1点 (5.2g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに 3点

ある。

• C3-28 :灰黄褐色 (10YR5/2)などの凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりであ

る。本ブロックでは石刃 1点 (20.1g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに 2点

ある。

• C3・30:褐灰色 (10YR4/1)の凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである 。本

ブロックでは剥片 l点 (38.8g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに17点ある。

• C3・37:灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (9.3g)の単独資料である。

• C3・38:灰色 (10Y5/1)の凝灰岩である。ナイフ形石器 l点 (5.7g )の単独資料である。

• C3-42 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝灰岩である。ナイフ形石器 1点 (2.4g )の単独資料である。

• C3・48:灰オリーブ色 (5Y6/2)の凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである 。

本ブロックでは石刃 1点 (6.1g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに l点ある 0

・C3・57:内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・灰色 (7.5Y4/1)の地に筋が入札節理は灰褐色 (7.5YR4/2)

の凝灰岩である。石刃 1点 (23.4g )の単独資料である。

• C3-60 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2) ・灰黄色 (2.5Y6/2)，新鮮な面はオリーブ黒色 (10Y3/2)の

凝灰岩である。石刃 l点 (15.6g )の単独資料である。

• C3・64:暗緑灰色 (10GY4/1)の凝灰岩である。石刃 1点 (2.3g )の単独資料である。

• C3・68:自然面は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)，内部はオリーブ黄色 (5Y6/3)の地に灰オリーブ色 (7.5Y5/

2)が混じる凝灰岩である。石刃 1点 (27.3g )の単独資料である。

• C3・75:黄灰色 (2.5Y4/1)などの璃瑠・玉髄である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりであ

る。石器群の内訳は，石刃 3点 (19.9g )である。接合資料は，石刃 2点 (12.3g)である。その他に同

一母岩がC3-Aブロックに 9点ある。

• C3-81 :にぶい褐色 (7.5YR5/3) ・オリーブ灰色 (10Y5/2)の璃瑠・玉髄である。石刃 l点 (0.8g)

の単独資料である。

• C3・84:灰黄褐色 (10YR5/2)などの北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとお

りである。本プロックでは剥片 l点 (3.9g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに

45点ある。

• C3-87 :褐灰色 (7.5YR4/1)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックで記したとおりであ

る。石器群の内訳は，剥片 6点 (84.6g )である。接合資料は，剥片 6点が，C3-Aブロックの剥片 l点

と接合している。

• C3・93:自然面は暗赤褐色 (10R3/2) ・暗灰色 (N3/0)が混じり，内部は灰褐色 (7.5YR4/2) ・暗灰

色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，石刃 3点，石核 1点の合計4点 (258.4g )である。

接合資料は，石刃 3点，石核 1点の合計4点 (258.4g )である。

• C3・94:褐色 (7.5YR4/3)などの北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりで

ある。本ブロックでは石刃 1点 (4.2g )の単独資料であるが， C3-Aブロックの石刃 3点と接合している 0

・C3-95:灰褐色 (7.5YR4/2)などの北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおり

である。本ブロックでは石刃 1点 (27.1g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに
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4点ある 0

・C3・109:褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックで記したとおりであ

る。本ブロックでは石刃 1点(13.1g )の単独資料であるが， C3-Aブロックの石刃 1点と接合している 0

・C3・110:灰黄褐色 (10YR5/2)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりで

ある。本ブロックではナイフ形石器 1点 (3.4g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロッ

クに 6，点ある。

• C3・113:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックで記したとおりである。

石器群の内訳は，石刃 2点(11.8g)である。接合資料は，石刃 l点 (9.8g)が， C3-Aブロックの石刃

5点と接合している。その他に同一母岩がC3-Aブロックに 5点ある。

• C3・133:暗灰色 (N3/0) ・灰褐色 (7.5YR4/2)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (21.1g )の単独資

料である。

• C3・134:褐灰色 (10YR4/1)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (16.9g )の単独資料である。

• C3・145:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2) ・灰黄褐色(10YR4/2)，内部は黒褐色(10YR3/1)の北関

東産頁岩である。剥片 l点 (19.5g )の単独資料である。

• C3・148:灰白色 (5Y7/1)の凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである 。本ブ

ロックでは石刃 1点 (24.2g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに26点ある。

• C3・152:にぶい赤褐色 (5YR4/4)の凝灰岩である。母岩の特徴はC3-Aブロ ックに記したとおりであ

る。本ブロックでは石刃 1点 (9.0g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに 6点あ

る。

• C3・153:褐灰色 (7.5YR5/1)などの流紋岩である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである。

本ブロックでは石刃 l点 (2.3g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに26点ある 0

・C3・161:褐灰色 (10YR5/1)のチャートである。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである。

石器群の内訳は，剥片 3点 (2.5g )である。その他に同一母岩がC3-Aブロックに 1点ある。

• C3・162:自然面はにぶい黄褐色 (10YR5/3)，内部は灰色 (5Y6/1)のチャートである 。石器群の内訳

は，剥片 3点 (3.4g)である。

• C3・178:暗灰色 (N3/0)の北関東産頁岩である。石刃 1点 (2.1g)の単独資料である。

• C3・179:内部は灰黄色 (2.5Y6/2)，新鮮な面は暗オリーブ灰色 (5GY3/1)の頁岩である。ナイフ形石

器 1点 (5.0g )の単独資料である。

• C3・185:浅黄色 (2.5Y7/3)の璃瑠・玉髄である。母岩の特徴はC3-Aブロックに記したとおりである。

本ブロックでは石核 1点 (22.4g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がC3-Aブロックに l点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片 1点 (0.1g )，北関東産頁岩の剥片 1点 (0.7g)，

チャートの剥片 1点(1.2g )がある。

3 )出土遺物(第116・117図)

1 ~ 5はナイフ形石器で， 1 ~ 3は凝灰岩， 4・5は北関東産頁岩 ・頁岩である。石刃を用い， 2を除

いて打面側を基部としている。1の二側縁加工のナイフ形石器を除いて基部加工あるいは部分加工のナイ

フ形石器である。6~18は石刃で， 6 ~14は凝灰岩， 15~ 17は北関東産頁岩， 18は璃瑠 ・玉髄である。8

には石核の側面が残っており， 17は稜付き石刃である。両設打面の石核から剥離されたもの(6・7・13・
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16)と単設打面の石核から剥離されたもの (8~ 12 ・ 14 ・ 15 ・ 17 ) がある 。 平坦打面が多く，頭部調整は

顕著で、ある。また， 10の両側縁に刃こぼれが見られる。19・20は凝灰岩による剥片である。20の末端や左

側縁に見られる浅いノ ッチ状の剥離痕は，人為的なものか偶発的なものか不明で、ある。21は璃瑞 ・玉髄に

よる石核である。角礁から剥離された剥片を用い，末端側を打面として打面調整を行い，石核から小型の

小石刃を剥離している。

第14表 D3-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

Bι12(TU) I 1 

C3-4(TU) 1 1 

C3-7(TU) l 

C3-12(TU) 1 

C3-13(TU) 1 l 

C3-28(TU) l 

C3-30(TU) 1 1 

C3-37(TU) 1 l 

C3-38(TU) 1 

C3-42(TU) 11 

C3-48(TU) 1 

C3-57(TU) l l 

C3-60(TU) 11 

C3-64(TU) 

C3-68(TU) 11 

C3-75(CC) 3 31 

C3-81(CC) 

C3-84(SHB) 11 

C3-87(SHB) 6 6 

C3-93(SHB) 3 41 

C3-94(SHB) l l 

C3-95(SHB) 11 

C3-109(SHB) 1 1 

C3-110(SHB) 1 

C3-113(SHB) 2 2 

C3-133(SHB) 1 1 

C3-134(SHB) l l 

C3-145(SHB) 1 1 

C3-148(TU) l 1 

C3-152(TU) 1 1 

C3-153(RH) 1 

C3-161(CH) 3 3 

C3-162(CH) 3 3 

C3-178(SHB) 1 1 

C3-179(SHE) 1 

C3-185(CC) 1 l 

その他(AN) l 

その他(SHB) 1 

その他(CH) l l 

合計 5 26 21 2 54 

第15表 D3-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(AN) 1 

流紋岩(RH)

頁岩B(SHB) 1 11 9 1 22 

頁岩E(SHE) 1 

チャート (CH) 7 7 

凝灰岩(TU) 3 10 4 17 

璃瑠玉髄(CC) 4 1 5 

合計 5 26 21 2 54 
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第116図 D3-Aブロ ック出土遺物 (1 ) 
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第117図 D3-Aブロ ック 出土遺物 (2 ) 
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4 )接合資料とその関連資料(第118~120図)

• C3・87(第118図) 褐灰色 (7.5YR4/1)の北関東産頁岩である。剥片 6点で構成される。22は剥片 6

点 ( 23~ 25 ・ 27~ 29 ) ， C3-Aブロ ックの剥片 1点 (26)の接合資料である 。上方向から23→下方向から

24・25→左方向26→下方向から27→右方向から28→下方向から29の順に，石核の周縁を移動しながら求心

的な剥離作業を行って，不定型な剥片を剥離している。なお， 24・25は剥離時の同時欠損である。本ブロ ッ

回日
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クは石刃の生産に関係する資料が主体であることから，本母岩についても大型の石刃石核の打面調整に伴

う剥片の可能性がある。

• C3・93(第119図) 灰褐色 (7.5YR4/2)などの北関東産頁岩である。石刃 3点，石核 1点の合計 4点

で構成される。30は石刃 3点 (31~33) ，石核 1 点 (34) の接合資料である 。 亜角離を素材とした両設打

面の石核の上方向から31→32→下方向から33を剥離している。31・32は上半部が欠損している。33の左側

30 31-34 
C3-93A(SHB) 
258.4 g 

ld白

C::Zs三三b

2D~巴

ζ二〉 32D3-224
C3-93A(SH B) 

--==--・ 31 03-22-8 
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BL 
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BL 

0.8 g 

。

34 03-21-13 
C3-93A(SH自)
CO 
245.1 g 

(2/3) 

9.7 g 

10cm 

第119図 D3-Aブロ ック出土遺物 (4 ) 
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縁には刃こぼれが見られる。石刃の生産に関係する母岩である。

• C3・109(第120図) 褐灰色 (5YR4/1)の北関東産頁岩である 。本ブロックでは石刃 l点の単独資料

である。35は石刃 2点 (36・37)の接合資料である。打面調整が顕著で、ある。なお， 36はC3-Aブロック

から出土している。
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第120図 D3-Aブロ ック 出土遺物(5 ) 

7 C2・Bブロック(第121~123 ・ 199図，第16 ・ 17表，カラー図版13，図版 2 ) 

1 )ブロックの概要

C2-Bブロックは，調査範囲北側のC2-29・39，D2-30グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の

ほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に13点の石器が分布する。出土層位は，四層から医 c層にか

けて， 60cmほどの高低差をもって包含されている(第121・122図)。

ブロックは，剥片13点で構成される。石器石材は，安山岩 1点，頁岩A3点，頁岩B4点，頁岩E1点，

凝灰岩4点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4母岩を識別した。内訳は，頁岩A1母岩 (C2-1)，頁岩B1母岩 (C2-2)，頁岩E

1母岩 (C2-4 )，凝灰岩 1母岩 (C2-3 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は92% (12 

/13，点)である。

• C2・1:黒褐色 (10YR2/2) ・灰黄褐色(lOYR4/2)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点

(6.5 g )である。

• C2・2:灰白色 (5Y7/2) ・灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4

点 (6.3g )である。

• C2・3:暗緑灰色 (7.5GY4/l)の地に爽雑物が入る凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (4.9g)
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第122図 C2-Bブロック出土遺物分布(2 ) 石材別分布一
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第 2節第 1文化層

である 0

・C2・4:黄灰色 (2.5Y5/1) ・にぶい褐色 (7.5YR5/4)の北関東産頁岩である。剥片 1点 (2.8g )の単

独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片 1点 (3.8g )がある。

3 )出土遺物(第123図)

1は東北産頁岩による剥片である。2は頁岩による剥片である。両面にクレーター状の小剥落が見られ

る。図示しなかったその他の剥片も小型で不定型なものである。

題ζ三3
9関さき》ζ三三3

。 (2/3) 

1 C2-29-6 
C2-1(SHA) 
FL 
4.9g 

10cm 

第123図 C2-Bブロック出土遺物

第16表 C2-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS 

C2-1(SHA) 

C2-2(SHB) 

C2-3(TU) 

C2-4(SHE) 

その他(AN)

合計

第17表 C2-Bブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS 

安山岩(AN)

頁岩A(SHA)

頁岩B(SHB)

頁岩E(SHE)

凝灰岩(TU)

合計

8 D2・Aブロック(第124~126 ・ 199図，第18 ・ 19表，カラー図版13)

1 )ブロックの概要

~~~ 
ζごこと』

FL CH 

3 

4 

4 

1 

13 

FL CH 

l 

3 

4 

1 

4 

13 

CO 

co 

2 C2-29-5 
C2-4(SHE) 
FL 
2.8g 

SM SP MB MC 

SM SP MB MC 

合計

3 

4 

4 

1 

13 

合計

3 

4 

1 

4 

13 

D2-Aブロックは，調査範囲北側のD2-76グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部

で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は50mである。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に 7点の石器が分布する。出土層位は，四層から医 a層にか

けて， 40cmほどの高低差をもって包含されている(第124・125図)。

ブロックは，剥片6点，石核 1点の合計7点で構成される。石器石材は，頁岩D4点，チャート 1点，

凝灰岩 2点である。

-169-



第 2章旧石器時代

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3母岩を識別した。内訳は，頁岩D1母岩 (D2-1 )，チャート l母岩 (D2-3 )，凝灰

岩 l母岩 (D2-2 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は86%(617点)である。

• D2・1:褐灰色(lOYR4/l) ・暗灰黄色 (2.5Y4/2)の硬質綴密な頁岩である 。石器群の内訳は，剥片

3点，石核 1点の合計4点(l2.7g)である。

• D2-2 :灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の凝灰岩である。剥片 1点 (3.5g )の単独資料である。

• D2・3:灰色 (7.5Y4/1)・にぶい黄樟色 (10YR6/4)のチャートである 。剥片 1点 (2.4g) の単独資

料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，凝灰岩の剥片 1点 (O.9g)がある。
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IXc 庇c
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Xb Xb 
一一一ー回目)()m 一一一閃α旧m

第124図 D2-Aブロック出土遺物分布 (1 ) 
一石器別分布

第125図 D2-Aブロック出土遺物分布(2 ) 
一石材別分布一

匂

ど=二二二〉 1 02-16-7 
02-3(CH) 
FL 
2.4 g 2 02-76-3 

02-1(SHO) 
CO 
10.4g 。 (2/3) tOcm 

第126図 D2-Aブロック出土遺物
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第 2節 第 l文化層

第18表 D2-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

D2-1(SHD) 3 1 4 

D2-2(TU) 1 l 

D2-3(CH) 1 

その他(TU) 1 

合計 6 1 7 

第19表 D2-Aブロ ック石材別石器組成

石材

頁岩D(SHD)

チャー ト(CH)

凝灰岩(TU)

合計

3 )出土遺物(第126図)

1はチャートによる不定型な剥片である。2は硬質鍛密な頁岩による石核である。剥片を用い，主に素

材の末端部を打面として小石刃状の縦長剥片を剥離している。図示しなかったその他の剥片は不定型なも

のである。

9 D3・Bブロック(第127~129 ・ 199図，第20 ・ 21表，カラー図版13，図版 7 ) 

1 )ブロ ックの概要

D3-Bブロ ックは，調査範囲ほぽ中央のD3-39・49グリ ッドに位置する。ブロ ックの立地は，台地のほ

ぼ中央部で，傾斜変換点 (台地の縁辺)までの距離は60mである。

ブロックの規模と形状は， 長軸 2m，短軸 1mの範囲に 4点の石器が散漫に分布する。出土層位は.W

層から医 a層にかけて， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第127・128図)。

ブロ ックは，加工痕ある剥片 1点，台石 1点，剥片 2点の合計4点で構成される。石器石材は，安山岩

1点，頁岩C1点，頁岩E1点，砂岩 1点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロ ックでは 4母岩を識別した。内訳は，安山岩 1母岩 (D3-3 )，頁岩C1母岩 (D3-1)，頁岩E

1母岩 (D3-2)，砂岩 1母岩 (D3-4 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(4/4 

点)である。

• D3・1:黄褐色 (2_5Y5/3)・オリーブ褐色 (2_5Y4/6)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (1.1g )の単

独資料である。

• D3・2:浅黄色 (2.5Y7/4)の頁岩である。加工痕ある剥片 1点 (1.4g)の単独資料である 0

・D3・3:褐灰色 (10YR5/1)の安山岩である。剥片 1点 (6_7g )の単独資料である。

• D3・4:自然面は黄褐色 (2.5Y5/4)，内部は黄褐色 (2_5Y5/3)の砂岩である。台石 1点 (1，930.9g) 

の単独資料である。

3 )出土遺物(第129図)

1は頁岩による加工痕ある剥片である。末端と左側面が欠損している。左側縁上部に細かい剥離痕が見

られるが，剥離時ないし欠損時に生じた可能性もある。また，図示していないが，台石は長さ15_6cm，幅

10.5cm，厚さ8_1cm，重量1，930_9gで， 1/4ほど欠損している。一部，表面が剥落している箇所もあるが，

ワー
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第128図 D3-Bブロ ック 出土遺物分布 (2 ) 
一石材別分布一

~~e-匂 1
~ミF

D3-49ー1
D3-2(SHB) 
RF 
1.4 g 

。 (2/3) 5cm 

第129図 D3-Bブロ ック 出土遺物

第20表 D3-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX pr HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

D3.1(SHC) l 

D3.2(SHE) l l 

D3.3(AN) l l 

D3.4(SA) l 

合計 l l 2 4 

第21表 D3-Bブロ ック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX pr HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(AN)

頁岩C(SHC)

頁岩E(SHE) l 

砂岩(SA) 1 

合計 2 4 
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第 1文化層第 2節

明瞭な敵打痕は見られなかった。被熱の痕跡がないことや他に磯群が検出されなかったことから，台石と

考えた。図版に出土状況を掲載した。

(第130・131・199図，第22・23表)D4-Cブロック10 

1 )ブロックの概要

南に舌状

に伸びる台地の縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m，短軸 2mの楕円形の範囲に 7点の石器が散漫に分布する。出土層

刊層から医 c層にかけてで， 60cmほどの高低差をもって包含されている(第130・131図)。第4文

D4-Cブロックは，調査範囲南側のD4-62・72・73グリッドに位置する。ブロックの立地は，

位は，

化層のD4-Bブロ ックが近接しているが，平面分布 ・垂直分布・石材等に相違があり，ブロ ックを分けた。

ブロックは，剥片 7点で構成される。石器石材は，黒曜石A3点，黒曜石B2点，黒曜石G2点である。

2 )母岩の特徴と内容

である。母岩識別した石器の石

器総数に対する割合は43%(3/7点)である。

• D4・1:漆黒色不透明の黒曜石である。~ 1 mmほどの灰色と淡桂色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と

考えられる。石器群の内訳は，長さ 1cm~2cm，幅 1 cmの不定型な剥片 3点 (4.6g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片 2点 (0.7g)，産地不明の黒曜

本ブロックでは l母岩を識別した。内訳は，黒曜石A1母岩 (D4-1)

石の剥片 2点 (0.5g )がある。
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D4-Cブロック母岩別石器組成第22表

母岩番号

D4-1(OBA) 

その他(OBB)

その他(OBG)

合計

D4-Cブロック石材別石器組成
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石材

黒曜石A(OBA)

黒曜石B(OBB)

黒曜石G(OBG)

合計



第 2節第 1文化層

11 ブロック外(第132・133図，カラー図版13，図版 4) 

ここでは第 1文化層のブロックを形成していないグリッド単独(2点以下)出土の遺物について記述す

る。

lは灰オリ ブ色 (5Y4/2) ・灰オリーブ色 (7.5Y5/3) ・灰色 (N4/0)が混じる硬質綴密な頁岩によ

る剥片である。D1-61グリッドのVII層~医 a層から出土した。2は自然面はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)，内

部は灰色(lOY4/1) ・黄褐色(lOYR5/6) ・灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の硬質綴密な頁岩による石核であ

る。不定型な剥片を素材として，正面の上部から小型で不定型な剥片を剥離している。裏面の右側縁に細

かい剥離痕が見られるが，調整加工の可能性がある。あるいは石核を転用した削器かもしれない。D1-61

グリッドの医 c層から出土した。3は内部は灰色 (7.5Y4/1) ・灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の地ににぶい

黄褐色(lOYR4/3)が部分的に混じり，新鮮な面はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)の凝灰岩による石刃である。

A 酔 ¥
→天間 →E同 イE同 t問。 2+ 

C2-Bブロック

3 

ζフ
。

02-Aブロック

→五同 →言問 世間 十

山。町三町【

図四7 a 
03-A 7 D .， ? '" 03-Bブロック

C3-85A 
C3-Aブロックへ

一同 ¥ オE州 一同 -10同 ート。 ¥) 
C4-Aブロッヲ 。

04-Cブロック

4吉岡 -io5-∞ + 
• B L 

• F L 

。CO

。 ( 1/1000) 40m 

A5-Aブロック

第132図 第1文化層ブロック外出土遺物分布
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第133図 第 1文化層ブロ ック外出土遺物
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打面調整及び頭部調整が顕著で、，両設打面の石核から剥離されている。C2-68グリッドのVII層~医 a層か

ら出土した。4は自然面は黄褐色 (2.5Y5/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)のホルンフェルスによる石

刃状の剥片である。B4-30グリッドの四層~医a層から出土した。5は自然面及び内部は灰色 (7.5Y4/1)，

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスによる石核である。不定型な剥片を素材として，交互剥離

と求心的な剥離によって小型で不定型な剥片を剥離している。A4-85グリ ッドのIXc層から出土した。 6

は淡黄色 (2.5Y8/4) ・灰白色 (5Y8/1)の流紋岩による石核である。剥片を素材として，平坦打面から

頭部調整を行いながら，石刃を剥離している。B3-76グリッドのVII層~医a層から出土した。

12 土坑

233号土坑(第134図，図版 5) 

台地のほぼ中央部のD3-44グリ ッドで，長軸65cm，短軸55cm，深さ 5cmの楕円形の土坑を 1基検出した。

検出面は，第 2黒色帯下部の医 a層上部から中部と思われるが，本来の掘り込み面は，不明で、ある 。D3-

A ブロックが近接し，隣接するD3-43グリッドの四層~IXa 層からは ， C3-Aブロックの遺物と接合する

剥片が単独で、出土しているが，土坑内では遺物は発見されていない。撹乱が激しく，人為的に掘り込まれ

たのかどうかは不明である。
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第134図 233号土坑

13 炭化物集中地点(第135・136図，図版5・6) 

本遺跡では立川ローム層第 2黒色帯(刊層~医 c層)中で，炭化物が集中して16か所発見された。成因

については，人為的か自然的要因か未だに確定していないという問題があるが，これらの炭化物の集中分

布に対して，炭化物集中地点 (C-1 ~ C-16) と呼称し，記載した。 この内， C -15とC-16は平面的な分

布状況は不明で、あるが，その分布状況には一定の傾向が見られる。①単独出土の石器も含めた石器群との

関係では，全体が重複するものが6か所 (C-7 ・ 10 ・ 11 ・ 13~15)，一部が重複するものが 4か所 (C-

3・6・8・12)，近接するものが4か所 (C-2・4・5・9)，4 m以上離れるものが 1か所 (C-1 ) 

で，概ね石器群の分布と重なる。②全体の分布状況は，若干南北に偏る傾向は見られるが，概ね台地全体

に広がる 。 ③個々の分布状況は，長径 4m~8m，短径 2m~4mの規模で，深さは0.3m~ 1. 2m とぱら

つきがあるが，概ね医 a層を中心として0.4mほどに収まる。分布密度は， A 全体的に散漫に広がるも

の5か所 (C-3・4・6・8・11)，B ;散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示すもの 9か所(C-

1 ・ 2 ・ 5 ・ 7 ・ 9 ・ 10 ・ 12~14)の2種類に分けられる。
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第 2節旧石器時代

第 3節第2文化層

第2文化層は，立川ローム層ハードローム最上層 (N.V層)を中心に包含されている石器群である。

A4-A， A5-B・C. D， B4-A. B， C4-Bブロックの 7か所が該当する 。C4-Bブロックを除いてこれ

らのブロック間には接合関係や母岩の共有関係がある。武蔵野台地のV層ないしW層下部の石器群に相当

すると考えられるが，礁はA5-D，C4-Bブロ ックを除いて，ほとんどあるいは全く伴わない。

1 A4・Aブロック(第137~143 ・ 200図，第24 ・ 25表，カラー図版14 ・ 20，図版 6 ・ 7 ) 

1 )ブロックの概要

A4-Aブロックは，調査範囲南側のA4-78・79・88・89・97・98，B4-70グリッドに位置する。ブロック

の立地は，南に舌状に伸びる台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸13m，短軸 4mの範囲に117点の石器が分布する。出土層位は， N. V 

層下部を中心にE層から羽層にかけて. 70cmほどの高低差をもって包含されている(第137・138図)。

ブロックは，ナイフ形石器2点，掻器1点，加工痕ある剥片 3点(2個体)，使用痕ある剥片 1点，剥

片103点 (102個体)，砕片 2点，石核 5点の合計117点(115個体)で構成される。石器石材は，黒曜石A

2点，黒曜石E2点，黒曜石G10点，軟質の安山岩 2点，頁岩B57点 (55個体)，頁岩C1点，頁岩E8 

点，チャート 2点，璃瑠・玉髄33点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは10母岩を識別した。内訳は，黒曜石E1母岩 (A4-11)，軟質の安山岩 1母岩 (A4-9)， 

頁岩B3母岩 (A4-1~ 3 )，頁岩C1母岩 (A4-5)，頁岩E1母岩 (A4-7)，チャート 1母岩 (A4-6 )， 

璃瑠・玉髄 2母岩 (A4-13・14)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は84%(98/117点)

である。

• A4・1:自然面はにぶい黄櫨色 (10YR6/4) ・浅黄色 (2.5Y7/4). 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)の地

に明褐色 (7.5YR5/6)の縞，明黄褐色 (lOYR6/6)の砂質部，明赤褐色 (5YR5/6)が部分的に混じる

北関東産頁岩である。石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，加工痕ある剥片 3点(2個体)，剥片48点

(47個体)の合計52点 (50個体;357.6g)である。接合資料は，ナイフ形石器 1点，加工痕ある剥片 3点

( 2個体)，剥片23点 (22個体)の合計27点 (25個体;283.6 g )である。

• A4・2:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，内部はにぶい黄櫨色 (10YR6/3)，新鮮な面は褐灰色 (5YR4

11)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4点(17.9g)である。

• A4・3:自然面は灰褐色 (5YR4/2)，内部は浅黄色 (2.5Y7/4) ・にぶい赤褐色 (2.5YR4/4)の北関東

産頁岩である。剥片 1点(14.9g )の単独資料である。

• A4・5:黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (15.3g)の単独資料である 0

・A4・6:暗緑灰色 (7.5GY4/1)のチャートである。石核 1点(19.4g )の単独資料である。

• A4・7:自然面はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)の地に黒色の粒，筋が入り，内部はにぶい赤褐色 (7.5R4

13)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4点，石核 2点の合計6点 (25.4g )である。接合資料は， 2 

グループあり， Aは剥片 1点，石核 l点，合計 2点 (7.9g)， Bは剥片 1点，石核 1点の合計 2点 (7.4

g)の接合である。その他に同一母岩がB4-Bブロックに 2点ある。

• A4・9:自然面及び内部は灰色 (7.5Y6/1)の地に灰白色 (2.5Y8/2)の斑が入る軟質の安山岩である。

石器群の内訳は，剥片 2点 (32.8g)である。接合資料は，剥片 2点 (32.8g)である。小型で扇平な楕
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第 3節第2文化層

円礁を素材とした剥片が接合している。

• A4-11 :自然面は黒色・黒灰色，スリガラス状で，内部は黒色でやや半透明な地に黒灰色の縞・モヤが

入る黒曜石である。伊豆半島周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点(12.1g )である。

• A4・13:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/3)の地に黒色の粒が入札内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑞・玉

髄である。石器群の内訳は，掻器 1点，使用痕ある剥片 1点，剥片22点，砕片 1点，石核 2点の合計27点

(260.2g)である。接合資料は，剥片 1点，石核 l点の合計2点 (51.3g)である。

• A4・14:にぶい黄櫨色 (10YR6/4)の地に明褐色 (7.5YR5/8) ・淡黄色 (2.5Y8/4)が混じる璃瑠・玉

髄である。石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，剥片 1点の合計2点 (14.7g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石の剥片 2点 (6.1g)，産地不明の黒曜石

の剥片 9点 (8.2g)，剥片 1点 (0.1g )，頁岩の剥片 2点 (2.3g)，チャートの剥片 1点 (4.2g)，璃瑠・

玉髄の剥片 4点 (17.0g)がある。

3 )出土遺物(第139図)

1は璃瑠・玉髄によるナイフ形石器である。横長剥片を素材として，両側縁に急角度の調整加工を行っ

て切出形に仕上げている 。 2 ~ 4 は同一母岩の璃瑠・玉髄による石器である 。 2 は掻器である 。 縦長剥片

の末端に急角度の調整加工を行っている。3は使用痕ある剥片である。裏面右側縁に刃こぼれが見られる。

末端の微細な剥離痕は偶発的なものと思われる。4は石核である。表面の一部にポジテイブ百剥離面が残っ

ており，剥片を素材として，求心的な剥離作業を行っている。左側面は石核の底面と考えられる。5は北

関東産の頁岩による剥片， 6は嶺岡産頁岩による剥片である。7は伊豆半島周辺産の黒曜石による剥片で

ある。上面及び右側面が欠損しており，前者については意図的な切断の可能性がある。8はチャートによ

る石核である。打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離しており，最終的には上面を打面と

して，小型の剥片を剥離して，作業を終了している。

4 )接合資料とその関連資料(第140~143図)

• A4・1 (第140~143図) にぶい黄色 (2.5Y6/3)の北関東産頁岩である。ナイフ形石器 1点，加工痕

ある剥片 3点(2個体)，剥片48点 (47個体)の合計52点 (50個体)で構成される。 9はナイフ形石器 l

点 (19)，加工痕ある剥片 3点 (2個体;18・22)，剥片23点 (22個体;1O~ 17 ・ 20 ・ 21 ・ 23~26 ・ 28~35)

の接合資料である。9の正面図を基準に剥離作業の行程をみると，左方向から10→上方向から11→左方向

から 12→上方向から 13~19→左方向から 20→上方向から21 ~23→左方向から 24→25→上方向から 26→下方

向から 28→ほぼ下方向から29~35の順に，不定型な剥片を剥離している 。 こうして得られた剥片の中から，

19は打面側を基部として， 二側縁に細かい調整加工を行ってナイフ形石器に仕上げている。また， 18は右

側縁下部に細かい調整加工を行っている。22は右側縁上部にノッチ状の調整加工を行っているが，この調

整加工により 2つに欠損したものと考えられる。36・37は接合しなかった同一母岩の剥片である。表面に

自然面を残す。これらのことから，比較的大型の礁を素材として， 90度の打面転移を行いながら，不定型

な剥片を剥離した後，石核は他地点へ持ち出して引き続き剥離作業を行ったものと考えられる。
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第 2節旧石器時代
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第 2節 旧石器時代
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第141図 A4-Aブロ ック出土遺物 (3 ) 
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:)ζや 23
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第142図 A4-Aブロック出土遺物(4 ) 

-187-



第2節旧石器時代
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第143図 A4-Aブロ ック 出土遺物 (5 ) 

第24表 A4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL 

A4-1(SHB) l 3(2) 48(47) 

A4-2(SHB) 4 

A4-3(SHB) 

A4-5(SHC) l 

A4-6(CH) 

A4-7(SHE) 4 

A4-9(TO) 2 

A4-11(OBE) 2 

A4-13(CC) l 1 22 

A4-14(CC) l 

その他(OBA) 2 

その他(OBG) 9 

その他(SHE) 2 

その他(CH) l 

その他(CC) 4 

」一一合計 2 l 3(2) l 103(102) 

一 188

てごミ:

(2/3) 

CH CO SM 

l 

2 

l 2 

l 

2 5 

4.1 g 

〈込

36 A4-98-26 
A4ーl(SHB)
FL 
9.5g 

。ご?

37 A4-79-50 
A4-1(SHB) 
FL 
27.2 g 

10cm 

SP MB MC 合計

52(50) 

4 

1 

I 

l 

6 

2 

2 

27 

2 

2 

10 

2 

l 

4 

117(115) 



第 3節第 2文化層

第25表 A4-Aブロ ック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石A(OBA) 2 

黒曜石E(OBE) 2 

黒曜石G(OBG) 9 

安山岩(TO) 2 

頁岩B(SHB) 3(2) 53(52) 

頁岩C(SHC) l 

頁岩E(SHE) 6 2 

チャート (CH)

薦瑠玉髄(CC) 1 1 l 27 l 2 

合計 2 3(2) 1 103( 102) 2 5 

2 A5・Bブロック(第144~146 ・ 200図，第26~28表，カラー図版14 ・ 20，図版 6 ) 

1 )ブロックの概要

2 

2 

10 

2 

57(55) 

1 

8 

2 

33 

117(115) 

A5-Bブロックは，調査範囲南側のA5-06. 07・17グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に舌状

に伸びる台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 4mの範囲に24点の石器・礁が分布する。出土層位は. N. 

V層下部を中心に50cmほどの高低差をもって包含されている(第144・145図)。

ブロックは，削器 1点，剥片17点，砕片 1点，石核 2点，喋 3点の合計24点で構成される。石器石材は，

黒曜石A1点，黒曜石E2点，黒曜石G2点，頁岩B5点，チャート 3点，璃瑠・玉髄8点である。喋石

材は，チャート l点(1母岩;185.8 g)，砂岩 1点(1母岩;6.6 g )，不明 1点 (1母岩;900.1 g )で，

識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，黒曜石E1母岩 (A5-149)，頁岩B2母岩 (A5-147，B4-

3 )，チャート 1母岩 (A5-40)，璃瑠・玉髄 1母岩 (A5-148)である。母岩識別した石器の石器総数に対

する割合は76%(16/21点)である。

• A5・40:自然面は暗灰色 (N3/0)，内部は暗緑灰色(10GY3/1)の地に暗赤褐色 (10R3/3)が部分的に

混じり，節理は褐灰色(10YR4//1)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計 3

点(18.9g )である。その他に同一母岩がA5-Cブロックに31点ある。

• A5・147:自然面は暗褐色 (7.5YR3/4)，内部はにぶい黄桂色 (10YR6/4) ・明褐色 (7.5YR5/6) の北

関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (28.1g)である。接合資料は，剥片 3点の合計3点 (25.

7 g )である。

• A5・148:自然面は灰白色 (2.5Y8/1)，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑞・玉髄である。石器群の内訳は，

剥片 6点 (37.1g )である。

• A5・149:自然面は黒灰色，スリガラス状で，内部は灰色と黒灰色が多数縞状に入る不透明な黒曜石で

ある。併1mmほどの黄白色の爽雑物を含む。伊豆半島周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 1点，

石核 1点の合計 2点 (16.4g )である。その他に同一母岩がA5-Dプロックに 1点ある。

• B4・3:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/4)，内部はにぶい黄櫨色(10YR6/3) ・灰黄褐色 (10YR5/2) の

地に黒色の粒が入札節理は黄褐色 (10YR5/6)，新鮮な面はオリーブ黒色 (5Y3/1)の北関東産頁岩で

ある。本ブロックでは，剥片 1点 (18.7g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がA5・Cブロックに

2，点， B4-Bブロックに 2，点ある。

-189-



ω 
* 

9 

→A5-16 
- -HV17 . . . 

• 7 . . 
* 8 2 

. . 

司
3 

. 
'惨

第 2節旧石器時代

A 

。SS

• F L 
• CH 

ロ CO

* P E 

£ヨむ

。OBA

。OBE

・OBG

合 SHB

• CH 

・CC
$磯

主 27

。 (1/80) 4m 

n，品干円円亡三寸 ・a

一一一皿枠 内 守・'・
HよJ..l 111 1Jぺ ~・・
[._._'~'_'_'_'~'~" 1!It.. . ・守......... . rI'Y li町 長 ; 記2・ F 

¥1 t戸.... ~ ._~VI 

IX. ι:'. ~;:.' ;:.';，.: .:. :.1 

ロ 1"，，，，，，，，，.1 日間m
山川1)J111111皿
k.lV .....l!I.A rI'Y 
ド中長々“ー守ゐ品~VI

vιγuιγ'/:1 ¥1 r. ...................1 IX. 

' ー一一回目10m

第144図 A5-Bブロック出土遺物分布(1 )一石器別分布一

'惨
A 

圃
圃

. . 

. 
ヨド

@ 

主27

。 (1/80) 4m 

h

H

 

a
F
.
 関川

E

E

V

咽
匝

一
N

。1.""""，，1 一一一同町田m
目以 LlJUI皿
[肱r 百}jrI.Y 
k;;μ~VI 

P有台村:::::ヲ)¥1r .................i IX. 

' 一一一一53回目m

第145図 A5-Bブロック出土遺物分布(2 )一石材別分布一

-190一

E
虫
出

gi---

E
R
-
Z
I
l
-
-

ロ

. ，降

. 
• • ••• • 
..，主

. 
・も

-勢
。

E
R冨
苫
I
ll
-

E
盟
国

g
I
l
-
-

。*

4院

• • . . . 
4院

・〉

-・. ， 

b'

様。



第3節第2文化層

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石の削器 1点 (4.2g)，産地不明の黒曜石

の剥片 l点，砕片 1点の合計2点(lO.8g)，璃瑠・玉髄の剥片 2点 (7.2g)がある。

3 )出土遺物(第146図1~ 5) 

1は栃木県高原山産の黒曜石による削器である。切断剥片を用い，右側縁に急角度の調整加工を行って

いる。 2はチャートによる不定型な剥片である。図示していないが，同一母岩の石核は加工痕ある剥片の

可能性もある。 3・4は同一母岩の璃瑠・玉髄による不定型な剥片である。 5は伊立半島周辺産の黒曜石

による石核である。剥片を素材として不定型な剥片を剥離している。

砂岩とチャートの礁は赤化している。石材不明の礁は，破損しているが，閃緑岩による台石の可能性も

ある。

4 )接合資料とその関連資料(第146図6~ 9) 

• A5・147(第146図6~ 9) にぶい黄櫨色(lOYR6/4)の北関東産頁岩である。剥片 4点で構成される。

6は剥片 3点(7~ 9)の接合資料である。右方向から比較的大型の剥片を剥離した後， 90度打面転移し

て上方向から 7→ 8，また90度打面転移して右方向から数枚の不定型な剥片を剥離した後， 9を継続して

いる。右側面は90度打面転移した際の旧打面と考えられる。なお，右側面の自然面は，節理の可能性もあ

る。

第26表 A5-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A5-40(CH) 2 3 

A5-147(SHB) 4 4 

A5-148(CC) 6 6 

A5-149(OBE) 1 2 

B4-3(SHB) 11 

その他(OBA) l l 

その他(OBG) 2 

その他(CC) 2 2 

合計 17 1 2 21 

第27表 A5-Bブロック石材別石器組成

石 キt KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石A(OBA) l 

黒曜石E(OBE) 1 1 2 

黒曜石G(OBG) 1 l 2 

頁岩B(SHB) 5 5 

チャート (CH) 2 3 

五馬E曲 玉髄(CC) 8 8 

合計
ーー町」ーーー咽

l 17 l 2 21 

第28表 A5-Bブロック磯組成

石材

チャート (CH)

砂岩(SA)

不明(UK)

合計

Q
d
 



第 2節旧石器時代

4.2 g 

~ 

どフ 3 A5-17-8 
A5ー148(CC)
FL 
8.6g 

ザマ 5

延E

。-ø~通
て二〉 7 A5-17-3 

A5-147A(SHB) 
FL 
1.6 g 

6 7-9 
A5-147A(SHB) 
25.7 g 

。

ζ二三〉

Ag 

A5-7-1 
A5ー149(OBE)
CO 
10.7 g 

くこコ

cゴ
(2/3) 

第146図 A5-Bブロ ック 出土遺物
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2 A5-17-12 
A5-40(CH) 
FL 
5.0 g 

O 

4 A5-7-6 
A5-148(CC) 
FL 
23.6g 

8 A5-17-5 
A5-147A(SHB) 
FL 
6.1 g 

9 A5-7-5 
A5-147A(SH B) 
FL 
18.0g 

10cm 



3 A5・Cブロック(第147~150 ・ 200図，第29 ・ 30表，カラー図版14 ・ 15 ・ 20)

1 )ブロックの概要

第 3節 第2文化層

A5-C ブロックは，調査範囲南側のA5-13~15・23・24・34グリッドに位置する 。ブロックの立地は，

南に舌状に伸びる台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 9m，短軸 6mの範囲に102点の石器が分布する。出土層位は， N. V 

層下部を中心に60cmほどの高低差をもって包含されている(第147・148図)。第 1文化層のA5-Aブロッ

クと重複しているが，石器群の内容・出土層位等に相違があり，ブロックを分けた。

ブロックは，ナイフ形石器3点，削器l点，加工痕ある剥片 5点，使用痕ある剥片 1点，敵石 1点，剥

片74点 (71個体)，砕片 6点，石核11点(10個体)の合計102点 (98個体)で構成される。石器石材は，黒

曜石A8点，安山岩 1点，流紋岩 1点，頁岩B2点，頁岩C1点，頁岩E1点，チャート62点 (59個体)， 

ホルンフェルス 1点，璃瑠・玉髄25点 (24個体)である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 8母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (A5-111)，流紋岩 l母岩 (A5-36)，頁岩B

1母岩 (B4-3 )，チャート 3母岩 (A5-40・123・140)，璃瑠・玉髄 2母岩 (A5-2・143)である 。母岩

識別した石器の石器総数に対する割合は58%(59/102点)である。

• A5・2:自然面が暗赤褐色 (5YR3/3)，内部がにぶい黄桂色 (10YR7/3) ・灰白色(10YR8/1)が混じ

る資料，内部が灰白色 (5Y7/1)の地に灰白色 (7.5Y8/1)が混じる資料，灰白色 (5Y8/2)の資料など

母岩内での変異の大きい璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片 5点，石核 7点(6個体)の合計12点

(11個体;422.0 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは石核 2点(1個体;92.3 g )， Bは剥片

1点，石核 1点の合計 2点 (24.2g)， Cは剥片 1点，石核 1点の合計2点 (45.4g)である。

• A5・36:自然面がにぶい黄櫨色(10YR6/4)の地に黒色の粒が入り，内部が灰白色 (2.5Y8112)の流紋

岩である。石核 1点 (88.0g )の単独資料である。

• A5-40 :暗緑灰色 (10GY3/1)のチャートである。母岩の特徴はA5-Bに記したとおりである 。石器群

の内訳は，ナイフ形石器 1点，加工痕ある剥片 5点，剥片24点 (21個体)，石核 1点の合計31点 (28個体;

81.8g)である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 4点 (1個体 ;19.5g)，Bは剥片 1点，石核

1点の合計2点 (9.3g )である。その他に同一母岩がA5-Bブロックに 3点ある。

• A5・111:自然面が浅黄色 (2.5Y7/4)の地に黒色の粒が入る安山岩である。敵石 1点 (287.2g )の単独

資料である。

• A5・123:自然面はオリーブ黒色 (5Y3/1)，内部は暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)の地に黒色の筋が入る

チャートである。石器群の内訳は，剥片 2点 (2.6g )である。

• A5・140:自然面はにぶい赤褐色 (5YR4/4)，内部は灰色 (10Y4/1)，節理は黄灰色 (2.5Y4/1)のチャー

トである。剥片 1点 (2.6g )の単独資料である。

• A5・143:浅黄色 (2.5Y7/4) ・灰白色 (2.5Y8/2)の璃瑞・玉髄である。石器群の内訳は，ナイフ形石

器2点，使用痕ある剥片 1点，剥片 5点，石核 1点の合計9点 (70.5g )である。

• B4・3:にぶい黄櫨色(10YR6/3)などの北関東産頁岩である。石器群の内訳は，削器 1点，剥片 1点

の合計 2点 (43.8g)である。その他に同一母岩がA5-Bブロックに 1点， B4-Bブロックに 2点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃木県高原山産の黒曜石の剥片 3点，砕片 5点の合計 8点(2.8 
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第 2文化層第 3節

チャートの剥片26点，砕片 2点の合計g )，嶺岡産頁岩の石核 l点(17.5g)，頁岩の剥片 1点 (5.0g)，

ホルンフェルスの剥片 1点 (O.4g)，璃瑠・玉髄の剥片 4点(1.4g )がある。28点 (7.4g )， 

3 )出土遺物(第149図，第150図13)

1は不定型な剥片の1・2はナイフ形石器である。1~4 は同一母岩の璃瑠・玉髄による石器である 。

2は横長剥片を素材として，先打面側を基部として，両側縁の下半部に急角度の調整加工を行っている。

3は

4は石核であ

端部を除いてほぼ全周に細かい調整加工を行っている。裏面左側縁の上部には刃こぼれが見られる。

使用痕ある剥片である。不定型な剥片を素材として，末端と右側縁に刃こぼれが見られる。

る。小型の喋を素材として，打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。5 ~ 10は同

5はナイフ型石器である。横長剥片を素材として，右側縁の先端部一母岩のチャートによる石器である。
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第2節旧石器時代

のごく 一部を除いて急角度の調整加工を行っており，角錐状石器に類似する。6~10は加工痕ある剥片で

ある 。 6 ~ 8 は横長剥片などを素材にして，粗い急角度の調整加工を行っており，ナイフ形石器の未製品

の可能性もある。9・10は不定型な剥片を素材として，細かい調整加工を行っており， 6 ~ 8とは異なる。

11は北関東産頁岩による削器である。比較的大型で、不定型な剥片を素材として，右側縁上部と末端に細か

い調整加工を行っている。表面両側縁及び裏面右側面に刃こぼれが見られる。12は安山岩による敵石であ

る。扇平な礁の右側面上部と末端に敵打痕が見られる。13は流紋岩による石核である。作業面を打面とし

て，求心的な剥片剥離を行っている。

4 )接合資料とその関連資料(第150図14~18)

• A5・2 (第150図14~18) にぶい黄櫨色 (10YR7/3)などの璃瑠・玉髄である。剥片 5点，石核 7点

( 6個体)の合計12点 (11個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。C (14)は剥片 1点 (15)，

石核 l点(16)の接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。17・

18は接合しなかった同一母岩の石核である。これらの個体も，打面と作業面を入れ替えながら，不定型な

剥片を剥離している。この母岩は石核が7点もあることからも分かる様にかなり大型の礁をチャンク状に

数個体に分割した後， 90度の打面転移を基本として，打面と作業面を入れ替えながら不定型な剥片を剥離

したものと考えられる。

第29図 A5-Cブロ ック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A5.2(CC) 5 7(6) 12( 11) 

A5.36(RH) 1 

A5.40(CH) 5 24(21) l 31 (28) 

A5.111(AN) l 

A5.123(CH) 2 2 

A5.140(CH) 1 

A5.143(CC) 2 5 1 9 

B4.3(SHB) 1 l 2 

その他(OBA) 3 5 8 

その他(SHC) l 

その{也(SHE) l 

その他(CH) 27 l 28 

その他(HO) 1 

その他(CC) 4 4 

合計 3 1 5 l 74(71) 61 11 (10) 102(98) 

第30図 A5-Cブロ ック石材別石器組成

石 キオ KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石A(OBA) 3 5 8 

安山岩(AN) l 

流紋岩(RH) 1 l 

頁岩B(SHB) 1 l 2 

頁岩C(SHC) l 1 

頁岩E(SHE) l 1 

チャート (CH) l 5 54(51) 1 I 62(59) 

ホルンフェJレス(HO)

薦議 ー玉髄(CC) 2 l 14 8(7) 25(24) 

合計 3 l 5 1 74(71) 61 11(10) 102(98) 
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第 2節旧石器時代

。

14 15+16 

(2/3) 

A5-2C(CC) 
45.4 g 

10cm 

第150図 A5-Cブロ ック出土遺物 (2 ) 
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13 A5-14-20 
A5-36(RH) 
CO 
88.0 g 

事寄
史二三~ 15 A5-24-1056 

A5-2C(CC) 
FL 

17 A5-14ー18
A5-2(CC) 
CO 
84.9 g 

18 A5-24-1035 
A5-2(CC) 
CO 
66.4 g 

1.6g 

16 A5-24-1026 
A5-2C(CC) 
CO 
43.8g 



4 A5・Dブロック(第151~153 ・ 200図，第31~33表，カラー図版15)

1 )ブロックの概要

第3節 第2文化層

A5-Dブロックは，調査範囲南側のA5-26グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に舌状に伸びる

台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 2m，短軸 1mの範囲に 5点の石器・礁が分布する。出土層位は， m層

からw.v層にかけて， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第151・152図)。第 1文化層のA5-

Aブロックとほぼ重複しているが，石器群の内容・出土層位等に相違があり，ブロックを分けた。

ブロ ックは，剥片 1点，喋4点の合計5点で構成される。石器石材は，黒曜石E1点である。礁石材は，

流紋岩 2点(2母岩;1，132.8 g)，砂岩 2点(2母岩;344.6 g )で，識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 1母岩を識別した。内訳は，黒曜石E1母岩 (A5-149)である 。母岩識別した石器の

石器総数に対する割合は100%(1/1点)である。

• A5・149:灰色と黒灰色が縞状に入る不透明な黒曜石である。伊豆半島周辺産と考えられる 。本ブロッ

クでは，剥片 l点 (8.5g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がA5-Bに2点ある。

E E 

-1A5-26 A+↑ 
唱障

* 

* 
ホホ

• F L 

• P E 。 (1/80) 2m 

一関W 官官v 

*本 S -~.~m 11:1 ¥¥¥¥i¥ 

国 ・6
lXa [ ~ ~!<'<S 

ー一一-53四国m

第151図 A5-Dブロ ック出土遺物分布 (1 ) 

じ>
。

一石器別分布一

1 A5-26-1∞1 
A5-149(OBE) 
FL 
8.5 g 

(2/3) 5cm 

第153図 A5-Dブロック出土遺物

十忌26 A十

。OBE

• SA 

o RH 

十 十。 (1/80) 2m 

第152図 A5-Dブロック出土遺物分布(2 ) 

一石材別分布一



第2節旧石器時代

3 )出土遺物(第153図)

1は伊豆半島周辺産の黒曜石による剥片である。

喋は流紋岩の礁の小型の破片を除いて，被熱の痕跡が顕著である。砂岩の喋は中型だが，流紋岩の礁は

1，000 gを越える大型のものである。

第31表 A5-Dブロック母岩別石器組成

母岩番号

A5.149( OBE) 

合計

第32表 A5-Dブロック石材別石器組成

石 材

黒曜石E(OBE)

合計

第33表 A5-Dブロ ック磯組成

石 材

流紋岩 (RH)

砂岩(SA)

合計

5 B4・Aブロック(第154~156 ・ 200図，第34 ・ 35表，カラー図版15 ・ 20，図版 6 ) 

1 )ブロックの概要

B4-Aブロックは，調査範囲南側のB4-13・23・24グリッドに位置する 。ブロ ックの立地は，南に舌状

に伸びる台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 4mの範囲に179点の石器が分布する。出土層位は， III層下

部からw.v層にかけて， 40cmほどの高低差をもって包含されている (第154・155図)。

ブロックは，ナイフ形石器4点 (3個体)，剥片118点，砕片56点，石核 l点の合計179点(178個体)で

構成される。石器石材は，黒曜石A174点(173個体)，安山岩 1点，凝灰岩 1点，ホルンフェルス l点，

璃瑠・玉髄2点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4母岩を識別した。内訳は，黒曜石A2母岩 (B4-1・2)，璃瑠・玉髄2母岩(B4-4・

7 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は74%(132/179点)である。

• B4・1:黒灰色不透明の黒曜石である 。 ~ 1 mmiまどの淡黄色と灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と

考えられる。石器群の内訳は，剥片46点，砕片 1点，石核 1点の合計48点 (87.3g)である。接合資料は，

3グループあり， Aは剥片 1点，石核 1点の合計2点 (26.3g )がB4-Bの剥片 l点と接合しており， B 

は剥片 2点 (19.8g)，Cは剥片 4点(11.4g)の接合である。厚みのあるチャンク状の不定型な剥片で

ある。その他に同一母岩がB4-Bブロックに 3点ある。

• B4・2:黒灰色半透明の黒曜石である。併1mmほどの黄白色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えら

れる。石器群の内訳は，ナイフ形石器3点(2個体)，剥片65点，砕片14点の合計82点 (81個体;65.3 g ) 

である。接合資料は， 2グループあり， Aはナイフ形石器2点 (1個体;6.0 g )， Bは剥片 2点(14.9g ) 

の接合である。
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第 2節旧石器時代
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B4-23-16 
B4-2(OBA) 
KN 
2.1 g 

。 (2/3) 10cm 

第156図 B4-Aブロック出土遺物

• B4・4:明赤褐色 (5YR5/6) ・灰白色

(2.5Y8/2)の地に暗紫灰色 (5P3/1)が混

じる璃瑠・玉髄である。本ブロックでは剥

片 1点 (11.3g )であるが， B4-Bブロッ

クの剥片 1点と接合している。その他に同

一母岩がB4-Bブロックに 1点ある。

• B4・7:灰黄色 (2.5Y6/2) ・赤褐色 (5

YR4/6)の地に灰白色 (2.5Y7/1)の斑が

入る璃瑠 ・玉髄である。剥片 1点 (12.2g ) 

の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，栃

木県高原山産の黒曜石の剥片 4点，砕片40

点の合計44点 (2.0g)，安山岩のナイフ形

石器 1点 (3.7g)，凝灰岩の砕片 1点 (O.lg)，ホルンフェルスの剥片 1点 (0.2g )がある。

3 )出土遺物 (第156図 1) 

1は安山岩による二側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を素材として両側縁に粗い急角度の調整

加工を行っている。

4 )接合資料とその関連資料 (第156図 2・3) 

・B4・2 (第156図 2・3) 黒灰色半透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。ナイフ形石器

3点(2個体)，剥片65点，砕片14点の合計82点 (81個体)で構成される。接合資料は，2グループある。

A (2)はナイフ形石器2点が接合して 1個体となる。縦長剥片を素材として，右側縁に粗い急角度の調

整加工を行っている。 3は接合しなかった同一母岩のナイフ形石器である。上部が欠損するため，形態は

不明で、あるが，基部と考えられる。表裏両面の両側縁に急角度の調整加工を行っている。

第34表 B4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

B4.1(OBA) 46 l 1 48 

B4.2(OBA) 3(2) 651 14 82(81) 

B4.4(CC) 1 

B4.7(CC) 1 l 

その他(OBA) 41 40 44 

その他(AN) l 1 

その他(TU) 1 1 

その他(HO) l 1 

合計 4(3) 118 56 1 179(178) 

第35表 B4-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES 88 GR DR PQ RF UF BL DA HX PT H8 A8 FL CH CO 8M 8P MB MC 合計

黒曜石A(OBA) 3(2) 115 55 l 174(173) 

安山岩(AN) 1 1 

凝灰岩(TU) 1 1 

ホルンフエルス(HO) l 1 

璃瑠玉髄(CC) 2 2 

合計 4(3) 118 56 l 179( 178) 
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6 B4・Bブロック(第157~159 ・ 201図，第36~38表，カラー図版15 ・ 20，図版 6 ) 

1 )ブロックの概要

第3節 第2文化層

B4-Bブロックは，調査範囲南側のB4-15・25・26グリ ッドに位置する 。ブロックの立地は，南に舌状

に伸びる台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロ ックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 4mの範囲に30点の石器・喋が分布する。出土層位は， N. 

V層下部を中心に50cmほどの高低差をも って包含されている(第157・158図)。

ブロックは，掻器 1点，剥片28点，喋 1点の合計30点で構成される。石器石材は，黒曜石A4点，頁岩

B 2点，頁岩E2点，璃瑠・玉髄21点である。喋石材は，安山岩 l点 (1母岩;30.8 g )で，識別率は100

%である。本ブロ ックは，璃瑠・玉髄による不定型な剥片を主体としており，石核はない。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，黒曜石A1母岩 (B4-1 )，頁岩B1母岩 (B4-3 )，頁岩

E 1母岩 (A4-7 )，璃瑠・玉髄3母岩 (B4-4 ~ 6 )である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合

は79%(23/29点)である。

• A4・7:にぶい赤褐色 (7.5YR4/3)の頁岩である。母岩の特徴はA4-Aブロ ックに記したとおりである。

石器群の内訳は，剥片 2点 (22.9g )である。その他に同一母岩がA4-Aブロ ックに 6点ある。

• B4・1:黒灰色不透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。母岩の特徴はB4-Aブロックに

記したとおりである。石器群の内訳は，剥片 4点 (38.2g )である。接合資料は，剥片 1点 (35.7g )が

B4-Aブロ ックの剥片 1点 石核 1点の合計 2点と接合している。その他に同一母岩がB4-Aブロックに

46点ある。

• B4・3:にぶい黄櫨色 (10YR6/3)などの北関東産頁岩である。母岩の特徴はA5-Bブロックに記した

とおりである。石器群の内訳は，剥片 2点(13.8g )である。その他に同一母岩がA5-Bブロックに 1点，

A5-Cブロ ックに 2点ある。

• B4・4:明赤褐色 (5YR5/6)などの璃瑠・玉髄である。母岩の特徴はB4-Aブロックに記したとおりで

ある。石器群の内訳は，剥片 2点(14.3g )である。接合資料は，剥片 1点(1.4g )がB4-Aブロックの

剥片 1点と接合している。

• B4・5:自然面は明黄褐色(10YR6/6)，内部は灰白色 (2.5Y8/2)の地に暗灰褐色 (5YR3/6)の縞，

灰白色 (5Y8/2)の爽雑物が入る璃瑞・玉髄である。石器群の内訳は，剥片10点 (87.6g)である。

• B4・6:内部は灰黄色 (2.5Y7/2)，節理は褐色(10YR4/4)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥

片3点(11.9g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，璃瑠・玉髄の接器 1点，剥片 5点の合計6点 (62.8g)がある。

3 )出土遺物(第159図1・2) 

1は璃瑠・玉髄による掻器である。不定型な剥片を素材として，末端に急角度の調整加工を行っている。

2は璃瑠・玉髄による不定型な剥片である。下面は90度打面を転移した際の旧作業面か両設打面の石核の

旧打面の可能性が考えられるが，不明である。

4 )接合資料とその関連資料(第159図3~ 5) 

• B4・4 (第159図3~ 5) 明赤褐色 (5YR5/6)などの璃瑠・玉髄である。剥片 2点で構成される 。 3

は剥片 2点(4・5)の接合資料である。なお， 4はB4-Aブロックから出土している。
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d 要三議

縄選重量

~ 
2 B4-26-17 

B4-5(CC) 
FL 
22.9g 

1 B4-26-7 
その他(CC)
ES 
9.6g 

第3節 第2文化層

ミ霊ゲ

3 4+5 

。

B4-23-94( B4-Aブ口 yク)
B4-4A(CC) 
FL 
11.3 g 

(2/3) 

B4-4A(CC) 
12.7 g 

俸G
ζこ〉

5 B4-26-14 
B4-4A(CC) 
FL 
1.4 g 

10cm 

第159図 B4-Bブロック 出土遺物

第36表 B4-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP FS SS GR DR PQ 

A4-7(SHE) 

B4-1(OBA) 

B4-3(SHB) 

B4-4(CC) 

B4-5(CC) 

B4-6(CC) 

その他(CC) 1 

合計 l 

第37表 B4-Bブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES 
黒曜石A(OBA)

頁岩B(SHB)

頁岩E(SHE)

蒋E菌・玉髄(CC)

合計

第38表 B4-Bブロック磯組成

|母 岩 |石材|個数l重量 |

|B4R-l 1 AN 1 1 1 30.81 

SS GR DR PQ 

石材

安山岩 (AN)

合計

RF 

RF 

UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

2 2 

4 4 

2 2 

2 2 

10 10 

3 3 

5 6 

28 29 

UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

4 4 

2 2 

2 2 

20 21 

28 29 



旧石器時代第 2節

第39~41表)(第160・161・201図，cιBブロック7 

石器群の内容・出土層位・平面分

1 )ブロックの概要

C4-Bブロックは，調査範囲南側のC4-38・48グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に向かつて

聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点 (台地の縁辺)に位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸 4m，短軸 1mの範囲に 5点の石器・喋が散漫な状態で分布する。出土

層位は，調査時の所見によれば， rn層からV層にかけてであり， 20cmほどの高低差をも って包含されてい

る(第160・161図)。第 1文化層のC4-Aブロックが近接しているが，

布等に相違があり，ブロックを分けた。

ブロックは，剥片 2点，磯 3点の合計 5点で構成される。石器石材は，チャート 1点，璃瑠・玉髄 1点

である。牒石材は，チャート 2点(2母岩 ;76.9g)，流紋岩 1点(1母岩;8.6 g ) 識別率は100%で，

である。

で

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2母岩を識別した。内訳は，チャート 1母岩 (C4-2 )，璃瑠・玉髄 1母岩 (C4-3 ) 

ある。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(2/2点)である。

• C4・2:自然面は褐灰色 (5YR4/1)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，節理は赤褐色(10R4/4)のチャート

である。剥片 1点 (6.7g )の単独資料である。

ε
R
E
E
l
-
-

E
E
M口
町
田

l
i
l
l
-

• C4・3:灰白色 (2.5Y8/2)の璃瑠・玉髄である。剥片 1点 (7.5g )の単独資料である。
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..寧
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51国国m

C4-Bブロック出土遺物分布(2 ) 

一石材別分布一

第161図

ー-51回目m

C4-Bブロック出土遺物分布 (1 ) 

一石器別分布一

第160図
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3 )出土遺物

図示していないが， 2点の剥片は不定型なものである。また，礁については，赤化したチャートの完形

礁の l点を除いて，残り 2点の破砕礁はイモ石の可能性がある。

合計

第40表 C4-Bブロック石材別石器組成

石材

チャート (CH)

璃潜ー玉髄(CC)

合 計

第41表 C4-Bブロック磯組成

石材

流紋岩 (RH)

チャー ト(CH)

合計
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第 4節第 3文化層

第3文化層は，立川ローム層ソフトローム層下層を中心に包含されている石器群である。B4-D. Eブ

ロックの 2か所が該当し，両ブロック聞には接合関係や母岩の共有関係がある。他に単独地点 1か所を検

出した。武蔵野台地のW層上部のいわゆる「砂川期」の石器群に相当すると考えられる。

1 B4・Dブロック(第162~172 ・ 201図，第42~44表，カラー図版15 ・ 16 ・ 20，図版 7 ) 

1 )ブロックの概要

B4-Dブロックは，調査範囲南側のB4-55・56・65・66グリッドに位置する 。ブロックの立地は，南に

舌状に伸びる台地のほほ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m，短軸 4mの範囲に221，点の石器・礁が分布する 。出土層位は， 困

層下部を中心に IIc層からN'V層にかけて， 70cmほどの高低差をもって包含されている(第162~164図)。

ブロックは，掻器2点，削器2点(1個体)，使用痕ある剥片 1点，石刃42点 (41個体)，剥片156点

(155個体)，砕片 8点，石核 9点，喋 1点の合計221点 (218個体)で構成される。石器石材は，黒曜石B

1点，安山岩 3点，軟質の安山岩12点，頁岩C6点，頁岩D2点，頁岩E89点 (87個体)，チャート 15点，

凝灰岩44点，砂岩 8点，ホルンフェルス28点，璃瑠・玉髄12点 (11個体)である。喋石材は砂岩 l点(1 

母岩;31.8 g )で，識別率は100%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは39母岩を識別した。内訳は，安山岩 1母岩 (B4-43)，軟質の安山岩 l母岩 (B4-41)，

頁岩C1母岩 (B4-46)，頁岩D 1 母岩 (B4-44) ，頁岩E13母岩 (B4-14~22 ・ 30~32 ・ 45)，チャート 4

母岩 (B4-23 ・ 47~49)，凝灰岩 6 母岩 (B4-33 ・ 35 ・ 36 ・ 42 ・ 53 ・ 54) ，砂岩 1 母岩 (B4-24) ，ホルンフェ

ルス 4 母岩 (B4-28 ・ 38~40)，璃瑠・玉髄 7 母岩 (B4-25~27 ・ 37 ・ 50~52) である 。 母岩識別した石器

の石器総数に対する割合は80%(177/220点)である。

• B4・14:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の地に淡黄色 (2.5Y8/3)が縞状

に入る頁岩である。鉄分のため変色している部分がある。石器群の内訳は，剥片 9点 (83.0g )である。

接合資料は，剥片 6点 (72.7g )である。

• B4-15 :自然面は暗灰色 (N3/0)，内部は暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)の地ににぶい黄櫨色 (10YR7/2)

の斑が入る頁岩である。鉄分のため変色している部分がある。石器群の内訳は，石刃 5点(4個体)，剥

片7点，石核 1点の合計13点(12個体;76.8 g )である。接合資料は， 3グループあり， Aは石刃 1点，

剥片 2点，石核 1点の合計4点 (47.3g)，Bは石刃 3点(2個体;8.9 g )でB4-Eブロックの石刃 1点

と接合している。Cは石刃 1点，剥片 4点の合計5点(13.2g )である。

• B4・16:自然面は灰オリーブ色 (5Y5/2)，内部は灰色(10Y5/1) ・灰色 (N4/0)の頁岩である 。石器

群の内訳は，石刃 4点，剥片 9点の合計13点 (30.1g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは石刃

2点 (6.2g )が， B4-Eブロックの石刃 3点，ブロック外 (B4-81グリッド)の石刃 1点の合計 4点と接

合している。Bは石刃 2点 (17.4g)である。

• B4・17:自然面はにぶい黄櫨色(10YR7/4)の地にオリーブ褐色 (2.5Y4/3)の点紋が入り，内部はに

ぶい黄糧色 (10YR6/4) ・灰白色 (2.5Y8/2)の地に黒い粒が入る頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2

点(14.1g )である。接合資料は，石刃 2点(14.1g )が， B4-Eブロックの石刃 5点，剥片 5点，石核

1点の合計11点と接合している。
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旧石器時代第 2章

の頁岩である 。石器群の内訳内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)• B4・18:自然面は灰オリーブ色 (5Y6/2)， 

B4-Eブロックの剥片 1点と接合は，石刃 5点 (49.7g )である。接合資料は，石刃 2点(19.9g )が，

している。その他に同一母岩がB4-Eブロックに 3点ある。

• B4・19:自然面はにぶい黄櫨色(10YR7/4)，内部は灰褐色 (7.5YR5/2)の地に黒褐色 (7.5YR3/2)の

斑が入る頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 4点の合計6点 (29.6g )である。接合資料は，

B4-Eブロックの石刃 1点と接合している。石刃 1点 (8.6g )が，
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第4節 第3文化層

• B4・20:自然面は灰白色 (5Y7/2)の地に黒い粒が入り，内部は灰黄色 (2.5Y6/2)の地に黄灰色 (2.5Y

5/1)の斑，明黄褐色(10YR6/6)が部分的に混じる頁岩である。石器群の内訳は，石刃 3点，剥片 6点

の合計9点 (29.3g)である。その他に同一母岩がB4-Eブロックに 1点ある。

• B4・21:自然面は灰色 (7.5Y5/1)，内部は灰色(10Y4/1)の頁岩である。鉄分のため変色している部分

がある。石器群の内訳は，掻器 1点，石刃 2点，剥片 1点の合計4点 (46.1g)である。接合資料は，掻

器 1点 (30.9g )が，B4-Eブロックの剥片 2点と接合している。その他に同一母岩がB4-Eブロックに 1

点ある。
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• B4・22:内部は灰黄色 (2.5Y6/2)，節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，新鮮な面は黒褐色 (5YR3/1)の頁岩

である。石器群の内訳は，剥片 5点(4個体;3.5 g )である。接合資料は，剥片 2点(1個体;1.3 g ) 

である。

• B4・23:自然面はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)の地に樫色 (7.5YR6/6)の同心円状の縞が入り，内部はオ

リーブ黒色 (7.5Y3/1) ・糧色 (7.5YR6/6)，節理は明黄褐色(10YR6/6)のチャートである。石器群の

内訳は，剥片 8点，石核 l点の合計9点 (86.1g )である。接合資料は，剥片 4点，石核 1点の合計 5点

(83.3 g )である

• B4・24:灰白色 (7.5Y7/1)の砂岩である。石器群の内訳は，剥片 8点 (13.7g )である。

• B4・25:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部はにぶい黄櫨色(10YR6/3) ・灰色 (N4/0)の璃瑠・玉髄

である。石器群の内訳は，剥片 3点 (6.7g )である。

• B4・26:糧色 (7.5YR6/6) ・にぶい黄樺色 (10YR7/2)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，削器2

点(1個体;25.5 g )である。

• B4・27:灰黄色 (2.5Y7/2)の璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，石刃 1点(14.7g )の単独資料であ

る。

• B4・28:自然面はにぶい黄樫色(10YR7/3)，内部は浅黄色 (2.5Y7/3)のホルンフェルスである 。石器

群の内訳は，剥片 7点 (18.3g)である。

• B4・30:自然面はにぶい黄樺色(10YR6/4)の地に黒色の粒が入り，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)の

地に灰黄色 (2.5Y6/2)の縞，黒色の粒が入る頁岩である。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 2点の合計

6点 (22.6g )である。接合資料は， 2グループあり， Aは石刃 3点(18.1g)，Bは石刃 1点 (3.7g ) 

が， B4-Eブロックの石刃 1点と接合している。

• B4・31:自然面はにぶい褐色 (7.5YR5/3)の地に黒色の粒が入り，内部は黄褐色 (10YR5/6)の地に黒

色の粒が入る頁岩である。石器群の内訳は，石刃 2点 (4.7g )である。接合資料は，石刃 2点が，接合

している。

• B4・32:自然面はにぶい褐色 (7.5YR6/3) ・黄灰色 (2.5Y5/1)，内部はにぶい樺色 (7.5YR7/4) ・灰

褐色 (7.5YR5/2) ・黄灰色 (2.5Y5/1)の頁岩である。石核は全体ににぶい褐色に変色しているが，被熱

による可能性がある。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，石刃 1点，剥片 1点の合計3点 (26.2g ) 

である。接合資料は，使用痕ある剥片 l点，石刃 1点，剥片 1点の合計3点 (26.2g )が接合している 0

・B4・33:自然面はオリーブ褐色 (2.5Y4/4) ・灰黄色 (2.5Y6/2)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)の珪化

度の高い凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 4点，剥片 3点，石核 l点の合計8点 (39.3g)である。

接合資料は，石刃 3点，剥片 3点，石核 1点の合計 7点 (38.5g )が接合している。

• B4・35:自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地に褐色 (7.5YR4/4)が部分的に混じり，節理は

黄褐色 (10YR5/6)の凝灰岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，石核 2点の合計 3点 (76.3g )である。

接合資料は，石核 1点 (19.7g )が， B4-Eブロックの剥片 l点と接合している。

• B4・36:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に黒色の点紋が入り，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) ・オリー

ブ灰色 (10Y4/2)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 4点，石核 1点の合計5点 (20.1g) である 。

接合資料は，剥片 2点，石核 1点の合計 3点(17.2g)が接合している。

• B4-37 :浅黄色 (2.5Y7/4)の地に黄褐色 (10YR5/8)が部分的に混じる璃瑠・玉髄である 。石器群の
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内訳は，石刃 2点，剥片 1点の合計3点 (5.9g )である。接合資料は，石刃 2点 (4.0g )が， B4-Eブ

ロックの石刃 2点と接合している。

• B4・38:灰色 (5Y4/1)の地に黄灰色 (2.5Y5/1) ・明黄褐色 (2.5Y6/6)の縞が入るホルンフェルスで

ある。石器群の内訳は，剥片12点，砕片 1点，石核 l点の合計14点(102.5g )である 。接合資料は，剥

片 1点，石核 1点の合計2点 (62.9g)である。その他に同一母岩がB4-Eブロ ックに 2点ある。

• B4・39:灰色 (10Y5/1)の地にオリーブ黄色 (7.5Y6/3) ・オリーブ褐色 (2.5Y4/6)が部分的に混じる

ホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.1g )である。その他に同一母岩がB4-Eブロック

に2，点ある。

• B4・40:自然面はにぶい黄色 (2.5Y6/4)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に黒褐色 (7.5YR3/1)が

部分的に混じるホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 4点 (44.1g )である。

• B4・41:自然面は黄色 (2.5Y8/6) ・にぶい黄褐色(10YR5/3) ・オリーブ黄色 (5Y6/3)，内部はにぶ

い黄色 (2.5Y6/4)の軟質な安山岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片11点の合計12点 (43.9g ) 

である。その他に同一母岩がB4-Eブロックに 3点ある。

• B4-42 :自然面は灰色 (7.5Y4/1)，内部はオリーブ黄色 (5Y6/3)の凝灰岩である 。本ブロックでは，

剥片 1点 (3.7g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がB4-Eブロックに 2点ある。

• B4・43:自然面は灰色 (5Y4/1)の地に浅黄色 (2.5Y7/4)が部分的に混じり，内部は灰色 (5Y4/1) の

安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (31.2g )である。接合資料は，剥片 1

点，石核 1点の合計2点 (28.4g)である。

• B4・44:自然面はオリーブ黒色 (7.5Y3/2) ・褐色(10YR4/4)，内部は灰色 (7.5Y4/1)，灰オリーブ色

(5Y6/2)の硬質般密な頁岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，石核 1点の合計 2点 (24.1g )である 0

・B4-45:自然面はにぶい黄樺色 (10YR6/4)，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の地に黄褐色 (10YR5/6)が部

分的に混じる頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (21.2g )である。

• B4・46:黄灰色 (2.5Y6/1)の地に褐灰色(10YR4/1)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である 。本ブロッ

クでは掻器 1点(17.4g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がB4-Eブロ ックに 1点ある。

• B4・47:暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)の地ににぶい樫色 (7.5YR7/4)の筋が入るチャートである 。石

器群の内訳は，剥片 3点 (3.6g )である。

• B4-48 :自然面は黄褐色 (2.5Y5/4)，内部は灰色 (5Y4/1)のチャートである。剥片 l点 (3.5g )の単

独資料である。

• B4-49 :黒色 (7.5Y2/1) ・オリーブ褐色 (2.5Y4/6)のチャートである。剥片 1点(1.4g )の単独資料

である。

• B4・50:浅黄色 (2.5Y7/3) ・暗灰黄色 (2.5Y5/2)の璃瑠・玉髄である。剥片 1点 (0.8g )の単独資料

である。

• B4・51:自然面は黄褐色 (2.5Y5/4)，内部は暗赤灰色 (7.5R3/1)の璃瑠・玉髄である。剥片 1点(12.1

g )の単独資料である。

• B4・52:浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑞・玉髄である。剥片 1点 (0.1g )の単独資料である。

• B4・53:灰オリーブ色 (7.5Y6/2)の凝灰岩である。石刃 1点 (3.2g )の単独資料である。

• B4・54:灰白色 (5Y7/2) ・灰黄褐色 (10YR5/2)の珪化度の高い凝灰岩である。石刃 l点 (7.2g )の
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単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片 l点 (0.2g)，嶺岡産頁岩の剥

片3点，砕片 2点の合計 5点 (4.8g)，頁岩の剥片 6点，砕片 4点の合計10点 (3.4g)，チャートの剥片

1点 (0.3g)，凝灰岩の剥片24点，砕片 1点の合計25点 (39.4g)，ホルンフェルスの剥片 1点 (0.4g)

がある。

3 )出土遺物(第165図 1~10) 

1は嶺岡産頁岩による掻器である。石刃を素材として表面下端部及び、裏面左側縁に調整加工を行ってい

る。2・3は凝灰岩による石刃で， 2は左側縁に刃こぼれが見られる。4は璃瑞・玉髄による石刃， 5は

頁岩による石刃である 。 6~8 は同一母岩の頁岩による石器で， 6・8は石刃， 7は剥片である。6. 7 

は石核の側面調整の剥離痕が見られ，さらに 7には石核の底面が残っている。9・10は同一母岩の硬質綴

密な頁岩による石刃・石核である。両者とも側面調整の剥離痕が見られる。

4 )接合資料とその関連資料(第165図11~15，第166~172図)

• B4・26(第165図11) 樫色 (7.5YR6/6)などの璃瑠・玉髄である。削器 2点 (1個体;11)で構成さ

れる。11は欠損した削器同士が接合して 1個体となったものである。石刃を素材として表面右側面下部及

び裏面右側縁下部に調整加工を行っている。

• B4・30(第165図12~15， 166図16~18) にぶい黄色 (2.5Y6/3)の頁岩である。石刃 4点，剥片 2点

の合計6点で構成される。接合資料は， 2グループある。A (1 2) は石刃 3 点(13~15) の接合資料であ

る。13には側面調整の剥離痕が見られる。また， 13・15には刃こぼれが見られる。B (16)は石刃 1点

(18)， B4-Eブロックの石刃 1点(17)の接合資料である。両者とも刃こぼれが見られる 。石刃の生産に

関係する母岩である。

• B4・19(第166図19~22) 灰褐色 (7.5YR5/2)の頁岩である。石刃 2点，剥片 4点の合計 6点で構成

される。20は石刃 1点 (22)，B4-Eブロックの石刃 1点 (21)の接合資料である。19は接合しなかった

同一母岩の石刃である。石刃の生産に関係する母岩である。

• B4・18(第167図23~29) 灰オリーブ色 (5Y5/2)の頁岩である。石刃 5点で構成される。23は石刃 2

点 (25・26)，B4-Eブロックの剥片 1点 (24)の接合資料である 。両設打面の石核から石刃を剥離して

いる 。 27~29は接合しなかった同一母岩の石刃である 。 27 ・ 29には刃こぼれないし微細な剥離痕が見られ

る。石刃の生産に関係する母岩である。

• B4・32(第167図30~33) にぶい褐色 (7.5YR7/4)などの頁岩である。使用痕ある剥片 l点，石刃 1

点，剥片 1点の合計3点で構成される。30は使用痕ある剥片 1点 (31)，石刃 1点 (32)，剥片 1点 (33)

の接合資料である。33は節理で剥離しており，新旧関係が明確ではないことから，石核の可能性もある。

また，被熱のためか，赤化しており，他の 2点とは異なる。 31には刃こぼれが見られる。石刃の生産に関

係する母岩である。

• B4-14 (第168図) 灰オリーブ色 (5Y4/2)の頁岩である。剥片 9点で構成される。34は剥片 6点 (36

~41) の接合資料である 。 34の正面図の下方向から36→90度の打面転移を繰り返しながら，長幅比がほぼ

1/1の37→38→40→41を剥離している。

・B4-15(第169図) 暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)の頁岩である。石刃 5点(4個体)，剥片 7点，石核

1点の合計13点 (12個体)で構成される。接合資料は， 3グループある。B (42)は石刃 3点 (2個体;
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43・45)，B4-Eブロックの石刃 l点 (44)の接合資料である。43を剥離後，180度打面を転移して44→45

を剥離している。 C(46)は石刃 1点 (51)，剥片 4 点 (47~50 ) の接合資料である 。 46は47→48を左方

向から剥離し， 90度打面転移して， 49→ 50→ 51の石刃ないし石刃状剥片を剥離している。 47・48は石核の

側面調整剥片と考えられる。A (52)は石刃 l点 (54)，剥片 2点 (53・55)，石核 1点 (56)の接合資料

である。両設打面の石核から55を剥離した後，打面調整や側面調整を行いながら， 53を剥離して打面調整

した後，数枚の石刃状の剥片を剥離している。その後， 180度打面転移して石刃状の54を剥離している。

その後も， 56は打面調整を行いながら，下方向から数枚の石刃を剥離して作業を終了している。55には刃

こぼれが見られる。石刃ないし石刃状剥片の生産に関係する母岩である。

• B4・33(第170図57~66) にぶい黄色 (2.5Y6/3)の凝灰岩である。石刃 4点，剥片 3点，石核 1点の

合計8点で構成される。 57は石刃 3点 (58・61・62)，剥片3点 (59・63・65)，石核 1点 (66)の接合資料

である。拳の半分程度の楕円磯を素材として，側面調整の施された58→90度打面転移して側面調整剥片と

考えられる59を剥離し， 90度打面転移して61→ 62を剥離している。その後も， 180度打面転移して63を剥

離して打面調整した後，数枚の石刃を剥離している。石刃ないし石刃状剥片の生産に関係する母岩である 0

・B4・35(第170図67~70) 灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝灰岩である。石刃 1点，石核2点の合計3点で

構成される。67は石核 l点 (69)，B4-Eブロ ックの剥片 l点 (68)の接合資料である。67は複数に分割さ

れた拳大の不定型な喋を素材にして，両設打面の石核から小型で不定型なす詰まりの剥片を剥離している。

68は打面調整剥片である。70は接合しなかった同一母岩の石核である。両個体とも残核の状態ではあるが，

打面がほぼ上下に固定されていることから，石刃ないし石刃状剥片の生産に関係する個体の可能性もある。
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• B4・36(第170図71~74) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの凝灰岩である。剥片 4点，石核 1点の合計 5点

で構成される。 71は剥片 2点 (72・73)，石核 l点 (74)の接合資料である。不定型な礁を素材にして，

両設打面の石核から小型で不定型な寸詰まりの剥片を剥離している。残核の状態ではあるが，打面がほぼ

上下に固定されていることから，石刃ないし石刃状剥片の生産に関係する母岩の可能性もある。

• B4・43(第171図75~77) 灰色 (5Y4/1)の安山岩である。剥片 2点，石核 l点の合計3点で構成され

る。 75は剥片 1点 (76)，石核 1点 (77)の接合資料である。小型の円礁ないし楕円礁を素材として， 90 

度の打面転移を行いながら，小型で不定型な剥片を剥離している。
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• B4・38(第171図78-82) 灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである。剥片12点，砕片 1点，石核 1点の

合計14点で構成される。 78は剥片 1点 (79)，石核 1点 (80)の接合資料である。90度の打面転移を行い

ながら，不定型な剥片を剥離している。 81・82は接合しなかった同一母岩の剥片である。

• B4・37(第171図83-87) 浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・玉髄である。石刃 2点，剥片 1点の合計 3点で

構成される。 83は石刃 2点 (85・87)，B4-Eブロックの石刃 2点 (84・86)の接合資料である。両設打

面の石核から打面調整，頭部調整，側面調整を行いながら，下方向から84→上方向から85→86→下方向か

ら87を剥離している。石刃の生産に関係する母岩である。

E
 

U
H
 

P
O
 

(
 

A
 

j
-
-
瓜晶
1

6

b

~

-
R
U
 

'
y
a
a
T
l
'
 

引
副

R
U
R
U

E
D
 

q
u
 

34 36-41 
84-14A(SH E) 
72.8g 

4二三み 39FJSHE)

ぐ。

乙三ミヨ )
 

Z』U
H
 

n
b
 

7

，，、
そ
A

渇

リ

川

E

〕
「

一

-
q
u

4
4
L
i
 

o
D
D
D
E
r
u
H
 

n
U
 

aaマ

ι三二三、 )
 

E
L
 

M
H
 

n
b
 

nuu
rt
、

寸

A
白
川

g

一
-

n
u

必
匂

a
q
'
L
'
F

R
M
ロu
E「
十
i

守

J内‘“

。 (2/3) 10cm 〈三三
41 84-66-37 

84-14A(SHE) 
FL 
14.9g 

第168図 B4-Dブロ ック出土遺物(4 ) 

no 



勺ζ三号

ぷ長}42… 84-158(SHE) 
16.2 g 

島~~
ζ三込 45 84-65-46 

84-158(SHE) 
8L 
1.9 g 

ろ
43 84-55-5 

84-55-22 
84-158(SHE) 
8L 
7.0g 

β~Q) 崎t>-~ちI-~~
tここ===" 48 B4-5~-:1.6 

84-15C(SHE) 
FL 
1.1 g 

。 (2/3) 

4ニコ B4-66-8 ~ 50 84-55-12 
B4-15C(SHE) ....:ここご三==--- B4-15C(SHE) 
FL FL 
1.1 g 1.7 g 

Y1F 

52 53-56 
84-15A(SHE) 
47.3g 

10cm 

!52fZう
じア

第169図 B4-Dブロック出土遺物(5 ) 

第4節第3文化層

ζこミ44 84-83臼 (84-Eブロック)
B4-158(SHE) 

乙ごご~ 7.3g 

。CJ
--====- 47 ~~-5~-::~ 

84-15C(SHE) 

d込51

ζ こミ

FL 
1.1g 

.，ト

84-66-19 
B4-15C(SHE) 
8L 
8.2g 

/}~ 
42〉55itfロ(SHE)

〈斗』

56 84-56-5 
84-15A(SH E) 
CO 
40.2 g 



第 2章旧石器時代

db 

q》

一騎巴

57 58+59+61-63+65+66 
日4-33A(TU)
38，5g 

正ゴ ?kg 

qQ62iFU) 

edo 

日込

dク

zグ

⑦句母

64 65+66 
B4-33A(TU) 
16，2 g 

。

65 B4-66-60 句ミ
B4-33A(TU) 
FL 
1.4 g 

ζご〉 63B46649
B4-33A(TU) 
FL 
1.6g 

国

~ 

てミ量通 59
B4-65-55 
B4-33A(TU) 
FL 
7.4 g B4-55-10 

B4-33A(TU) 
BL 
2，2 g 

。g
66 B4-55-33 一一

B4-33A(TU) / r--&.:'¥ 
CO ¥ (マ 1
14，8g \~士、i ノ y

B4-83-49 てご7J>
(B4-Eブロ ック)
B4-35A(TU) 
FL 
0，5g 

70 B4-56-11 
B4-35(TU) 
co 
54，5g 

径三ア

60 61-63+65+66 
B4-33A(TU) 
叫

67 68+69 
B4-35A(TU) 
20，2 g 

69 日4-66-45
B4-35A(TU) 
co 
19.7 g 

G主71…B4-36A(TU) 
17，2 g 

各G
ζ こ〉 B4:361(TU)

第170図 B4-Dブロ ック出土遺物 (6 ) 

(2/3) 

金;fJ
正二二ごと> 72 B4-66-36 

B4-36A(TU) 
FL 
0，5g 

)
 

U
U
 

T
'
 

(
 

。可

A

a
u
a
U

守、
，

F
n
u
q
u

ag
 

--
、，凋匂

aa，
a“，ra‘、
一、，h

B
B
c
n
 

aa守守-



J巳
76 B4-65-11 

B4-43A(AN) 
FL 
2.8g 

5 76+77 
B4-43A(AN) 
28.3g 

78 79+80 
B4-38A(HO) 
63.0g 

事

Gミミp

Q， 

兵器3

ζ二二〉84-87 
B4-37A(CC) 
10.5g 

色。
〈 285B4-6HO

B4-37A(CC) 
BL 
1.4 g ζ~ 84 B4-84-9( B4-Eブロック)

B4-37A(CC) 
BL 
4.3g 

81 B4-66-17 
B4-38(HO) 
FL 
9.9 g 

第4節第3文化層

77 B4-65-35 
B4-43A(AN) 
CO 
25.5 g 

eJAfa 
ρ79FH O) 

80 B4-56-7-1 
B4-38A(HO) 
CO 
60.8 g 

"z:> 

くこコ )
 

nU 

9
H
 

一
，I

、

a
u
n
6
7
3
 

E
D
q
u
a
t
 

-

-

-
n
U
 

4
4
L
l
 

ロロ
D
D
「「
1
1

内

4。。

〈ご〉 86 B443-29( B4-Eブロック ) c::::::こ~
B4-37A(CC) 、一一
BL 
2.1 g 

87 B4-66-34 
B4-37A(CC) 
BL 
2.7 g 

。 (2/3) 10cm 

第171図 B4-Dブロック出土遺物(7 ) 



第 2章 旧石器時代

• B4・23(第172図) オリーブ黒色 (7.5Y3/1)などのチャー トである。剥片 8点，石核 l点の合計 9点

で構成される。 88は剥片 4 点 (89~92).石核 l点 (93)の接合資料である。子供の拳ほどの離を素材と

して. 89→90→91 ・ 92 を上方向から剥離している。原礁の112~113の大きさになった段階で，打面を転移

して，なおも石刃状の縦長剥片を剥離しようとしたが，途中で欠損したため， 最終的に90度打面を転移し，

自然面を打面として，不定型な剥片を剥離したものと考えられる。石刃ないし石刃状剥片の生産に関係す

る母岩の可能性もある。

第42表 B4-Dブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP ι1B MC 合計

B4.14(SHE) 9 9 

B4.15(SHE) 5(4) 7 1 13(12) 

B4-16(SHE) 4 9 13 

B4-11(SHE) 2 2 

B4-18(SHE) 5 5 

B4-19(SHE) 2 4 6 

B4-20(SHE) 3 6 9 

B4-21(SHE) l 2 I 4 

B4-22(SHE) 5(4) 5(4) 

B4-23(CH) 8 l 9 

B4-24(SA) 8 B 

B4-25(CC) 3 3 

B4-26(CC) 2(1) 2(1) 

B4-21(CC) l 1 

B4-28(HO) 7 7 

B4-30(SHE) 4 2 6 

B4-31(SHE) 2 2 

B4-32(SHE) l 1 1 3 

B4-33(TU) 4 3 1 8 

B4-35(TU) 2 3 

B4-36(TU) 4 l 5 

B4-31(CC) 2 l 3 

B4-38(HO) 12 1 1 14 

B4-39(HO) 2 2 

B4-40(HO) 4 4 

B4-41(TO) l 11 12 

B4-42(TU) l l 

B4-43(AN) 2 l 3 

B4-44(SHD) l 2 

B4-45(SHE) 2 2 

B4-46(SHC) 1 

B4-41(CH) 3 3 

B4-48(CH) 

B4-49(CH) 1 l 

B4-50(CC) l 

B4-51(CC) l 11 

B4-52(CC) I 

B4-53(TU) 1 l 

B4-54(TU) 1 

その他(OBB) 1 

その他(SHC) 3 2 5 

その他(SHE) 6 4 10 

その他(CH)

その他(TU) 24 25 

その他(HO) 1 l 

合計 21 2(1) 11 42(41) 156(155) 8 9 220(211) 1 



第43表 B4-Dブロック石材別石器組成 i

第4節第3文化層

石 材 KN TP PO KP ES ss G.R DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石B(OBB) l 1 

安山岩(AN) 2 1 3 

安山岩(TO) 11 12 

頁岩C(SHC) 1 3 2 6 

頁岩D(SHD) 2 

頁岩E(SHE) 1 11 30(29) 52(51) 4 89(87) 

チャート (CH) 14 15 

凝灰岩(TU) 7 32 1 4 44 

砂岩(SA) 8 8 

ホルンフェルス(HO) 26 1 1 28 

務瑠・玉髄(CC) 2(1) 3 7 12(11) 

合計 212(1) 11 42(41) 156(155) 8 9 220(217) 

第44表 B4-Dブロック磯組成

|母 岩 I:石材|個数|重量 |

|B4R-2 I SA I 1 I 31.8 I 
石材

砂岩(SA)

合計

88 89-93 
B4-23A(CH) 
83.2g 

0 91 

事巴
引
制

~
ム

Cミコョ

。

ぶここ~ 90 B4-55-32 
B4-23A(CH) 
FL 
13.2 g 

。
B4-65-57 
B4-23A(CH) 
FL 
15.3 g 

93 B4-66-33 
B4-23A(CH) 
CO 
49.4 g 

(2/3) 10cm 

第172図 B4-Dブロック 出土遺物(8 ) 
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第 2章 |日石器時代

2 B4-Eブロック(第173~179 ・ 201図，第45 ・ 46表，カラー図版16 ・ 20，図版 7 ) 

1 )ブロックの概要

B4-Eブロックは，調査範囲南側のB4-73・83・84・93グリッドに位置する 。ブロックの立地は，南に

舌状に伸びる台地のほぼ中央部で¥傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m，短軸 5mの範囲に100点の石器が分布するが，そのほとんどが長

軸 5m，短軸 4mの範囲に集中する。出土層位は， m層を中心としており， 50cmほどの高低差をもって包

含されている(第173・174図)。

ブロックは，ナイフ形石器4点，掻器1点，石刃22点 (21個体)，剥片67点 (66個体)，砕片 2点，石核

4点の合計100点 (98個体)で構成される。石器石材は，軟質の安山岩 3点，流紋岩10点，頁岩C10点

( 9個体)，頁岩E41点 (40個体)，チャート 9点，凝灰岩8点，砂岩4点，ホルンフェルス12点， ~馬瑞・

玉髄 3点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは26母岩を識別した。内訳は，軟質の安山岩 1母岩 (B4-41)，流紋岩 1母岩 (B4-57)，

頁岩C4 母岩 (B4-46 ・ 60 ・ 63 ・ 64 ) ，頁岩 E10母岩 (B4-15~21 ・ 30 ・ 61 ・ 65 ) ，チャート 2 母岩(B4-56 ・

62) ，凝灰岩3母岩 (B4-35・42・55)，砂岩 1母岩 (B4-58)，ホルンフェルス 3母岩 (B4-38・39・59)， 

璃瑠・玉髄 1母岩 (B4-37)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は80%(80/100点)であ

る。

• B4・15:暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりであ

る。本ブロックでは石刃 1点 (7.3g )の単独資料であるが， B4-Dブロックの石刃 3点と接合している。

その他に同一母岩がB4-Dブロックに10点ある。

• B4-16 :灰色(10Y5/1)などの頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである 。石器

群の内訳は，石刃 4点，剥片 1点の合計5点 (21.9g)である。接合資料は，石刃 3点(14.6g )が， B4-

Dブロックの石刃 2点，ブロック外 (B4-81グリッド)の石刃 l点と接合している。その他に同一母岩が

B4-Dブロックに11点ある。

• B4-17 :にぶい黄糧色 (10YR6/4)などの頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりで

ある。石器群の内訳は，石刃 5点(4個体)，剥片 6点，石核 1点の合計12点 (11個体;141.7g)である。

接合資料は，石刃 5点 (4個体)，剥片 5点，石核 1点の合計11点 (10個体;140.1 g )が， B4-Dブロッ

クの石刃 2点と接合している。

• B4・18:灰オリーブ色 (2.5Y5/2)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである 。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，石刃 l点，剥片 2点の合計4点 (18.6g)である。接合資料は，剥

片 l点 (5.8g )が， B4-Dブロックの石刃 2点と接合している。その他に同一母岩がB4-Dブロックに 3

点ある。

• B4-19 :灰褐色 (7.5YR5/2)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロ ックに記したとおりである。本ブ

ロックでは石刃 1点 (10.5g )の単独資料であるが， B4-Dブロックの石刃 1点と接合している 。その他

に同一母岩がB4-Dブロックに 5点ある。

• B4・20:灰黄色 (2.5Y6/2)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。本ブロッ

クでは剥片 1点(1.0g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がB4-Dブロックに 9点ある。

- 224-



も
九
ω
V
J

m
wV
4
 

第4節第3文化層

ggE g  g E 

〉。ヨ主

お-93

第171図84

民
第169図44

轡ゐ自
42 7 26 

第171図86

合 KN

(0 E S 

• B L 

• F L 

・CH

ロ CO 。。噂
12 10 

。 (1/80) 4m 

J料
53日JOm

t ん助手-A今治九イMlmlJm 
I ♂~IW.V 

令制説明材班 一一一52.500m
下計三白山白山三l咽

第173図 B4-Eブロック出土遺物分布 (1 )一石器別分布一

-. 
岨--

-
A
S
 h
・vp・白紙
utR吋・
'・・. .. . 

4回



旧石器時代第 2章

Egg---

ヨ
9

p

ロ
ゃ
な
控
訴
野
島
.・
マ

e

q

 

E
E出
向

田

I
l
l
1
1

B4-30日

B4-35A 

84-0ブロックヘ

84-0ブロックヘ

B4-19A 

84-0ブロ ックヘ

B4-37 A B4-60A 

F 

P穐A 

隆三7

~çp 

パ~ /i1"V-l¥¥ 
'H  ¥ ¥メ マl心 ρ 入

… 一
13 14+15 

B4-56B 

閣回Z

開立予

。AN

ロ RH

企 SHC

v SH E 
.CH 

.， TU 

sSA 

合 HO

・CC

9 10-12 
B4-56A 

84-0ブロックヘ

毎
4 42-47 

B4-16A 

(1/80) 17-19 
B4-21A 

一一一回蜘m

蜘

皿

w
m
n
w

州
問、

16 4m 

ベヲνzmM7h

。

皿比 山川
IV. V I ~← 円-J H

明LLよご判
官

合. 

一石材別分布一B4-Eブロック出土遺物分布 (2 ) 

-226-

第174図



~ê~~ 
ζ:::> 1 ê~-~~-;-~2 

B4-64(SHC) 

く3KN
1.9 g 。 )

 

'
E
E
E
 

∞H
 

1
5
 

-
r
t
 

q
δ
n
k
u
 

n
u
-
-
Y
2
 

-一
N
h

凋
件

au『

n
u

ロu
D
D
v
h
q
d

n
t
 

。

第4節 第3文化層

門
V

マ
問
wv

A
bリ
ザ

ペ
ω
Vて込 3 B4-83-67 ~ 

B4-63(SHC). _. __ ~ K N --， - -， 4 B4-83-:-42 

o:!ig ~~~65(SHE) 
KN 
1.1 g 

G翌P

どミ〉
5 B4-83-58 

B4-16(SHE) 
BL 
7.0g 

6 B4-84-5 
B4-38(HO) 
FL 
7.0g 

8 B4-83-28 
B4-39( HO) 
CO 
41.7 g 

7 B4-83-33 
B4-55(TU) 
CO 
30.1 g 

)
 

M
H
 

ハ」

凋値

Tr
k

d
A
 

内
毛

u
n
h
u

Q
u
k
u
y
h
J
 

-
-

i
 

必
吟
凋
勾

E
L

ヲ，

D
D
n
D
r
r
4
a
u守

ー

1
 0

 

-

r
J

，
ii

d
g崎
川
池
ペ
ぷ

r
q
'

;
 
;
 
j

)

 

-

-h
一
-

u

H

-一
!

d
h
t
r
tcL、
ハ

し

、

ー

、¥

4
3
a
F
q
4
r
t
、

三

J

K
¥
、刊

す
A

亡，、、
!
?一、
、、、、

q
d
n
o

，s'恥
n
I
I
I
-
h

炉、、‘
.

1

n

x

u

r

内
J
W

一
-
、，

au守

A守

r、

h
斗

1
1，
f

a

r

B

B

C

:
 

r

dl
』
弘
、
ι
剛

，

高

ω
rF

，“n
v

n

u

j

1

 

3

h

、一
幹
正

i
h
J
L

河
川
V

てザ
21.6 g 

13 14+15 
B4-56日(CH)
12.6g 

9 1O~12 vr~_ト」ν
B4-56A(CH) ~久どマ史、対帆
30.5g ぐVコエ，、河、/宝、J

《ヌミ
受益b

。ム込

ζ ここ::::>- 叫 ダ
12 B4-83-31 

B4-56A(CH) 
BL 
4.2 g 

B4-83-61 
B4-56B(CH) 
ES 
11.7 g 

自白
4込 15 B4-83-44 

B4-56B(CH) 
FL 
0.9 g 

(2/3) 10cm 

第175図 B4-Eブロック出土遺物(1 ) 



第2章旧石器時代

16 17-19 
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• B4-21 :灰色 (10Y4/l)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである 。石器群の

内訳は，剥片 3点 (20.9g )である。接合資料は，剥片 2点 (20.2g )が， B4-Dブロックの掻器 l点と

接合している。その他に同一母岩がB4-Dブロックに 3点ある。

• B4-30 :にぶい黄色 (2.5Y6/3)の頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである 。本

ブロックでは石刃 l点 (2.7g )の単独資料であるが， B4-Dブロックの石刃 1点と接合している。その他

に同一母岩がB4-Dブロックに 5点ある。
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• B4-35 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の凝灰岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。

本ブロックでは剥片 1点 (O.5g)の単独資料であるが， B4-Dブロックの石核 1点と接合している。その

他に同一母岩がB4-Dブロックに 2点ある。

• B4-37 :浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑞 ・玉髄である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。

石器群の内訳は，石刃 2点 (6.4g )である。接合資料は，石刃 2点 (6.4g )が， B4-Dブロックの石刃

2点と接合している。その他に同一母岩がB4-Dブロックに 1点ある。

• B4・38:灰色 (5Y4/1)のホルンフェルスである。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。

石器群の内訳は，剥片 2点(11.6g )である。その他に同一母岩がB4-Dブロックに14点ある。

• B4・39:灰色 (10Y5/1)のホルンフェルスである。母岩の特徴はB4-Dブロ ックに記したとおりである。

石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (43.7g )である。その他に同一母岩がB4-Dブロ ック

に2点ある。

• B4-41 :にぶい黄色 (2.5Y6/4)の軟質な安山岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりで

ある。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 l点の合計3点 (5.6g )である。その他に同一母岩がa4-Dブロッ

クに12点ある。

• B4-42 :オリーブ黄色 (5Y6/3)の凝灰岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。

石器群の内訳は，剥片 2点 (2.0g )である。その他に同一母岩がB4-Dブロックに l点ある。

• B4-46 :黄灰色 (2.5Y6/1)の嶺岡産頁岩である。母岩の特徴はB4-Dブロックに記したとおりである。

本ブロックでは剥片 1点 (O.8g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がB4-Dブロックに 1点ある。

...c::::弓

3G 
44 B4-81-1 (ブロック外)

B4ー16A(SHE)
BL 
0.9 g 

41 42-47 
B4-16A(SHE) 
21.8 g 

〈 ζ三コ

轡巴
4ミζ込 42 B4-83-23 

B4ー16A(SHE)
BL 
3.1 g 

巳巴
~アP43

t ここごとユ

B4-83-26 
B4-16A(SHE) 
BL 
3.9g 

匂~~
4 こごユ 47 B村 5-13(B4-0ブ口 yク)

B4-16A(SH E) 

ζ 二ここ〉 452j:?;ffsHE)

46 B4-66-42( B4-0ブロック)
B4ー16A(SHE)

BL 
2.9g 

BL 
o 3.4g (2/3) 10cm 

第179図 B4-Eブロック出土遺物(5 ) 
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• B4・55:自然面は灰白色 (7.5Y7/2) ・オリーブ黄色 (5Y6/4)，内部は灰白色 (7.5Y7/2)，節理は暗赤

褐色 (5YR3/6)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 3点，石核 l点の合計4点 (76.0g )である。

• B4・56:自然面は灰色 (5Y4/1) ・灰オリーブ色 (5Y4/2)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)のチャートで

ある。石器群の内訳は，撞器 1点，石刃 1点，剥片 2点，石核 1点の合計 5点 (43.1g )である。接合資

料は，2グループあり， Aは石刃 1点，剥片 l点，石核 1点の合計3点 (30.5g)， Bは掻器 1点，剥片

l点の合計2点 (12.6g)である。

• B4・57:自然面は淡黄色 (2.5Y8/4)，内部は灰黄色 (2.5Y7/2) ・にぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に 2mm~ 

3 mmほどの石英の結晶を含む流紋岩である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 8点の合計10点 (31.4g ) 

である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片 3点(13.3g)， Bは石刃 2点 (10.8g )である。

• B4・58:自然面は浅黄色 (2.5Y7/3)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/3)が混じり，内部は浅黄色 (2.5Y7

13)の砂岩である。石器群の内訳は，石刃 2点，剥片 2点の合計4点 (8.7g )である。

• B4・59:自然面は灰オリーブ色 (5Y6/2) ・灰オリーブ色 (5Y5/2)，内部は灰色 (5Y6/1) ・灰白色 (5

Y7/2)，新鮮な面は灰色 (10Y5/1)の脆弱なホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 2点 (24.0g ) 

である。

• B4・60:自然面は黒褐色 (10YR3/1) ・にぶい赤褐色 (5YR5/4)，内部はにぶい赤褐色 (5YR5/4) 

にぶい黄櫨色 (10YR6/4)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 5点(4個体;23.2 g )である。

接合資料は，剥片 2点(1個体;8.6 g )である。

• B4・61:自然面は明黄褐色 (10YR6/6)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4) ・浅黄色 (2.5Y7/3)の地に黄

褐色 (10YR5/6)の砂質部が部分的に混じる頁岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (93.9g)である 0

・B4・62:内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，節理は黄褐色 (2.5Y5/3)のチャートである。石器群の内訳は，

剥片 2点 (2.4g )である。

• B4-63 :灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の地に暗緑灰色 (10GY4/1)の太い筋が入る嶺岡産頁岩である 。ナ

イフ形石器 1点 (0.9g )の単独資料である。

• B4・64:自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。ナイフ形

石器 1点(1.9g )の単独資料である。

• B4-65 :暗灰黄色 (2.5Y5/2) ・浅黄色 (5Y7/3)の地に細い筋が入る頁岩である 。ナイフ形石器 1点

(1.1 g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，嶺岡産頁岩の剥片 2点(1.0g)，頁岩の剥片 7点，砕片 1点の合

計8点(12.0g)，チャートの剥片 2点 (3.3g )，凝灰岩の剥片 l点 (0.9g)，ホルンフェルスの剥片5点，

砕片 1点の合計 6点 (7.4g)，璃瑠・玉髄の剥片 1点 (0.1g )がある。

3 )出土遺物 (第175図 1-8) 

1 . 3は嶺岡産頁岩による， 2・4は頁岩によるナイフ形石器である。すべて石刃を素材としており，

lを除いて打面側を基部にしている。1は二側縁加工， 2は基部加工である。3は基部加工ないし二側縁

加工である。裏面左側縁の細かい剥離痕は，使用による可能性がある。4は上半部を欠損するが，基部加

工と考えられる。5は頁岩による石刃， 6はホルンフェルスによる剥片である。7は凝灰岩， 8はホルン

フェルスによる石核である。7は小型で、不定型な離を素材として交互剥離によって剥離作業を行っている。

8は両面に求心的な剥離作業を行っており，右側面には切断面と考えられる大きな剥離面が見られる。
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4 )接合資料とその関連資料(第175図9~15，第176~179図)

• B4・56(第175図9~15) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)のチャートである。掻器 1点，石刃 1点，剥片 2点，

石核 1点の合計5点で構成される。接合資料は， 2グループある。A (9)は石刃 1点(12)，剥片 1点

(11) ，石核 l点(10)の接合資料である。9は円礁ないし楕円礁を素材として 11を剥離して打面を作出

した後， 12を含む縦長剥片状の石刃を剥離している。その後， 10は求心的な剥離により不定型な剥片を剥

離している。B (13)は掻器 1点 (14)，剥片 l点(15)の接合資料である。両設打面の石核から14，15 

を剥離している。14は石刃状の剥片を素材として，末端に急角度の調整加工を行って刃部を作り出してい

る。石刃ないし石刃状の剥片の生産に関係する母岩と考えられる。

• B4・21(第176図16~19) 灰色(10Y4/1)の頁岩である。剥片 3点で構成される。 16は，掻器 1点

(18) ，剥片 2点 (17・19)の接合資料である。16は17を剥離して打面を作出した後，打面調整や頭部調整

を行って18を剥離し，打点を移動して19を剥離している。17・19は打面調整ないし再生に関わる剥片であ

る。18は石刃を素材として，末端に急角度の調整加工を行って刃部を作り出している。なお，本資料は，

B4-Dブロ ックから出土している。石刃石器群に関係する母岩と考えられる。

• B4・57(第176図20~26) 灰黄色 (2.5Y7/2)などの流紋岩である。石刃 2点，剥片 8点の合計10点で

構成される。接合資料は， 2グループある。A(20)は剥片 3点 (21~23) の接合資料である 。 20は上方

向から21を剥離した後， 90度打面を転移して小型で不定型な剥片を数枚剥離し，再び上方向から22，23を

剥離している。22・23は石核の側面調整等に関係する可能性がある。B (24)は石刃 2点 (25・26)の接

合資料である。25は打面調整が顕著である。石刃の生産に関係する母岩と考えられる。

• B4-17 (第177図，第178図) にぶい黄櫨色(10YR6/4)などの頁岩である。木の葉の化石と思われる

破片を含む。石刃 5点(4個体)，剥片 6点，石核 1点の合計12点 (11個体)で構成される。27は，石刃

5点(4個体;28・29・31・34・38)，剥片 5点 (30・35・36・37・39)，石核 1点 (40)の接合資料であ

る。 27は拳ほどの角礁を素材として， 27のA面の下方向から28→上方向から29→27のD面の右上方向か

ら30→32のA面の上方向から31→34→32のB面の左上方向から35を剥離した後， 32のB面の左下方向から

ぬが節理で剥落してしま った。その後も， 33のA面の上方向から36，32のA面の上方向から37，33のB面

の下方向から38など小型で不定型な剥片を剥離している。なお 29の上部 .34はB4-Dブロックから出土

している。石刃の生産に関係する母岩と考えられる。

• B4-16 (第179図) 灰色 (10Y5/1)などの頁岩である。石刃 4点，剥片 1点の合計5点で構成される。

41は，石刃 6 点 (42~47) の接合資料である。平坦打面の石刃石核から42→43→44→45→46→47の順に石

刃ないし石刃状の剥片を剥離している。なお， 46・47はB4-Dブロ ック， 44はブロ ック外 (B4-81グリ ッ

ド)から出土している。石刃ないし石刃状の剥片の生産に関係する母岩と考えられる。
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第45表 B4-Eブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

B4-15(SHE) l 

B4-16(SHE) 4 5 

B4-17(SHE) 5(4) 6 l 12(11) 

B4-18(SHE) 1 2 4 

B4-19(SHE) l 

B4-20(SHE) 1 

B4-21(SHE) 3 3 

B4-30(SHE) I l 

B4-35(TU) l l 

B4-37(CC) 2 2 

以羽(HO) 2 2 

B4-39(HO) l 2 

B4-41(TO) 2 3 

B4-42(TU) 2 2 

B4-46(SHC) 1 1 

B4-55(TU) 3 4 

B4-56(CH) l 2 1 51 

B4-57(RH) 2 8 10 

B4-58(SA) 2 2 41 

B4-59(HO) 2 

B4-60(SHC) 5(4) 5(4) 1 

B4-61(SHE) 4 4 

B4-62(CH) 2 21 

B4-63(SHC) l 1 

B4-64(SHC) l 11 

B4-65(SHE) 1 1 

その他(SHC) 2 21 

その他(SHE) 7 I 8 

その他(CH) 2 2 

その他(TU) l 

その他(HO) 5 1 6 

その他(CC) 1 l 

合計 4 1 22(21) 67(66) 2 4 100(98) 

第46表 B4-Eブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(TO) 2 3 

流紋岩(RH) 2 8 10 

頁岩C(SHC) 2 8(7) 10(9) 

頁岩E(SHE) 2 13(12) 24 l 41(40) 

チャート (CH) l 1 6 9 

凝灰岩(TU) 7 l 8 

砂岩(SA) 2 2 4 

ホルンフエルス(HO) 10 l 12 

務瑠ー玉髄(CC) 2 l 3 

合計 4 22(21) 67(66) 2 4 100(98) 
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第 5節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層ソフトローム層を中心に包含されている石器群である。 A4-B，D4-A.

Bブロックの 3か所が該当する。他に，単独出土地点 2か所を検出した。D4-Bブロックから小型幾何形

ナイフ形石器と有樋尖頭器のスポールの可能性のある剥片が発見されており，いわゆる「砂川期」に後続

する旧石器時代終末期の石器群と考えられる。なお，本文化層については， D4-A. Bブロックは，ブロッ

ク聞に接合関係はないが，石器組成や石材構成が類似していることから，同時期と考えられるが， A4-B 

ブロックは， D4-A . Bブロックとの間に石器群の内容等に若干相違があり， 2時期に細分される可能性

もある。

1 A4・Bブロック(第180~182 ・ 201図，第47 ・ 48表，カラー図版16)

1 )ブロックの概要

A4-Bブロックは，調査範囲南側のBι86・96グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に舌状に伸

びる台地のほほ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 2m，短軸 1mの範囲に 6点の石器が分布する。出土層位は， III層を中

心に20cmほどの高低差をもって包含されている(第180・181図)。第2文化層の A4-Aブロックが近接し

ているが，石器群の内容・出土層位・平面分布等に相違があり，ブロックを分けた。また， D4-A . Bブ

ロックとも相違点があり，時期差も考えられる。

ブロックは，槍先形石器 1点，剥片 5点の合計6点で構成されており，石器石材は，安山岩 5点，凝灰

岩 1点である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4母岩を識別した。内訳は，安山岩 3母岩 (A4-8 . 10・15)，凝灰岩 1母岩 (A4-4 ) 

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(6/6点)である。

• A4・4:自然面は褐色 (7.5YR4/3)，内部は灰黄色 (2.5Y6/2)の比較的珪化度の高い凝灰岩である。

本ブロックでは剥片 1点(1.1g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がブロック外 (A4-99グリ ッド)

にL点ある。

• A4-8 :オリーブ黒色 (5Y3/1)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (2.1g )である。

• A4-10 :自然面及び内部が黄褐色 (2.5Y5/4)の地に灰色 (5Y4/1)の縞が入る安山岩である。石器群の

内訳は，剥片 2点(19.2g )である。

• A4-15 :オリーブ黒色 (7.5Y3/1)の安山岩である。石器群の内訳は，槍先形石器 1点 (3.4g )の単独

資料である。

3 )出土遺物(第182図)

1は安山岩による細身の木葉形の槍先形石器である。縦長剥片を素材として打面側を基部にして，表裏

両面に細かい周辺加工を行っている。両面とも右側縁に調整加工が集中している。

第47表 A4-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

A4.4(TU) 1 

A4.8(AN) 2 2 

AιlO(AN) 2 2 

A4.15(AN) 1 

合計
l 一 一一

5 6 
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第48表 A4-Bブロック石材別石器組成

くコ
ζご〉

。

1 A4-96-1 
A4-15(AN) 
PO 
3.4 g 

(2/3) 5cm 

第182図 A4-Bブロック出土遺物

2 D4・Aブロック(第183-185・201図，第49-51表，図版 7) 

1 )ブロックの概要

第 5節 第4文化層

D4-Aブロックは，調査範囲南側のC4-69，D4-50・51・60・61・70グリッドに位置する。ブロックの立

地は，南に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m，短軸 6mの範囲に98点の石器・礁が分布する。出土層位は， II c 

層からIXa層にかけてで， 100cmほどの高低差をもっているが，中心は困層で， 60cmほどの高低差をもっ

て包含されている(第183~185図)。

ブロックは，槍先形石器 1点，模形石器3点，剥片 7点，砕片 6点，削片 2点の合計19点と磯79点で構

成されており，礁が主体のブロックである。石器石材は，黒曜石G5点，安山岩12点，頁岩A1点，砂岩

1点，蝶石材は，安山岩 7点，流紋岩 2点，頁岩 7点，チャート20点，砂岩34点，ホルンフェルス 2点，

石英 6点，不明 1点である。礁は，母岩分類できたものが73点 (39母岩;1，230.8 g )，母岩分類できなかっ

たものが6点 (15.0g )で，識別率は92%である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは，小型の資料や似た石材が多く，母岩を識別することができなかった。母岩分類できな

かった資料の内訳は，産地不明の黒曜石の槍先形石器 1点，剥片 2点，砕片 1点，削片 1点の合計 5点

(1.9 g )，安山岩の模形石器2点，剥片 4点，砕片 5点，削片 1点の合計12点(10.3g )，東北産頁岩の模

形石器 l点 (0.8g)，砂岩の剥片 1点(1.0g)である。

3 )出土遺物

図示していないが，槍先形石器は，両面加工で基部と考えられる。削片は，有樋尖頭器に関係するもの

と考えられる。

礁は長さ 3cm~8cmの単独資料が主体で，破損品がほとんどである。また，明確に被熱の痕跡を示すも

のは多くない。
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D4R-75 D4R-89 

A 

D4R-94 

ぷ五~ /冶ぞL.I、でJ ¥ 
D4R-83 
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。RH

• SH 

• CH 

• SA 

合 H"Cコ
* QU ---t-70 
• UK 

刈が/。 (1/80) 4m D4R-84 

第185図 D4-Aブロ ック 出土遺物分布 (3 )一様石材別分布一

第49表 D4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計 | 
その他(OBG) l 2 1 

その他(AN) 2 4 5 1 12 

その他(SHA) l 1 

その他(SA) l 1 

合 計 l 3 7 6 2 19 

第50表 D4-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石G(OBG) 2 1 1 5 

安山岩(AN) 2 4 5 1 12 

頁岩A(SHA)

砂岩(SA) 1 l 

dロ~ 宕ロ:t 3 7 6 2 19 
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第 2章旧石器時代

第51表 D4-Aブロ ック磯組成

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石 キオ 個数

D4R-59 SA 1 14.6 D4R-84 CH 9 67.3 安山岩 (AN) 7 

D4R-60 SA 1 16.5 D4R-85 HO 1 25.7 流紋岩 (RH) 2 

D4R-61 SA l 14.9 D4R-86 HO 1 7.3 頁岩 (SH) 7 

D4R-62 SA l 16.2 D4R-87 SH 15.8 チャート (CH) 20 

D4R-63 SA 29.8 D4R-88 SH 3 6.6 砂岩(SA) 34 

D4R-64 SA l 16.6 D4R-89 QU 6 12.9 ホルンブエ Jレス(HO) 2 

D4R-65 SA 1 15.6 D4R-90 AN 147.4 石英 (QU) 6 

D4R-66 SA 13.3 D4R-91 AN 1 19.7 不明(UK) l 

D4R-67 SA 6.7 D4R-92 AN 1 14.9 合 言十 L__'l空
D4R-68 SA 1 21.5 D4R-93 AN 2 115.4 

D4R-69 SA l 37.7 D4R-94 AN 2 16.8 

D4R-70 SA l 20.8 D4R-95 RH l 37.7 

D4R-71 SA 1 10.5 D4R-96 RH l 15.6 

D4R-72 SA l 13.2 D4R-97 UK l 31.1 

D4R-73 SA l 45.5 その他 SH 3 5.6 

D4R-74 SA 2 35.3 その他 SA 3 9.4 

D4R-75 SA 2 13.4 

D4R-76 SA 2 91.7 

D4R-77 SA 5 52.0 

D4R-78 SA 2 38.5 

D4R-79 SA 3 34.4 

D4R-80 CH l 21.9 

D4R-81 CH l 23.2 

D4R-82 CH 5 24.8 

D4R-83 CH 4 68.0 

3 D4-Bブロック(第186~193 ・ 201図，第52~54表，カラー図版16，図版 7 ) 

1 )ブロックの概要

重量

314.3 

53.2 

28.0 

205.2 

568.0 

33.0 

12.9 

31.1 

1245.8 

D4-Bブロックは，調査範囲南側のD4-73・83グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に向かつて

開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 3mの範囲に360点の石器・離が分布する 。出土層位は， II 

c層からVI層にかけてで， 90cmほどの高低差をも っているが，中心はW層で， 50cmほどの高低差をもって

包含されている (第186~192図)。

ブロックは，ナイフ形石器 1点，接器3点，模形石器11点，加工痕ある剥片 3点，使用痕ある剥片 2点，

剥片76点，砕片22点の合計118点と磯242点で構成される。石器石材は，黒曜石B8点，黒曜石G18点，安

山岩65点，流紋岩8点，頁岩A4点，頁岩E3点，ホルンフェルス 2点，石英 1点，璃瑠・玉髄9点，喋

石材は，安山岩4点，流紋岩25点，チャート45点，砂岩159点，ホルンフェルス 6点，喋岩 3点である。

礁は，母岩分類できたものが208点 (58母岩;3，222_6 g )，母岩分類できなかったものが34点 (86_2g )で，

識別率は86%である。なお， D4-73グリッドを中心に多数の砕片が出土したため，砕片の検出面からハー

ドローム上面まで， 50cmメッシュにより，土壌が採集されていたが，その後に紛失したため，詳細は不明

である。

2 )母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，安山岩 1母岩 (D4-2 )，流紋岩 l母岩 (D4-4)，頁岩A

2母岩 (D4-5・6)，頁岩E1母岩 (D4-3 )，石英 l母岩 (D4-7 )である 。母岩識別した石器の石器

総数に対する割合は19%(23/118点)である。
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第 4文化層

• D4・2:暗灰黄色 (2.5Y4/2)で，綴密な部分とやや空隙のある部分が層状になっている安山岩である。

石器群の内訳は，模形石器3点，剥片 4点の合計7点 (8.5g )である。

• D4・3:灰白色 (5Y7/2) ・灰白色 (5Y7/1)の頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，

第 5節

剥片 2点の合計 3点(1.0g )である。

• D4-4 :自然面は黄褐色(10YR5/6)の地にオリーブ黒色 (5Y3/1)の粒が入り，内部は淡黄色 (2.5Y

8/3)の地に黄褐色(10YR5/6)の粒が入る流紋岩である。石器群の内訳は，剥片 8点 (7.5g )である 。

ほとんどが，打面調整の顕著な小型で不定型な剥片であるが. 1点，石刃状の剥片がある。上部の一部し

か残存していないため，詳細は不明である 0

・D4・5:黄褐色 (2.5Y5/3)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，模形石器 l点(1.3g ) 

国(

の単独資料

• D4・6:灰黄褐色(lOYR5/2)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (0.5g)である 0

・D4・7:無色透明な石英である。剥片 1点 (0.1g )の単独資料である。

A 
E
R百

B
I
-
-
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一石器別分布一D4-Bブロック出土遺物分布(2 ) 第187図

D4-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

D4-2(AN) 3 4 7 

D4-3(SHE) 1 2 3 

D4-4(RH) 8 8 

D4-5(SHA) 1 

D4-6(SHA) 3 3 

Dι7(QU) 1 

その他(OBB) l 7 

その他(OBG) 1 10 5 18 

その他(AN) 3 7 351 13 58 

その他(HO) 2 2 

その他(CC) 4 4 9 

合計 1 3 11 3 2 761 22 118 
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一石材別分布一D4-Bブロック出土遺物分布 (3 ) 第188図

D4-Bブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP 邸 SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜石B(OBB) 7 81 

黒曜石G(OBG) l l 1 10 5 181 

安山岩(AN) 3 10 391 13 65 

流紋岩(RH) 8 8 

頁岩A(SHA) 3 4 

頁岩E(SHE) 1 2 3 

ホルンフェjレス(HO) 2 2 

石英(QU) 1 11 

務瑠・ 玉髄(CC) 1 4 4 9 

ぷロ〉‘ 看ロt 1 3 11 3 2 76 LE 118 
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D4R-16 

A 
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。 (1/80) 4m 
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第189図 D4-Bブロック出土遺物分布 (4 )一喋石材別分布 (1 )一
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第190図 D4-Bブロ ック出土遺物分布 (5 )一様石材別分布(2 )一
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第 2章旧石器時代

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の加工痕ある剥片 1点，剥片 7点の合

計8点 (2.7g)，産地不明の黒曜石のナイフ形石器 1点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 1点，剥

片10点，砕片 5点の合計18点 (5.2g)，安山岩の掻器3点，模形石器7点，剥片35点，砕片13点の合計58

点 (40.4g)，ホルンフェルスの剥片 2点 (4.2g)，璃瑠・玉髄の使用痕ある剥片 1点，剥片 4点，砕片

4点の合計9点(1.1g )がある。

3 )出土遺物(第193図)

1は産地不明の黒曜石によるナイフ形石器である。剥片の打面側を基部として，両側縁に細かい調整加

工を行っている。終末期の小型幾何形ナイフ形石器の範曙でとらえることが可能で、あろうか。また，被熱

か風化のためか不明だが，表面が白濁している 。 2 ~ 4 は安山岩による掻器である 。 2 ・ 3 はほぼ全周に，

4は左側縁から下端部にかけて調整加工を行っている。なお， 2・3は槍先形石器やナイフ形石器の可能

性もある。5~ 8， 9 ~ 12は安山岩による， 7は東北産頁岩による模形石器である。全周に対向する剥離

面が見られるもの(5・6)，上下に対向する剥離面が見られるもの(7~ 12) がある 。 なお， D4-2母岩

( 8・9・11・12)による石器を除いて掻器や削器の可能性もある。13・14は加工痕ある剥片である 。13

は信州和田峠周辺産の黒曜石による不定型な剥片の末端に細かい調整加工を行っている。14は産地不明の

黒曜石による不定型な剥片の表面両側縁及び、裏面右側縁に細かい調整加工を行っている。また， 14は1と

修考;> ~ 叉三?;v
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第5節第4文化層

同様，表面が白濁している。なお， 13・14は槍先形石器やナイフ形石器の未製品の可能性もある 。他に，

図示していないが，D4-3母岩の加工痕ある剥片は，有樋尖頭器の削片を素材にしているものと考えられ

る。

礁は長さ 3cm~ 14cmの単独資料が主体で，破損品がほとんどである。明確に被熱の痕跡を示すものが多

くないなどD4-Aブロックと共通点が多い。

第54表 D4-Bブロック磯組成

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

D4R-l SA 1 52.6 D4R-26 SA 5 60.4 D4R-51 HO 2 22.9 

D4R-2 SA 1 23.9 D4R-27 SA 2 11.8 D4R-52 HO 2 25.7 

D4R-3 SA 1 43.6 D4R-28 SA 7 46.4 D4R-53 RH 10 271.2 

D4R-4 SA 1 56.1 D4R-29 SA 2 19.1 D4R-54 RH 4 13.1 

D4R-5 SA 1 27.4 D4R-30 SA 2 26.5 D4R-55 RH 6 23.1 

D4R-6 SA 1 16.3 D4R-31 SA 3 63.1 D4R-56 AN l 9.2 

D4R-7 SA l 11.4 D4R-32 SA 11 82.4 D4R-57 AN l 66.0 

D4R-8 SA l 313.6 D4R-33 SA 8 115.2 D4R-58 AN 2 95.2 

D4R-9 SA 26.5 D4R-34 SA 9 31.7 その他 RH 5 2.2 

D4R-IO SA 1 22.1 D4R-35 CH 1 31.2 その他 SA 28 81.2 

D4R・11 SA l 46.9 D4R-36 CH I 32.6 その他 CO 1 2.8 

D4R-12 SA 46.4 D4R-37 CH 9.1 

D4R-13 SA 3 168.0 D4R-38 CH 1 6.6 

D4R-14 SA 4 52.5 D4R-39 CH 6.5 石 材 個数 重量

D4R-15 SA 16 297.8 D4R-40 CH 2 20.0 安山岩 (AN) 4 170.4 

D4R-16 SA 9 91.6 D4R-41 CH 2 23.9 流紋岩 (RH) 25 309.7 

D4R-17 SA 5 115.9 D4R-42 CH 8 27.7 チャート (CH) 45 265.3 

D4R-18 SA 5 55.3 D4R-43 CH 7 26.4 砂岩(SA) 159 2406.2 

D4R-19 SA 3 23.9 D4R-44 CH 6 11.4 ホルンフエJレス(HO) 6 108.2 

D4R-20 SA 3 59.7 D4R苧45 CH 8 37.4 様岩(CO) 3 48.9 

D4R-21 SA 6 67.4 D4R-46 CH 2 10.8 合 言十 242 3308.8 

D4R-22 SA 5 171.2 D4R-47 CH 5 21.8 

D4R-23 SA 2 21.5 D4R-48 CO l 12.8 

D4R-24 SA 4 32.8 D4R-49 CO 1 32.3 

D4R-25 SA 5 24.4 D4R-50 HO 2 59.7 

4 ブロック外(第194・195図，カラー図版16)

ここでは第 4文化層のブロックを形成していないグリッド単独(2点以下)出土の遺物，同じく第 4文

化層の上層遺構等に混在していた遺物について記述する。

1はグリ ッド単独出土で，自然面は黄褐色 (2.5Y5/3) ・にぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部は灰オリー

ブ色 (5Y6/2)，新鮮な面は灰色 (10Y6/1)の比較的珪化度の高い凝灰岩による不定型な剥片である。表

面に自然面が大きく残る。同一母岩がA4-Bブロックにある。A4-99グリッドのE層から出土している 。

2~4 は上層遺構等に混在していた槍先形石器で、ある 。 第 4 文化層として扱ったが，第 3 文化層の可能性

もある。2は黒褐色・暗褐色の部分と透明な部分が混じる黒曜石によるものである。両面加工による木葉

形で，横断面形は凸レンズ状である。表裏に細かな調整加工を行っている。素材時の剥離面は，残されて

いない。下端部を欠損する。本資料は，蛍光X線による理化学的な分析により信州小深沢産と推定された。

上層遺構から出土している。3は内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の比較的珪化度の高い凝灰岩によるも

のである。両面加エによる木葉形で，横断面形は凸レンズ状である。表裏に細かな調整加工を行っている。

素材時の剥離面は，残されていない。グリッド出土であるが，注記等の不備により，出土地点は不明であ

る。4は自然面は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰黄褐色 (10YR4/2)，新鮮な面は黒色 (N2/0)の安山岩

によるものである。周辺加工あるいは両面加工による木葉形で，横断面形は凸レンズ状である。表裏に細

かな調整加工を行っている。表面には自然面が残る。素材時の剥離面が，裏面に残されており，縦長剥片
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~ 

短金

第194図

2 197-8 
そのイ也(088)
PO 
4.3 g 0

0

0

 

1 A4-99ー1
その他(TU)
FL 
20.1 g 

〈二三

3 不明ー26-2
その他(TU)
PO 
4.4 g 

4 84-19-4 
そのイ也(AN)
PO 
7.3 g 

10cm (2/3) 。

第 4文化層ブロック外出土遺物
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第 6節時期不明、その他

を縦位に用いたことがわかる。B4-19グリッドから出土している。

第 6節時期不明・その他

ここでは，上層遺構等に混在していた縄文時代草創期の有茎尖頭器，帰属文化層の不明な炭化物集中地

点について記述する。

1 ブロック外(第196・197図，カラー図版16)

1・2は上層遺構等に混在していた有茎尖頭器である。1は暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)のチャート

によるものである。最終的な剥離痕は，表裏両面に集中している。側縁は，鋸歯状を呈している。先端部

及び基部を欠損する。B4-32グリッドから出土している。2は灰色 (N4/0)のチャートによるものである。

基部の加工を行った後に，上半部の加工を行っている。最終的な剥離痕は，胴部から先端部にかけては概

ね表面に集中し，茎部は表裏両面に集中している。斜並行剥離が特徴的で，側縁は，若干鋸歯状を呈して

いる。なお，全長に占める茎部の長さなどから，上半部については欠損品等の再加工の可能性もある。上

層遺構から出土している。
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第196図 時期不明出土遺物分布
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2 炭化物集中地点(第198図)

本遺跡では，第 1 文化層の16か所の炭化物集中地点 (C-1~C-16) 以外に， 2か所の炭化物集中地点

(C-17， C-18)が発見されている。出土層準が不明なため，帰属時期を決定することができなかったが，

周辺の状況等から第 1文化層に帰属するものと思われる。①全体の分布状況は，台地の北東側にまとまり，

C-17は第 1文化層のD2-Aブロックに， C-18はC-3に近接している。②個々の分布状況は，直径8mの

規模と長径4m，短径 2mの規模の 2種類あり，深さは両者ともO.4mほどである。分布密度は，第 1文

化層の炭化物集中地点のBタイプと同様，散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示すが，平面形は，

若干相違があるようである。
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第198図 時期不明炭化物集中地点
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押沼大六天遺跡、では， 22か所のブロックから約3，800点の石器が出土した。これらは，立川ローム層第

2黒色帯下部から立川ローム層最上部にかけての各層準から出土しており，石器群の内容とその出土層準

から 4枚の文化層に区分したが，本章では，代表的なブロックを取り上げながら，文化層ごとにまとめた

いと思う 。

第 1文化層

第 1 文化層は，立川ローム層第 2 黒色帯下部(医 a~医 c 層)を中心として出土した石器群で，①;定

型的な石器が見られないC2-B，D2-A， D3-B， D4・Cブロック，②;剥片を素材とする小型の台形石器

を伴う C4-Aブロック，③;凝灰岩，北関東産頁岩，璃瑠・玉髄，安山岩などの石材による石刃素材のナ

イフ形石器，刃部磨製石斧，石刃などを伴う B4-C，C2・A，C3-A， D3-Aブロック，④;嶺岡産頁岩，

安山岩，流紋岩，ホルンフェルスなどの石材による剥片素材の台形石器，刃部磨製石斧などを伴う A5-A

ブロックの計10か所が該当し，台地の全体に分布する。この内， C3-AブロックやA5-Aブロックは広範

囲に多数のブロック群がまとまる大規模なブロックである。なお，本文化層は出土層位に幅があり，石器

群の内容も一様ではないことから， 2 ~ 3時期に細分される可能性もあるが B4-C . C2-A . C3-A・D

3-Aブロック聞には接合関係や母岩の共有関係があることからほぼ同時期に形成されたと考えられる。ま

た， A5-Aブロックについても， C3-Aブロックに極めて類似した母岩があり，別母岩としたが， もし同

一母岩であれば，ほほ同時期あるいは近接した時期が考えられる。他に，土坑 1基や炭化物集中地点16か

所が検出されているが，明確に人為的な要因によるものか不明で、ある。

第 2文化層

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層最上部 (V.N層)を中心として出土した石器群で，武

蔵野台地における立川ローム層のV層ないしW層下部から出土する石器群に対応すると考えられる 。A4-

A， A5-B・C'D，BιA'B， C4-Bブロックの計7か所が該当し，台地の中央に分布する。 C4-Bブ

ロックを除いてこれらのブロック間には，接合関係や母岩の共有関係がみられることから，ほぼ同時期に

形成されたと考えられる。また，①石器を主体とし，焼け礁をほとんどあるいは全く伴わないA4-A，A5-

B'C，B4-A.Bブロックと②礁を主体として，剥片が伴う小規模なA5-D.C4-Bブロックに分けられ

る。また，①については，ブロック毎に石器組成や石材組成の差が顕著で 1 :北関東産頁岩による剥片

を主体として，栃木県高原山産や伊豆半島周辺産の黒曜石，璃瑠・玉髄などの石材によるナイフ形石器な

どの石器が伴う A4-Aブロック， 2 :栃木県高原山産の黒曜石による剥片を主体として，同石材によるナ

イフ形石器が伴う B4-Aブロック， 3 :璃瑠・玉髄による剥片を主体とするB4-Bブロック， 4 :チャー

トによる剥片や使用痕ある剥片を主体として，璃瑞・玉髄によるナイフ形石器や石核が伴うA5-Cブロッ

ク， 5 :栃木県高原山産や伊豆半島周辺産の黒曜石，北関東産頁岩，チャート 璃瑠・玉髄などの上記石

材による剥片を主体とするA5-Bブロックがある。これらの状況は 近接する草刈遺跡第 6文化層と比べ

ると多少様相が異なる。

第 3文化層

第3文化層は，立川ローム層のソフトローム層(皿層)下部を中心として出土した石器群で，武蔵野台
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地におけるいわゆる「砂川期」の石器群に相当すると考えられる。B4-D. Eブロックの計 2か所が該当

し，台地の中央に分布する。両ブロック聞には，接合関係や母岩の共有関係がみられることから，ほほ同

時期に形成されたと考えられる。B4-Dブロックは掻器，石刃などを伴い. B4-Eブロ ックは石刃素材の

ナイフ形石器，掻器，石刃などを伴う 。両ブロックとも産地不明の頁岩，嶺岡産頁岩，チャート，凝灰岩，

ホルンフェルスなどの石材を用いて 石刃ないし石刃状の剥片の生産からナイフ形石器を中心とした石器

の製作に関係する石器群である。ナイフ形石器の有無が大きな違いといえるが，石器組成や石材組成など

で類似点が多い。これらの状況は，近接する草刈遺跡第 7文化層と比べると様相が異なる。

第4文化層

第4文化層は，立川ローム層のソフトローム層(困層)を中心として出土した石器群で，旧石器時代終

末期の石器群と考えられる。① ;槍先形石器と小型幾何形ナイフ形石器，さらに有樋尖頭器のスポールの

可能性のある剥片を伴う D4-A'Bブロック，②;周辺加工で細身の木葉形による槍先形石器を伴う A4-

Bブロックの計 3か所が該当し，台地の中央に分布する。なお. D4-A . Bブロックは，ブロック間に接

合関係はないが，石器組成や石材構成が類似していることから，同時期と考えられるが. A4-Bブロック

は. D4-A . Bブロックとの聞に石器群の内容等に若干相違があり. 2時期に細分される可能性がある。

石器石材について

本遺跡では，草刈遺跡(下層)と同様に，東北産頁岩，北関東及び東関東方面と考えられる頁岩，県南

嶺岡産の頁岩，上総丘陵砂礁層ほかのチャート，砂岩，凝灰岩，璃瑠・玉髄，信州産，栃木県高原山産，

伊豆半島周辺産などの黒曜石，産地の特定できない安山岩などが用いられていた。

頁岩類については，田村 隆氏を中心に精力的な産地探索が継続されており，その実態も判明しつつあ

る。なお，本報告では，珪化度の高いものも頁岩に区分し. i珪質頁岩」を用いていない。理化学的な分

析について，黒曜石の石器については，千葉県文化財センター研究紀要22号の中で東京学芸大学二宮修治

氏が本遺跡出土の槍先形石器に対する蛍光X線分析を行っている。

遺物データ管理システムについて

押沼大六天遺跡のデータ管理については，株式会社パスコの遺物データ管理システムPADRAS-T3Di

により，グリッド・遺物番号・器種・石材・母岩番号・ブロック・重量・ X座標・ Y座標・標高の10項目

についてExel形式で、保存されており，今後の活用に備えている。

参考文献

加納 実ほか 2003 i房総の石器石材2 一白滝層の珪質頁岩一Jr千葉県史料研究財団だより j第14号
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19.接合資料3
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20.接合資料 4

D 3-Aブロック
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図版 2 土層断面，第 1文化層遺物出土状況 1

第 l文化層 A5-Aブロ ック 北から 第 l文化層 A5-Aブロック 東から

第 l文化層 A5-Aブロック 東から 第 I文化層 C2-Bブロック 北西から



第 1文化層遺物出土状況 2 図版 3

第 l文化層 B4-Cブロック 南から 第 l文化層 C2-Aブロック 北東から

第 l文化層 C3-Aブロック 北から 第 l文化層 C3-Aブロ ック 北から

第 1文化層 C3-Aブロック 南東から 第 l文化層 C3-Aブロック 南東から



図版 4 第 1文化層遺物出土状況 3

第 l文化層 C3-Aブロック 北西から 第 I文化層 C3-Aブロック 西から

第 1文化層 C3-Aブロ ック 北東から 第 l文化層 C3-Aブロック 北西から

第 l文化層 C4-Aブロック 南東から 第 l文化層 D3-Aブロック 南から

第 1文化層 C 3 -19グリ ッド 西から 第 l文化層 D 1 -61グリッド 南から



第 1文化層233号土坑司第 1文化層炭化物集中地点 1 図版5

第l文化層 炭化物集中地点C-1 北東から 第 l文化層 炭化物集中地点C-2 南から

第l文化層 炭化物集中地点C-3 南西から 第 l文化層 炭化物集中地点C-3 南東から

第l文化層 炭化物集中地点C-5 南から 第 l文化層 炭化物集中地点C-7 北から



図版6 第 1文化層炭化物集中地点2司第 2文化層遺物出土状況

第 1文化層 炭化物集中地点C-8 南西から 第l文化層 炭化物集中地点C-9 南から

第l文化層 炭化物集中地点C-13 東から 第 l文化層 炭化物集中地点C-12 北から

第 2文化層 A5-Bブロック 南から 第2文化層 A4-Aブロック 南から

第 2文化層 B4-Aブロック 西から 第2文化層 B4-Bブロック 西から



第 3 文化層遺物出土状況第 4 文化層遺物出土状況第 1~3 文化層石器出土状況 図版 7

第 3文化層 B4-Dブロック 東から 第 3文化層 B4-Eブロック 南から

第 4文化層 D4-Aブロック 東から 第 4文化層 D4-Bブロ ック 西から

第l文化層 D3-Bブロック 台石 第l文化層 C3-Aプロック ナイフ形石器 第 l文化層 C3-Aプロック 石刃

第l文化層 C3-Aブロ yク 石核 第l文化層 C3-Aブロック 畝石 第l文化層 D3-Aブロァ ク 石核 第2文化層 A4-Aプロックナイ7形石器

第l文化層 C3-Aプロック 石核 第l文化層 D3-Aブロ ソケナイフ形石器 第3文化屑 B4-Dプロ ック 石刃 第3文化層 B4-Dプロ yク 石刃
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